
発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/1

2024/2/1 教育委員会中央図書館企画振興課企画班 第39回 日産童話と絵本のグランプリ」の受賞作品の寄贈式の開催

2024/2/1
交通基盤部河川砂防局河川企画課・港湾局港湾企画課河川企画課海
岸企画班 港湾企画課港湾計画班

「第1回海岸保全基本計画検討委員会」を開催します

2024/2/1 交通基盤部港湾振興課クルーズ振興班 クルーズ文化醸成セミナーの参加者を募集します！

2024/2/1 健康福祉部薬事課薬事審査班 第60回 静岡県公衆衛生研究会の開催

2024/2/1 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第94報】

2024/2/1 健康福祉部疾病対策課がん対策班 令和５年度第３回静岡県がん対策推進協議会の開催

2024/2/1 健康福祉部地域医療課医師確保班 ふじのくに次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開催

2024/2/1 健康福祉部福祉長寿政策課企画総務班
【参加者募集中】こどもも、おとなも、高齢者も、障害のある人も。誰もが一緒に過ごすことができる「ふじのくに型福祉サービ
ス」の拡大を目指してセミナーを開催。

2024/2/1 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第20報】（２月１日10時00分現在）

2024/2/1 スポーツ・文化観光部文化財センター調査課普及班 山の洲文化財交流展を開催～中央日本４県の出土品が一堂に！～

2024/2/1 くらし・環境部生活環境課環境影響評価班 「一般国道414号伊豆縦貫自動車道（下田市～河津町）に係る環境影響評価事後調査報告書」の公表

2024/2/1 危機管理部危機政策課危機報道官 【第12報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月１日現在）

2024/2/1 危機管理部危機政策課調整班 Jアラートの全国一斉情報伝達試験（第４回）を実施します

2024/2/1 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班
初開催！福祉のための「やさしい日本語」講座 ～外国人・高齢者・障害者など誰にとってもわかりやすい情報発信の方法とは？
～

2024/2/2

2024/2/2 企業局経営課局付 令和５年度第２回静岡県企業局経営評価委員会の開催

2024/2/2 交通基盤部道路企画課企画班 【開催延期】ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催（令和５年度第２回）

2024/2/2
経済産業部産業革新局 マーケティング課、農業局 食と農の振興
課食の魅力創造班、地域農業班

ふじのくにＳＤＧｓ認証制度の第２回認証を行いました。

2024/2/2
経済産業部志榛農林事務所農村整備課農村整備課、大井川土地改良
区

県立島田商業高校の生徒作成の大井川土地改良区ＰＲ動画贈呈式

2024/2/2 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/26～2/1）

2024/2/2 経済産業部畜産振興課 県内産畜産物が２月18日に大集合！「おいしい肉の日」in菊川 畜産フェア開催

2024/2/2 経済産業部新産業集積課新産業集積班 フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェクト戦略検討委員会を開催！

2024/2/2 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報の発令

2024/2/2 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第95報】

2024/2/2 健康福祉部医療政策課医療企画班 地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会の開催

2024/2/2 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の修了式を行います

2024/2/2 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第21報】（２月２日10時00分現在）

2024/2/2 スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課 静岡県立美術館企画展「天地耕作 初源への道行き」いよいよ開幕します！

2024/2/2 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポーツ班 静岡県障害者スポーツ応援隊が学校を訪問します！（東京2020パラリンピック陸上走幅跳山本篤選手）

2024/2/2 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯･パラスポーツ班 東海四県のスポーツ推進委員が一堂に会する研究大会を開催します！

2024/2/2 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 オリンピアン高瀬慧氏による陸上クリニック

2024/2/2 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 不用品回収拠点（ヤード）のパトロール実施結果

2024/2/2 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 リニア中央新幹線静岡工区に係る国土交通省鉄道局長との面談

2024/2/2 経営管理部地域振興課地域づくり班 県内初の特定地域づくり事業協同組合の認定

2024/2/2 危機管理部危機政策課危機報道官 【第13報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月２日現在）

2024/2/5

2024/2/5 教育委員会教育総務課勤務条件・監察班 令和５年度 静岡県教職員コンプライアンス委員会の開催



発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/5 交通基盤部建設業課建設業班 工事等請負契約に係る入札参加停止

2024/2/5 交通基盤部建設政策課企画班 令和５年度 美しい“ふじのくに”インフラビジョン推進会議の開催

2024/2/5 経済産業部職業能力開発課職業能力開発課 新たに３人を認定！静岡県技能マイスター認定式を開催します

2024/2/5 経済産業部労働雇用政策課就業支援班 県内初開催！しごと体験「輝きウィーク」63社120人以上が参加予定(障害者雇用促進関係)

2024/2/5 経済産業部新産業集積課 【取材依頼】伊豆急行線にてドローンを活用した鳥獣害対策の実証実験を実施します！

2024/2/5 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第96報】

2024/2/5 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第22報】（２月５日10時00分現在）

2024/2/5 健康福祉部健康福祉管理局総務課健康福祉部総務課 米国連邦政府職員（ＦＤＡ） マンスフィールド研修生を本県で受け入れます

2024/2/5 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 森町を交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基準達成）として表彰！

2024/2/5 危機管理部危機政策課危機報道官 【第14報】令和６年能登半島地震への本県の支援（２月５日現在）

2024/2/5 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 ｢令和5年度静岡県広報コンクール｣入賞作品を展示します！

2024/2/6

2024/2/6 教育委員会教育政策課教育政策課人権・教員育成班 静岡県SDGｓスクールアワード2023表彰式を開催します！

2024/2/6
教育委員会教育政策課政策推進班 総合教育局 大学課 大学・学術
班

ふじのくにグローバル人材育成事業成果報告会を開催します！

2024/2/6 監査委員事務局監査課監査班 天竜職員住宅の不動産鑑定に係る支出に関する住民監査請求の監査結果

2024/2/6 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和６年２月定例会に係る議会運営委員会の開催

2024/2/6 交通基盤部道路企画課企画班 【開催延期】ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催（令和５年度第２回）

2024/2/6 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 WAZAチャレンジ教室の実施

2024/2/6 経済産業部新産業集積課技術振興班 ＣＮＦ等のセルロース系素材を活用した製品開発の実践的手法を考えるワークショップを開催

2024/2/6 経済産業部産業政策課産業政策班 価格転嫁・パートナーシップ構築宣言に係る実態調査アンケート結果

2024/2/6 健康福祉部健康増進課地域支援班 適塩（てきえん）キッズの育成事業～野菜を学ぶ食育教室を開催します～

2024/2/6 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第97報】

2024/2/6 スポーツ・文化観光部県立美術館企画総務課 静岡県立美術館企画展「天地耕作 初源への道行き」開会式を開催します

2024/2/6 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 （当日取材依頼）第９回ふじのくに地域・大学フォーラムの開催

2024/2/6 くらし・環境部廃リサイクル課不法投棄対策班 熱海市逢初川源頭部北西側の産業廃棄物の撤去作業開始

2024/2/6 経営管理部西部地域局地域課地域班 
「アザレア・セブン」、「静岡SSUボニータ」、「ブレス浜松」の3選手が、ららぽーと磐田で「浜名湖花博2024」をPRしま
す！

2024/2/6 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 「第161回ふじのくに防災学講座」を開催します！

2024/2/7

2024/2/7 教育委員会教育総務課人事班 令和６年度 教育委員会事務局体制の見直し

2024/2/7 健康福祉部健康増進課健康増進班 産学官連携でしずおか健幸惣菜弁当「アレ（A.R.E.）」を販売開始

2024/2/7 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第98報】

2024/2/7 健康福祉部介護保険課支援審査班 県内初！緊急時における訪問介護事業所の連携協定の締結

2024/2/7 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 能登半島地震被災地に本県から初めてＤＨＥＡＴを派遣します

2024/2/7 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第23報】（２月７日10時00分現在）

2024/2/7 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 第22回富士山世界文化遺産学術委員会

2024/2/7 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 静岡県とハヤテ２２３株式会社との野球を通じたスポーツの振興等に関する連携協定締結式

2024/2/7 くらし・環境部環境政策課環境政策課 静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

2024/2/7 くらし・環境部住まいづくり課計画班 新設住宅着工統計 令和５年計及び令和５年12月の主な動向
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2024/2/7 危機管理部危機政策課危機報道官 【第15報】令和６年能登半島地震への本県の支援（２月７日現在）

2024/2/7 知事直轄組織地域外交課海外交流班 静岡県海外技術研修員（中国）の研修修了式を開催します

2024/2/7 知事直轄組織広聴広報課渡邉 農林中央金庫と静岡県森林組合連合会から県産材の木製品が寄贈されます

2024/2/8

2024/2/8 教育委員会浜松工業高校副校長 浜松工業高校生徒が６年連続で第三種電気主任技術者試験に合格し、国家資格を取得しました！

2024/2/8 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第３回静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画策定委員会の開催

2024/2/8 教育委員会高校教育課指導第２班担当 知事褒章授与対象者の高校生が決定

2024/2/8 人事委員会事務局職員課職員班 令和６年度静岡県職員・警察官採用試験の実施予定

2024/2/8 経済産業部労働雇用政策課雇用推進班 学生が主体となって作成した企業情報誌の「活動報告会」を開催します

2024/2/8 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 「第5回Digital Future Festジュニアプロコンin静岡」最終審査会・授賞式の開催

2024/2/8 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 マリンオープンイノベーションプロジェクト戦略推進委員会を開催します

2024/2/8 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 【当日取材希望】スタートアップ支援ネットワーク「ふじのくに“SEAｓ”キックオフイベントの開催

2024/2/8 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第99報】

2024/2/8 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和５年度第３回静岡県救急・災害医療対策協議会を開催します。

2024/2/8 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 令和６年度「ふじのくに留学応援奨学金」奨学生募集開始！学生の留学を産学官で応援します！

2024/2/8
くらし・環境部県民生活局男女共同参画課、危機管理部 危機情報
課

「災害対応力を強化する男女共同参画の視点」研修を実施します！

2024/2/8 くらし・環境部住まいづくり課計画班 省エネ住宅の新築やリフォームを解説！省エネ住宅普及講習会を開催します

2024/2/8 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 シニア向け消費者教育講師人材養成講座（実践編）開催

2024/2/8 経営管理部西部地域局地域課地域班 遠州のイチオシを撮る！ Instagramを活用したフォトコンテスト「SNAP ENSHU」の開催

2024/2/9

2024/2/9 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（2/2～2/8）

2024/2/9 経済産業部新産業集積課新産業集積班 ふじのくに先端医療総合特区地域協議会の開催～静岡・山梨両県が連携し、医療機器開発等を進めています～

2024/2/9 経済産業部産業政策課産業成長戦略推進班 令和５年度 第２回静岡県産業成長戦略会議の開催

2024/2/9 経済産業部産業政策課産業政策班 第3回森の力再生事業評価委員会を開催します。

2024/2/9 健康福祉部健康増進課地域支援班 適塩（てきえん）キッズの育成事業～野菜を学ぶ食育教室を開催します～

2024/2/9 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第100報】

2024/2/9 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和５年度第３回静岡県へき地医療支援計画推進会議の開催

2024/2/9 健康福祉部障害福祉課精神保健福祉班 静岡県依存症フォーラムの開催

2024/2/9 健康福祉部こども家庭課母子保健班 令和５年度母子保健功労者知事表彰式の開催

2024/2/9 健康福祉部こども家庭課母子保健班 令和５年度母子保健セミナーの開催

2024/2/9 健康福祉部福祉長寿政策課高齢者支援班 元気なシニア世代の社会参加活動から始まるワクワクな静岡を～「静岡ミライ会議」を開催します～

2024/2/9 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第24報】（２月９日10時00分現在）

2024/2/9
スポーツ・文化観光部観光交流局観光振興課    一般社団法人
ふじさん駿河湾フェリー

黄金ＫＡＩＤＯプロジェクトのシンボル「駿河湾フェリー」の装いを一新

2024/2/9 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 デンソー女子卓球部ＯＧによる卓球クリニック

2024/2/9 危機管理部危機政策課危機報道官 【第16報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月９日現在）

2024/2/9 危機管理部危機政策課調整班 Jアラートの全国一斉情報伝達試験（第４回）の結果

2024/2/9 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班 フィリピンコミュニティ向けの防災講座を実施します！

2024/2/9 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 台湾・屏東県でイベント出展 観光と県産品の双方をPR



発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/9 知事直轄組織総合政策課政策推進班 令和５年度静岡県国土利用計画審議会の開催

2024/2/13

2024/2/13 教育委員会中央図書館企画振興課企画振興課 お口の健康について学びませんか？ 健康医療情報講演会参加者募集！

2024/2/13 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和６年２月定例会議事日程

2024/2/13 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会全員協議会の開催

2024/2/13 交通基盤部河川企画課海岸企画班 ～県と沿岸21市町が津波防災に関する意見交換を行います～

2024/2/13 経済産業部農技研茶業研セ茶生産技術科研究統括官 令和５年度茶業研究センター研究成果発表会を開催します

2024/2/13 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 首都圏量販店「ヤオコー」で第２回「頂フェア」開催！

2024/2/13 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 【バイ・山の洲（やまのくに）】新潟県のスーパーマーケットで「静岡県産品フェア」を開催！

2024/2/13 健康福祉部衛生課食品監視班 食中毒警報（ノロウイルス食中毒 第２号）の発表

2024/2/13 健康福祉部国民健康保険課事業運営班 令和５年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会の開催

2024/2/13 健康福祉部健康増進課健康増進班 「健康づくり活動に関する知事褒賞」褒状授与式を開催します！

2024/2/13 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第101報】

2024/2/13 健康福祉部疾病対策課がん対策班 令和５年度第３回静岡県循環器病対策推進協議会の開催

2024/2/13 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和５年度第３回静岡県周産期・小児医療協議会を開催します。

2024/2/13 健康福祉部医療政策課医療企画班
【取材依頼】こだわりの生き方・老い方実現のために「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）ノート活用推進県民セミ
ナー」を開催

2024/2/13 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 令和５年度｢愛の援聴週間｣啓発事業を実施します

2024/2/13 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 県庁西館で「ふじのくに福産品ウインターフェア」を開催します！

2024/2/13 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 「（仮称）医科大学院大学の設置に向けた基本構想」の知事への提言

2024/2/13 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 ふじのくに芸術祭 春の祭典～2023年の芸術祭の表彰と2024年の芸術祭の開幕イベントを行います～

2024/2/13 くらし・環境部生活環境課大気水質班 伊豆市 柿木川の水質調査の結果

2024/2/13 くらし・環境部自然保護課くらし・環境部 環境局自然保護課 マックスバリュ東海株式会社から「ふじさんネットワーク」へ寄付～感謝状贈呈式を行います～

2024/2/13 経営管理部行政経営課行政経営班 第３回静岡県行政経営推進委員会の開催

2024/2/13 危機管理部危機情報課情報班 「被災者支援コーディネーター育成研修 展開編及び理解促進編」の実施

2024/2/13 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 在名古屋米国領事館マシュー・センザー首席領事が川勝知事を表敬訪問します

2024/2/14

2024/2/14 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の報告書の議長への提出（取材案内）

2024/2/14 交通基盤部港湾振興課港湾物流促進班 西部地区貿易懇談会の開催

2024/2/14 交通基盤部建設政策課企画班 令和５年度第２回社会インフラ長寿命化検討委員会の開催

2024/2/14 経済産業部森林計画課森林計画課 「森林由来のＪ－クレジット活用に向けた交流会」の開催

2024/2/14 健康福祉部健康政策課健康企画班 令和５年度第３回ふじのくに健康増進計画推進協議会の開催

2024/2/14 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第102報】

2024/2/14 健康福祉部介護保険課支援審査班 ＡＩを活用してケアプランの質向上と作成業務の効率化を実現！～事業報告会の開催について～（取材依頼）

2024/2/14 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 プチヴェールの収穫体験をしよう～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～

2024/2/14 くらし・環境部環境ふれあい課自然ふれあい班 【森林空間活用支援第３弾】動画公開 「みんなで行こう！静岡の森林 Let's Go Shizu-Mori」

2024/2/14 くらし・環境部住まいづくり課計画班 一般社団法人日本ムービングハウス協会と災害時における応急仮設住宅（移動式木造住宅）の建設に関する協定を締結しました

2024/2/14 経営管理部文書課文書班 第13回静岡県史編さん委員会の開催

2024/2/14 危機管理部危機政策課危機報道官 【第17報】令和６年能登半島地震への本県の支援（２月14日現在）



発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/14 知事直轄組織広聴広報課県民広報班 最新のAI技術で声を手に入れた「ふじっぴー」が 静岡県ＰＲ隊（見習い）へ就任します

2024/2/15

2024/2/15 知事直轄組織デジタル戦略局電子県庁課出納局用度課技術管理班 情報システム開発等の業務委託に係る入札参加停止措置

2024/2/15 教育委員会藤枝東高校教頭 国立台南第一高級中学との姉妹校協定締結式を行います

2024/2/15 交通基盤部技術調査課技術調査班
「一般社団法人ふじのくにづくり支援センター」・「一般財団法人静岡県建築住宅まちづくりセンター」が「公共工事発注者支援
機関」に再認定されました！～認定証授与式のお知らせ～

2024/2/15
経済産業部中遠農林事務所家畜衛生課、農業局畜産振興課防疫班/家
畜衛生班

病性鑑定検査結果のメール誤送信

2024/2/15 経済産業部農業戦略課先端農業推進室先端農業推進室 令和５年度ＡＯＩプロジェクト研究成果発表会 参加申込受付中

2024/2/15 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 『静岡県主催スタートアップビジネスプランコンテスト WAVES』ファイナリスト決定・最終審査会の観覧者募集開始！

2024/2/15 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第103報】

2024/2/15
スポーツ・文化観光部富士山世界遺産センタ企画総務課静岡県富士
山世界遺産センター企画総務課

「第４回 絶景・秀景 富士山世界遺産写真コンテスト入賞作品展」を開催します!

2024/2/15 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 職業教育に関する知事褒賞授与対象者（専修学校生、高等専門学校生）が決定！

2024/2/15 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 第27回伊豆文学賞表彰式を開催します。三木卓先生を偲ぶ特別座談会も実施します。

2024/2/15 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課 くふうハヤテベンチャーズ静岡による知事表敬訪問

2024/2/15 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 令和５年度第２回静岡県スポーツ推進審議会の開催

2024/2/15 知事直轄組織地域外交課海外交流班 モンゴル国セレンゲ県副知事が静岡県を訪問し、出野副知事と面会します

2024/2/16

2024/2/16 教育委員会健康体育課学校体育班 「令和５年度 体力アップコンテスト しずおか」表彰式の開催

2024/2/16 企業局水道企画課企画調査班 令和６年能登半島地震で発生した水道管路被害に対する支援

2024/2/16 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（2/9～2/15）

2024/2/16 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「ふじのくに新商品セレクション2022」受賞商品が全国の食品コンクールで入賞

2024/2/16 経済産業部新産業集積課技術振興班 【取材依頼】駿河湾を横断！医療機器のドローン配送の実証実験を実施します！

2024/2/16 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第104報】

2024/2/16 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第25報】（２月16日10時00分現在）

2024/2/16 スポーツ・文化観光部観光振興課 【当日取材依頼】訪日教育旅行の受入数がコロナ前の水準並に回復しています

2024/2/16 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 デンソー女子卓球部による卓球クリニック

2024/2/16 危機管理部危機政策課危機報道官 【第18報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月16日現在）

2024/2/16 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 オープンデータ中部地域ワークショップの開催～静岡市七間町のまち歩きでオープンデータ作成～

2024/2/19

2024/2/19 監査委員事務局監査課監査班 監査結果の公表

2024/2/19 交通基盤部静岡土木事務所企画検査課 「令和５年度清水海岸侵食対策検討委員会」の開催

2024/2/19 交通基盤部河川海岸整備課海岸整備班 清水海岸の｢砂浜｣を海岸保全施設に指定 （都道府県知事が指定するものとして全国初！）

2024/2/19 交通基盤部河川企画課河川企画班 「新たなステージに入った水災害に対する取組」を策定しました

2024/2/19 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 第32回技能グランプリ「フライス盤職種（会場：静岡鐵工所）」の開催及び知事視察

2024/2/19 健康福祉部薬事課薬事企画班 【取材依頼】「薬学生向け静岡県病院業界研究会」の開催

2024/2/19 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第105報】

2024/2/19
スポーツ・文化観光部ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務
課企画総務課

【当日取材依頼】ふじのくに地球環境史ミュージアムの佐藤洋一郎館長が企画展「イネ・米・田んぼ」をテーマに有識者と対談し
ます！

2024/2/19 スポーツ・文化観光部空港管理課地域連携班 富士山の日は空港で遊ぼう！ 富士山静岡空港「富士山の日イベント」開催

2024/2/19 危機管理部危機政策課危機報道官 【第19報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月19日現在）



発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/19 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 統計出前講座 in 菊川市役所

2024/2/20

2024/2/20 議会事務局政策調査課政策調査課 令和５年度 静岡県議会海外事情調査報告会の開催（取材案内）

2024/2/20 議会事務局議事課議会事務局 議事課 令和６年２月定例会の議決結果（２月20日議決分）

2024/2/20 交通基盤部道路企画課企画班 ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催（令和５年度第２回）

2024/2/20 経済産業部地域産業課 第３回「静岡の家具」振興方針検討委員会を開催します！

2024/2/20 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 【バイ・ふじのくに】山梨県のスーパー「オギノ」で静岡フェアを開催します！

2024/2/20 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 Oisix（オイシックス）に【期間限定】県産食材の特集ページを開設しました！

2024/2/20 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第106報】

2024/2/20 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 「富士山の日」フェスタ2024の取材について

2024/2/20 知事直轄組織地域外交課海外交流班 モンゴルから来静した介護研修員４人が知事を表敬訪問します

2024/2/20 知事直轄組織統計調査課人口就業班 静岡県推計人口 前月比3,553人の減少

2024/2/21

2024/2/21
くらし・環境部環境局自然保護課経済産業部産業革新局産業イノ
ベーション推進課富士山・南アルプス保全班 TEL 054-221-2963 

南アルプス環境保全基金等への寄附金贈呈式の開催

2024/2/21 教育委員会田方農業高校教諭 函南町社会福祉協議会への寄附金贈呈式を実施します

2024/2/21 教育委員会高校教育課指導第１班 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜の志願状況等

2024/2/21 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 文部科学省委託研究の成果報告会の開催

2024/2/21 議会事務局政策調査課山崎 県議会広報委員会の開催（取材案内）

2024/2/21 交通基盤部都市計画課都市行政班 第189回静岡県都市計画審議会開催結果

2024/2/21
経済産業部東部農林事務所家畜衛生課、農業局畜産振興課防疫班/家
畜衛生班

ＦＡＸ送信先リストの誤送信について

2024/2/21 経済産業部工科短期大学校教務課工科短期大学校  教務課 静岡県立工科短期大学校 静岡キャンパス「総合製作実習発表会」の開催

2024/2/21 経済産業部農業ビジネス課担い手育成支援班 光る君が、さらに輝きを増しますように！～農山漁村ときめき女性研修会～

2024/2/21 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 首都圏のスーパーマーケット「クイーンズ伊勢丹」で「春の静岡フェア」を開催

2024/2/21 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 【参加事業者募集】「株式会社マルイチ産商」様との商談会開催！

2024/2/21 経済産業部新産業集積課技術振興班 【取材依頼】次世代エアモビリティ実証事業の成果報告会を開催します！

2024/2/21 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第107報】

2024/2/21 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和５年度第３回静岡県医療対策協議会の開催

2024/2/21 健康福祉部介護保険課介護人材班 （取材依頼）大学生が介護施設における職場体験プログラムを提案！

2024/2/21 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課土屋 プロ野球オープン戦主催者（楽天・テレビ静岡）による副知事表敬訪問

2024/2/21 くらし・環境部県民生活課事業者指導班 特定商取引法に基づく事業者に対する行政処分及び公表

2024/2/21 経営管理部地域振興課地域づくり班 過疎市町への支援として『ドローンを活用した物資輸送の試験飛行』を実施します（日程決定）

2024/2/21 知事直轄組織地域外交課海外交流班 アーチェリー大国韓国の忠清南道からメダリストを招き、強化練習会を行います！

2024/2/22

2024/2/22
経済産業部あしたか訓練校訓練課訓練課 生産・サービス科 加工
組立・流通班

「静岡県立あしたか職業訓練校 修了式」の開催

2024/2/22 経済産業部農芸振興課農芸振興課 わさび田築田技術研修会を開催します

2024/2/22 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報の解除

2024/2/22 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第108報】

2024/2/22 健康福祉部感染症対策課企画総務班 第３回静岡県感染症対策連携協議会を開催します



発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/22 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第26報】（２月22日10時00分現在） 

2024/2/22
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課、富士山静岡空港株式
会社空港振興課

令和６年１月の富士山静岡空港利用状況

2024/2/22 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 オリンピアン齋藤信治氏によるバレーボールクリニック

2024/2/22 くらし・環境部廃リサイクル課産業廃棄物班 産業廃棄物処理業許可の取り消し

2024/2/22 危機管理部危機政策課危機報道官 【第20報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月22日現在）

2024/2/26

2024/2/26 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会議会運営等改善検討委員会の開催

2024/2/26 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会の開催

2024/2/26 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（2/16～2/22）

2024/2/26 健康福祉部衛生課動物愛護班 令和７年度の（仮称）静岡県動物愛護センター開所に向けて ＪＲ東海「トレイン」ジャック

2024/2/26 健康福祉部健康増進課 令和５年度 災害時健康支援研修会（令和６年能登半島地震保健師派遣報告会）

2024/2/26 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第109報】

2024/2/26 健康福祉部障害福祉課精神保健福祉班 第２回静岡県依存症対策連絡協議会・アルコール健康障害対策連絡協議会 合同連絡協議会の開催

2024/2/26 健康福祉部障害福祉課精神保健福祉班 第２回静岡県ギャンブル等依存症対策連絡協議会の開催

2024/2/26 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 障害福祉サービス事業所の令和４年度平均工賃（賃金）月額実績を公表します。

2024/2/26 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港における国際線の運休期間の延長

2024/2/26 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 第６回ガストロノミーツーリズム研究会 駿河湾の魅力と美味しい魚介の関係性「サステナブルな食の探求」

2024/2/26 危機管理部消防保安課消防行政班 消防功労者消防庁長官表彰受章者の決定

2024/2/26 危機管理部危機政策課危機報道官 【第21報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（２月26日現在）

2024/2/26 知事直轄組織総合政策課総合政策班 令和５年度“ふじのくに”づくり白書の公表

2024/2/27

2024/2/27 教育委員会稲取高校教頭 稲取高校被服・食物部が開発した新商品「ひなのひがし」販売決定！

2024/2/27 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の設置、第１回委員会の開催

2024/2/27 経済産業部食と農の振興課 ジビエの第一人者 藤木徳彦氏が来訪！ジビエ利活用研修会を開催します

2024/2/27 経済産業部新産業集積課新産業集積班
初開催！県内企業が開発した機能性表示食品等を杏林堂薬局でテスト販売（フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェ
クト成果品のテスト販売）

2024/2/27 健康福祉部健康増進課健康増進班 ３月１日から８日は女性の健康週間です！

2024/2/27 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第110報】

2024/2/27 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和５年度第４回静岡県保健医療計画策定作業部会の開催

2024/2/27 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 【取材依頼】令和５年度第４回地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会を開催します。

2024/2/27 くらし・環境部水資源課水資源班 天竜川水系の取水制限（第２報：解除）

2024/2/27 くらし・環境部環境局環境局 【追記】第１回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議の開催

2024/2/27 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で上昇 静岡県鉱工業指数（令和５年12月分速報）

2024/2/27 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 定期給与12か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年12月分）

2024/2/28

2024/2/28
くらし・環境部 環境局自然保護課スポーツ・文化観光部 ふじの
くに地球環境史ミュージアム企画総務課ふじのくに地球環境史

「南アルプス学」の構築に寄与する研究助成を公募します！

2024/2/28 教育委員会金谷高校教頭 県立金谷高等学校 閉校式典を開催します

2024/2/28 教育委員会高校教育課指導第１班 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜における志願変更の状況

2024/2/28 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和６年９月定例会の日程



発表日 部局 所属   タイトル

2024/2/28 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和６年５月臨時会の日程

2024/2/28 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 モンゴル国医師を「静岡がん会議2023」に招聘 静岡県知事が出迎えます

2024/2/28 交通基盤部道路整備課交通基盤部道路局道路整備課 橋梁班 「富士川かりがね橋」開通式を開催します

2024/2/28 交通基盤部技術調査課技術調査班 公共工事の円滑な施工のため、「令和５年度静岡県交通誘導安全対策協議会」を開催します

2024/2/28 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第111報】

2024/2/28 健康福祉部地域福祉課地域福祉班 天皇陛下からの御下賜金を知事から伝達します

2024/2/28 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 天皇陛下からの御下賜金を知事から伝達します

2024/2/28 くらし・環境部中部県民生活セ消費者行政班 静岡北特別支援学校高等部の生徒に消費者トラブル防止の啓発グッズをお届けします！

2024/2/28 くらし・環境部環境局環境局 【追記】第１回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議の開催

2024/2/28 危機管理部危機対策課危機情報課、危機対策課 【訂正】津波避難訓練の実施

2024/2/28 危機管理部危機政策課危機報道官 【第22報】令和６年能登半島地震への本県の支援（２月28日現在）

2024/2/28 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 オープンデータ東部地域ワークショップの開催～沼津駅南口周辺のまち歩きでオープンデータを作成～

2024/2/28 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 応募総数3,545件！「第３回山の洲(やまのくに)ビジュアルアワード」オンライン表彰式開催！

2024/2/29

2024/2/29 教育委員会静岡北特支南の丘分校副校長 常葉大学の協力を得て、特別支援学校高等部の生徒が生涯学習につながる講座を受講します

2024/2/29 経済産業部富士農林事務所企画経営課経営支援班 令和５年度第２回富士山麓堆肥利用促進協議会総会の開催

2024/2/29 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和６年１月分）

2024/2/29 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス性肺炎中等症２以上の入院患者の状況調査（第６報）

2024/2/29 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第112報】

2024/2/29 健康福祉部地域医療課医師確保班 県産婦人科医会主催医学生・研修医向け「産婦人科スプリングセミナー産科編in浜松」の開催

2024/2/29 健康福祉部介護保険課介護人材班 （取材依頼）令和５年度介護の未来ナビゲーター事業活動報告会を実施します。

2024/2/29 くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企画班 認定NPO法人ふるさと回帰支援センター（東京）の2023年移住希望地ランキング（窓口相談）で４年連続第１位

2024/2/29 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第156報）

2024/2/29 危機管理部危機情報課情報班 「避難所運営マニュアル」及び「避難生活の手引き」の改定・発行

2024/2/29 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 景気動向指数は５か月連続で下方への局面変化を示す～静岡県景気動向指数（令和５年12月分）～



提 供 日 2024/02/01

タイトル 第39回　日産童話と絵本のグランプリ」の受賞作品の
寄贈式の開催

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 企画班

TEL 054-262-1246

「第39回　日産童話と絵本のグランプリ」の受賞作品の寄贈式の開催

　静岡県内の図書館に、日産静岡会から「日産童話と絵本のグランプリ」の受賞作品計222冊が寄贈されることになりました。
　寄贈された作品は、順次県内の図書館に配布されます。

１　日時
　　令和６年２月８日（木曜日）13時30分から14時まで

２　場所
　　静岡県立中央図書館　１階　副館長室
　　（静岡市駿河区谷田53-１）

３　出席者
　・日産静岡会　会長　馬場勝也（ばばかつや）様
　・日産静岡会事務局　局長　竹内秀昭（たけうちひであき）様
　・静岡県立中央図書館　館長　柴雅房（しばまさふさ）

４　寄贈品目録
　(1) 第39回日産童話と絵本のグランプリ 童話の部 大賞受賞作品

　「あたしは本をよまない」　111冊
　(2) 第39回日産童話と絵本のグランプリ 絵本の部 大賞受賞作品

　「なんかひとりおおくない？」　111冊　

５　スケジュール
　(1) 寄贈の言葉　日産静岡会　会長　馬場勝也　様
　(2) お礼の言葉　静岡県立中央図書館　館長　柴雅房
　(3) 記念撮影

６　その他
　今年度で第39回目となる同グランプリは、アマチュア作家を対象とした創作童話と絵本のコンテストで、新人作家の登竜門と称
されております。日産静岡会は、日産車を販売する事業者の会で、毎年同グランプリの受賞作品を同会から寄贈していただいてい
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/02/01

タイトル 「第1回海岸保全基本計画検討委員会」を開催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課・港湾局港湾企画課

連 絡 先 河川企画課海岸企画班

港湾企画課港湾計画班

TEL 河川054-221-2458 港湾054-221-3056

「第1回 静岡県海岸保全基本計画検討委員会」を開催します
　
　遠州灘、駿河湾及び伊豆半島の３沿岸で定めている「海岸保全基本計画」について、気候変動を踏まえた海面上昇等の影響を考
慮した計画に変更するため、「静岡県海岸保全基本計画検討委員会」を開催します。
　第１回は、以下の内容について説明し、今後の検討方針等について議論します。
　
１　日時　令和６年２月６日（火）午後２時から午後３時30分まで（予定）

２　会場　静岡県庁別館8階第１会議室C・D（静岡市葵区追手町9-6）※WEB併用
　　　　　
３　議事内容　（１）海岸保全基本計画変更の実施体制
　　　　　　　（２）静岡県における海岸保全基本計画
　　　　　　　（３）現行の基本計画とこれまでの取組
　　　　　　　（４）今回の海岸保全基本計画変更のポイント

４　傍聴
　　本会議は公開で行います。
　　傍聴を希望される方は、当日会場にて午後１時30分から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。

５　取材
　　取材を希望する場合は、直接会場にお越しください（事前申込み不要）。　

委員名簿（順不同・敬称略）

分　類 所　属・役　職 氏　名

海岸工学 高知工科大学　システム工学群　教授 佐藤 愼司

沿岸防災工学 名古屋大学　減災連携研究センター　教授 富田 孝史

景観工学 日本大学　理工学部　まちづくり工学科　教授 岡田 智秀
学識経験者

海洋環境政策 東海大学　海洋学部　海洋理工学科　教授 脇田 和美

漁業 静岡県漁業協同組合連合会　代表理事・会長 薮田 国之

自然環境（植物） 静岡植物研究会　会長 湯浅 保雄

利用 美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会 事務局長 渡邉 眞一郎

利用 静岡県サーフィン連盟　支部長 酒井　厚志

地元有識者

観光 公益社団法人静岡県観光協会専務理事 望月 宏明

静岡県市長会 会長（焼津市長） 中野 弘道
沿岸市町

静岡県町村会 副会長（西伊豆町長） 星野 淨晋



提 供 日 2024/02/01

タイトル クルーズ文化醸成セミナーの参加者を募集します！

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 クルーズ振興班

TEL 054-221-2133､3050

クルーズ文化醸成セミナーの参加者を募集します！

　昨年３月１日の国際クルーズ再開から、まもなく１年。
　清水港では、今年、クルーズ船寄港数が過去最多となった昨年を上回る予約が入っています。
　この度、日本最高級の客船「飛鳥２※」を運航する郵船クルーズ株式会社のブランディング責任者をお迎えし、クルーズ船や船
旅の魅力を伝えるセミナーを開催します。
　現在、参加者(先着50名)を募集中です。
　　　　
１　開催日時
　　令和６年２月２１日(水)　13時30分～15時30分　

２　会場
　　清水テルサ（静岡市東部勤労者福祉センター）６階　研修室
    静岡市清水区島崎町２２３番地

３　対象・募集定員
　　クルーズ船やクルーズ旅行に関心のある一般の県民　 先着50 名　

４　セミナーの内容
　（1）清水港へのクルーズ船寄港状況
　　　　説明:静岡県 交通基盤部　港湾局　港湾振興課
　（2）クルーズの魅力とASUKA CRUISEのこだわり
　　　　講師:郵船クルーズ株式会社
　　　　　　 チーフブランディングオフィサー　常務執行役員　髙橋幸男氏
　（3）清水港発着　チャータークルーズ　　　　　　　

  プレゼンテーター:株式会社静岡新聞社・静岡放送 地域ビジネス推進局
                         ビジネスプランニングセンター事業部　岡崎有美氏

５　主催:静岡県　　後援:国土交通省中部地方整備局、清水港客船誘致委員会

６　申込方法・申込先
　　　静岡県ふじのくに電子申請サービスから応募
　　　URL、QRコード（別添）又は「ふじのくにクルーズ」で検索
　　　※募集定員に達し次第締め切ります。
　　　　　　
７　その他
　・参加費は無料です。
　・会場に駐車場のご用意がありません。
　　公共交通機関の利用又は近隣の民間駐車場をご利用ください。
　・本セミナーの取材を希望される際は、前日までに担当者までご連絡ください。

※飛鳥２の「２」は正式にはローマ数字

cruiseseminar20240126ver.pdfcruiseseminar20240126ver.pdf



提 供 日 2024/02/01

タイトル 第60回　静岡県公衆衛生研究会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事審査班

TEL 054-221-2869

第60回 静岡県公衆衛生研究会の開催
～県内の公衆衛生行政担当者等が研究成果や体験事例を発表～

１　概要
　　健康づくり、母子保健、生活衛生、環境等の公衆衛生活動に従事する職員が、業務を通じて研究及び体験した事例を発表する研究会を
開催します。
　　また、特別講演として、静岡社会健康医学大学院大学学長である宮地良樹先生をお招きし、「静岡県の『健康長寿』を考える」をテーマに
御講演をいただきます。

２　日時
　　令和６年２月８日（木）10:00～16:30
　　（受付開始は9:30～）

３　場所
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）

４　内容
　（1）全体会（11階　会議ホール「風」10:00～11:00）
　　　特別講演　「静岡県の『健康長寿』を考える」
　　　講師　静岡社会健康医学大学院大学　学長
　　　　　　　宮地　良樹　先生
　（2）分科会
　　　第１分科会　健康づくり・重症化予防、感染症に関する事項
　　　　　　　　　　　（９階　910会議室　11:10～）
　　　第２分科会　母子保健、精神保健福祉に関する事項
　　　　　　　　　　　（10階　1001-1会議室　11:10～）
　　　第３分科会　食肉検査、食品衛生・生活衛生に関する事項
　　　　　　　　　　　（11階　会議ホール「風」　11:20～）
　　　　　　　　　　　薬事に関する事項
　　　　　　　　　　　（10階　1001-2会議室　11:10～）
　　　第４分科会　生活環境、廃棄物に関する事項
　　　　　　　　　　　（10階　1001-2会議室　13:30～）

５　参加者
　　県職員（健康福祉センター等に勤務する医師、薬剤師、獣医師、保健師、栄養士等）、
市町職員、関係団体職員等

６　取材対応
　　取材をご希望される場合は、事前に薬事課宛て、ご連絡をお願いします。



提 供 日 2024/02/01

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第94報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月１日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第94報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第94報（１月31日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 裾野市 481 17 1 31 6 6 2月1日 ～ 2月
2 小学校 三島市 515 21 1 29 10 10 1月31日 ～ 2月
3 高等学校 静岡市葵区 944 24 1 39 9 9 1月30日 ～ 2月
4 高等学校 静岡市葵区 1160 35 1 38 7 7 1月30日 ～ 2月
5 中学校 静岡市清水区 468 15 5 153 42 42 2月1日 ～ 2月
6 幼稚園 静岡市葵区 211 12 1 25 13 13 1月29日 ～ 1月3

1 37 13 13 1月31日 ～ 2月
1 25 9 9 1月31日 ～ 2月7 高等学校 島田市 741 24
1 34 12 12 1月31日 ～ 2月

8 小学校 焼津市 837 27 1 30 9 9 1月31日 ～ 2月
9 小学校 焼津市 708 23 1 29 7 7 1月31日 ～ 2月
10 小学校 牧之原市 186 8 1 29 8 8 1月31日 ～ 2月
11 小学校 榛原郡吉田町 430 16 1 31 12 11 1月31日 ～ 2月
12 高等学校 磐田市 1057 30 1 37 8 8 1月31日 ～ 2月

1 30 5 5 1月30日
13 中学校 磐田市 466 17

1 28 7 7 1月30日
14 中学校 磐田市 307 11 1 32 11 11 1月30日 ～ 2月
15 小学校 磐田市 810 30 1 32 11 11 1月30日 ～ 1月3
16 小学校 磐田市 518 22 1 31 9 9 1月31日 ～ 2月
17 小学校 袋井市 409 19 1 31 9 9 2月1日 ～ 2月
18 高等学校 浜松市中央区 783 28 1 34 7 7 1月30日 ～ 2月
19 小学校 浜松市中央区 362 14 1 31 9 9 2月1日 ～ 2月

4 131 8 8 2月1日 ～ 2月
20 小学校 浜松市中央区 759 30

1 31 7 7 2月1日 ～ 2月
本日合計 ５高等学校、４中学校、10小学校、１幼稚園 31 978 248 247

８１０施設
本日までの累

計（実数） （ ９４高等学校、　２０３中学校、　４１１小学校、　６５幼稚園、
９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

4,029 115,607 36,814 34,142

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/01

タイトル 令和５年度第３回静岡県がん対策推進協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-3773

令和５年度第３回静岡県がん対策推進協議会を開催します。

　県では、がん対策を総合的に推進し、健康寿命の延伸や生活の質の向上を図るために、静岡県がん対策推進協議会を設置しています。
　令和６年度から令和11年度までの６年計画である「第４次静岡県がん対策推進計画」を策定するため、以下のとおり、同協議会を開催しま
す。
　今回の協議会では、次期計画（最終案）等について協議します。

１　日　時

　　　令和６年２月６日（火）　午後３時～５時

２　場　所

　　　県庁西館４階第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ
　　　※Web型式を併用した会議です。

３　議　題

　　　第４次静岡県がん対策推進計画（最終案）について

　　　第９次静岡県保健医療計画（がん）（最終案）について　ほか

４　協議会の構成

　　　会　長　森　貴志（静岡県副知事）

　　　副会長　紀平　幸一（一般社団法人静岡県医師会会長）

　　　　　　　　上坂　克彦（県立静岡がんセンター総長）

　　　委　員　医療関係者、学識経験者、がん経験者・家族、行政関係者等22人



提 供 日 2024/02/01

タイトル ふじのくに次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開
催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

ふじのくに次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開催
若手医師25人が県内の医師確保のために活躍

１　要旨
　県は、地域医療の魅力を全国の医学生に伝え、医師確保のために活躍いただく「ふじのくに次世代医師リクルーター」を委嘱し
ます。

２　日時・会場
　令和６年２月６日（火）11：30～11：50
　静岡県庁別館21階展望ロビー西側

３　出席者
　静岡県知事、宮地良樹ふじのくにバーチャルメディカルカレッジ学長、
  第10期リクルーター、県内医療関係者

４　交付式の内容
　・県知事挨拶
　・委嘱状交付
　・リクルーター代表決意表明
　・激励の言葉（宮地良樹学長）　など

５　ふじのくに次世代医師リクルーター
　・平成27年の第１期委嘱以来、９期計199人に委嘱
　・今期は第10期25人（当日の出席予定者21人）
　・１年間の任期中、県のイベント等に参加し活動

＜今後の活動予定＞
　・通年　　　　　　メールマガジンへの寄稿
　・令和６年７月頃　医学修学研修資金利用者との意見交換会（浜松）
　・令和６年８月頃　ふじのくにバーチャルメディカルカレッジ夏季セミナー
　・令和７年３月頃　医学修学研修資金利用者との意見交換会（静岡）　等

【参考：昨年度の交付式の様子】　　　

 　　　   



提 供 日 2024/02/01

タイトル 【参加者募集中】こどもも、おとなも、高齢者も、障
害のある人も。誰もが一緒に過ごすことができる「ふ
じのくに型福祉サービス」の拡大を目指してセミナー
を開催。

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 企画総務班

TEL 054-221-2052

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる社会を目指し、

「ふじのくに型福祉サービス共生型拡充セミナー」を開催します。

（趣旨）
　本セミナーを通じ、共生型福祉施設の実践事例の共有を行い、事業者間の連携の強化と、事業の効果的な実施及び取組の拡大を図ります。

＜ふじのくに型福祉サービスとは＞
　年齢や障害の有無に関わらず、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる”垣根のない福祉”をコンセプトにした、静岡県が市町、団体、
事業所等と協働で推進している福祉サービスの理念です。

＜共生型福祉施設とは＞
　対象や制度の枠組みを越えて、高齢者向けの施設で障害のある人や子どもを受け入たり、障害のある人向けの施設で高齢者や子どもを受け
入れて、利用者が共に過ごすことができるようなサービスを指します。

１　日時
　　　令和６年２月29日（木）午後１時15分から午後４時30分まで

２　場所
　　　静岡音楽館AOI　７階　講堂　（静岡市葵区黒金町１－９）

３　参加対象者
　　　ふじのくに型福祉サービス　共生型福祉施設の関係者
　　　ふじのくに型福祉サービス　共生型福祉施設を運営したいと考えている方

４　申込方法
　　　県ホームページに掲載されている「参加申込書」を記入し、
　　　静岡県社会福祉協議会地域福祉課（FAX番号：054-251-7508）までFAXで提出
　　　＜県ホームページURL＞
　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/chiikifukushi/1059540.html

５　申込期限
　　　令和６年２月22日（木）必着

６　定員
　　　70名（申込者数が定員を超えた場合は、先着順とさせていただきます。）

７　内容
法人名・団体名 役職 氏名

合同会社りゅう358 デイサービスすず 理事長 荻野 由美子 氏
有限会社長者の森
コミュニティホーム長者の森

デイサービス
管理者

加藤 裕巳 氏
発表者

社会福祉法人デンマーク牧場福祉会
特別養護老人ホームディアコニア

施設長 梅田 和寛 氏

コメンテー
ター

有限会社わが家 代表取締役 大石 ひとみ 氏

アドバイ
ザー

元気がでる介護研究所 代表 髙口 光子 氏

県内事例
発表

司会 社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 常務理事 髙橋 邦典 氏
先進事例
発表

発表者 有限会社わが家 代表取締役 大石 ひとみ 氏

有限会社わが家 代表取締役 大石 ひとみ 氏対談 対談者
元気がでる介護研究所 代表 髙口 光子 氏

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shakaifukushi/chiikifukushi/1059540.html


提 供 日 2024/02/01

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第20報】（２月１日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL                                                              

054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第19報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3 能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～1/27 輪島市、金沢市内の避難施設等

1/28～ 輪島市内の病院等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）



中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22

静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動終了）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/25～1/28

静岡赤十字病院 4人 1/26～1/30第８次隊　９人
（活動終了）

浜松医科大学医学部附属病院 5人 1/26～1/30

伊東市民病院 5人 1/29～2/2第９次隊　10人
（活動中）

島田市立総合医療センター 5人 1/29～2/2

藤枝市立総合病院 5人 2/1～2/5第10次隊　10人
（ 活動中）

浜松医療センター 5人 2/1～2/5

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動した

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２ ～ ４班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤)

1/24(水)～1/26(金) ６人 医師・看護師・

事務員で構成

 第 ４ 班( 浜松 、 引佐
 日赤) 2/1( 木) ～2/3( 土)  ７ 人

 医師 ・ 看護師 ・

 薬剤師 ・ 事務員 で 構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中４
　  チーム）。また、1月30日より、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要
　　員（静岡県医師会職員）を派遣
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人（医師1人、看護師2人）
能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

穴水町にて避難所アセスメン
ト、高齢者施設への往診、高
齢者施設の情報収集
能登町にて診療所の診療支援

1/30(火)～2/2(金) １人（静岡県医師会職員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援

1/31(水)～2/3(土)
３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

 ＪＭＡＴ 能登北部調整支部
 （ 公立穴水総合病院内 ） を 拠
 点 として 、 穴水町 および 能登
 町 にて 活動

 2/6(火)～2/8(木)
５人（医師1人、看護師1人、薬剤師１
人、救急救命士1人、事務員１人）
［病院］

2/22(木)～2/25(日) 5人（医師2人、看護師1人、理学療法
士１人、事務員１人）

2/27(火)～2/29(木)
3人（医師1人、看護師1人、社会福祉

ＪＭＡＴ能登北部調整支部を
拠点として、穴水町及び能登
町にて活動予定



士１人）

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動
　　　 ・ ２ 月以降 、 全国 の ＤＰＡＴ 派遣 から 徐々 に 石川県 ＤＰＡＴ に 移行 （ 石川県
　　　　 で 対応 できない 事案 が 発生 した 場合 は 、 再度 、 他県 に 派遣要請 ）

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9
能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

第６組 1/27～30 ６人

第７組 1/30～2/2 ２人

 第 ８ 組 2/2 ～ ５  ４ 人

 第 ９ 組 2/5 ～ ８  ４ 人

 第10 組 2/8 ～11  ２ 人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

　　ク　ＪＤＡＴ（災害歯科支援チーム）派遣
　　　・日本歯科医師会の派遣要請を受け、静岡県歯科医師会がＪＤＡＴを派遣

区分 日程 派遣人数 備考
第１陣 ２/４～２/８ ４人
第２陣 ２/９～２/12 ５人

派遣地域は、調整中

　　 ケ 　 臨床検査技師 の 派遣
　　　 ・ 日本臨床衛生検査技師会 の 派遣要請 を 受 け 、 静岡県臨床衛生検査 技師会



　　　　 が 災害派遣臨床衛生検査技師 を 派遣予定

 日程  派遣人数  概要

 ２/ ３ 10 人

 日本医師会 が 派遣 する ＪＭＡＴ
 に 帯同 し 、 珠洲市内 の 避難所 で
 ＤＶＴ（ 超音波検査 、 血液検査
 等 ） 検診予定

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣を派遣
　　　・第６陣から管理栄養士 （ 県又 は 市町 ）１名を派遣
　　　・第７陣から保健師２名のうち１名は県内市町保健師を派遣
　　　・追加応援要請を受け、もう１チーム白山市へ派遣（1/31～3/31)
 Ａ チーム （ 穴水町 へ 派遣 ：1/6 ～2/29 ）

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣から
保健師２名、管理栄養士１
名、事務１名、運転手１名で
構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

 Ｂ チーム （ 白山市 へ 派遣 ：1/31 ～3/31)

 活動日  活動場所等

2/1  石川県中央保健福祉 センター 　 集合

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 第 １ 陣 1/31( 水) ～2/ 5( 月)  ５ 人

 第 ２ 陣 2/ 5( 月) ～2/10( 土)  ５ 人

 第 ３ 陣 2/10( 土) ～2/15( 木)  ５ 人

 第 ４ 陣 2/15( 木) ～2/20( 火)  ５ 人

 第 ５ 陣 2/20( 火) ～2/25( 日)  ５ 人

 第 ６ 陣 2/25( 日) ～3/ 1( 金)  ５ 人

 第 ７ 陣 3/ 1( 金) ～3/ 6( 水)  ５ 人

 第 ８ 陣 3/ 6( 水) ～3/11( 月)  ５ 人

 第 ９ 陣 3/11( 月) ～3/16( 土)  ５ 人

 第10 陣 3/16( 土) ～3/21( 木)  ５ 人

 第11 陣 3/21( 木) ～3/26( 火)  ５ 人

 第12 陣 3/26( 火) ～3/31( 日)  ５ 人

 ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 ４ 名 （ うち ２ 名 は 市
 町 ）、 事務 １ 名 、
 で 構成

 第 ７ 陣 から 保健師 ３ 名 （ うち
 ２ 名 は 市町 ）、 管理栄養士
 （ 県 または 市町 ） １ 名 、 事務
 １ 名 で 構成

 派遣期間 は 、 移動 、 引継期間
 を 含 む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

1/13～1/17 七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食
品の分配、出入管理

1/13～1/17
1/24～1/28

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

区分 派遣期間 派遣人数 備考



第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

第３陣 2/ 7(水)～2/11(日) ３人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣以降は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ
　　　　移動する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

第２陣 1/25(木)～1/28(日) ２人 医師、理学療法士

第３陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人 医師、言語聴覚士

第４陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ３人 医師、作業療法士２人

第５陣 2/12(月)～2/15(木) ４人 理学療法士２人、言語聴覚士
２人

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　隊及び1月10日～２月29日までの派遣要請を受け、災害時における福祉人
　材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネッ
　トワーク（事務局：静岡県社会福祉協議会）に派遣を依頼し、ＤＷＡＴが
　活動中
・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避
　難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣～第10陣は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。
　１月20日以降は志賀町においても活動
・第11陣以降は七尾市又は志賀町避難所にて活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

第11陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人

第12陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ２人

第13陣 2/ 3(土)～2/ 6(火) ２人

第14陣 2/ 5(月)～2/ 8(木) ２人

第15陣 2/ 7(水)～2/10(土) ２人

第16陣 2/ 9(金)～2/12(月) １人
(1人調整

中)

第17陣 2/11(日)～2/14(水) ２人

第18陣 2/13(火)～2/16(金) １人
(1人調整

中)

第19陣 2/15(木)～2/18(日) ２人

第20陣 2/17(土)～2/20(火) ２人

第21陣 2/19(月)～2/22(木) ２人

第22陣 2/21(水)～2/24(土) ２人

第23陣 2/23(金)～2/26(月) ２人

第24陣 2/25(日)～2/28(水) ２人

第25陣 2/27(火)～3/ 1(金) 調整中

２名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、相談支援専門員等
から構成

活動内容は、活動チームの管
理、本部との調整等

　（参考：要配慮者支援の流れ）



　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日)
特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28
石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町



・石川県社協からの要請を受けた全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は生活
　福祉資金貸付事務対応職員を派遣

区分 派遣期間 派遣人数 派遣先

第１陣 1/30(火)～2/2(金) ２人
（静岡県社協１人、
静岡市社協１人）

市町社協（七尾市、羽
咋市、志賀町、宝達志
水町）



提 供 日 2024/02/01

タイトル 山の洲文化財交流展を開催～中央日本４県の出土品が
一堂に！～

担　　当 スポーツ・文化観光部 静岡県埋蔵文化財センター調査

課

連 絡 先 普及班

TEL 054-385-5500

山の洲文化財交流展を開催～中央日本４県の出土品が一堂に！～

  本県は、山梨県・長野県・新潟県と連携し、文化を含めた交流を拡大するために「山の洲（やまのくに）文化財交流展」を昨年
７月から長野県、新潟県、山梨県の順に巡回し開催しおり、このたび、２月15日から、静岡県での交流展が開幕します。

  この展示会では、黒曜石の石器、ヒスイなど石製の装飾品、芸術豊かな縄文土器、土偶、銅鐸など旧石器時代から古墳時代に至
る各県の出土品を展示し、中央日本４県「山の洲」の歴史文化と交流のルーツを示します。

１　山の洲文化財交流展

内　容
テ ー マ 『発掘が語る地域交流 フォッサマグナがつなぐ新潟 長野 山梨 静岡』

期　　間  令和６年２月15日(木)～３月９日（土）　月曜日休館

会　　場  静岡県立美術館　県民ギャラリー

展 示 品  旧石器時代から古墳時代までの土器・石器など合計約650点
【各県のイチオシ】
　静岡県：旧石器時代の石製装飾品
　山梨県：縄文時代の深鉢形土器
　長野県：黒曜石の原石
　新潟県：火焔型土器とヒスイ大珠

観 覧 料  無料

２　関連イベント

(1) 記念講演会「ヒスイがつなぐ新潟・長野・山梨・静岡」

　日　時　令和６年３月２日(土)　 午後２時～５時

　会　場　静岡県立美術館　講堂

　定員等　定員200人（要申込、先着順）、聴講無料

　申　込　ふじのくに電子申請サービス又は往復葉書（別添チラシ参照）

(2) 展示解説・ワークショップ

　日　時　令和６年２月18日（日）
　　　　　展示解説　：午前10時、午後１時（各回50分程度）
　　　　　まが玉作り：午前11時～12時、午後２時～３時

　会　場　静岡県立美術館　県民ギャラリー

　定員等　展示解説　：定員なし（申込不要）、参加無料
　　　　　まが玉作り：午前・午後各10人（申込不要、先着順）、体験無料

３　問合せ先　静岡県埋蔵文化財センター調査課　054-385-5500



提 供 日 2024/02/01

タイトル 「一般国道414号伊豆縦貫自動車道（下田市～河津町）
に係る環境影響評価事後調査報告書」の公表

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 環境影響評価班

TEL 054-221-2268

「一般国道414号伊豆縦貫自動車道（下田市～河津町）に係る環境影響評価事後調査報告
書」を公表します

（要旨）
　国土交通省中部地方整備局から、静岡県環境影響評価条例に基づき、道路建設工事中の環境影響を調査した結果を記載した

環境影響評価事後調査報告書（中間年次報告）が提出されたため、条例に基づき、報告書を公表します。なお、環境の保全の見

地からの意見がある場合は、県に意見書を提出することができます。

１　名称

　一般国道414号伊豆縦貫自動車道（下田市～河津町）に係る環境影響評価事後調査報告書（道路建設工事：中間年次報告）

２　公表・意見の提出

(1) 公表日

　令和６年２月１日（木）、県生活環境課ホームページに掲載

（https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/assessetc/1040388/index.html）

(2) 事業者

　国土交通省中部地方整備局

(3) 縦覧場所

　県生活環境課、国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所

　※準備ができ次第、次の場所でも縦覧に供します。

　　県民サービスセンター（静岡県庁東館２階）、各財務事務所、西部農林事務所総務課天竜分室、県立中央図書館、静岡県総合教育セ

ンター、下田市役所環境対策課、河津町役場町民生活課

(4) 意見の提出

　環境の保全の見地からの意見がある場合は、県に意見書を提出することができます。

　（条例第36条第４項）

　ア　提出期間

　　令和６年２月２日（金）から３月１日（金）まで

　イ　提出方法

　　住所、氏名、連絡先（電話番号等）を明記し、次のいずれかの方法により、県生活

　　環境課へ提出してください。

　　・持参（開庁日［土曜日、日曜日及び祝日を除いた日］の午前８時30分～午後５時

　　　15分)、静岡県庁西館６階

　　・郵送（〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６静岡県庁西館６階静岡県生活環境課）

　　・ファクシミリ(FAX番号：054-221-3665)

　　・電子メール(E-mail：seikan@pref.shizuoka.lg.jp)、件名を「事後調査報告書に対する意見について」と記載してください。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/assessetc/1040388/index.html
mailto:seikan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/01

タイトル 【第12報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（２月１日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

※下線部は前回からの主な変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援
◎　緊急消防援助隊

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 珠洲市 １月１日か

ら１月５日
239人 第１陣静岡県大隊　68隊

捜索及び救助活動
第２陣 珠洲市 １月５日か

ら１月８日
229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日か
ら１月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日か
ら
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日か
ら
１月17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 珠洲市 １月17日か
ら
１月21日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

第７陣 珠洲市 １月20日か
ら
１月21日

112人 第７陣静岡県大隊　33隊

計 1,455人

◎　緊急消防援助隊　航空小隊
第１陣 石川県内 １月５日か

ら１月６日
６人 浜松市消防局 １隊

第２陣 石川県内 １月11日か
ら
１月14日

６人 浜松市消防局 １隊

第３陣 石川県内 １月17日か
ら１月19日

６人 浜松市消防局 １隊

計 18人

◎　緊急消防援助隊　航空指揮支援隊
第１陣 富山空港 １月10日か

ら
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

第２陣 富山空港 １月14日か
ら１月17日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

第３陣 富山空港 １月21日か
ら１月26日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

計
９人

◎　緊急消防援助隊　航空後方支援小隊
第１陣 小松空港 １月19日か

ら１月22日
３人 静岡市消防局 １隊

第２陣 小松空港 １月22日か
ら１月25日

３人 静岡市消防局 １隊

第３陣 小松空港 １月25日か
ら１月28日

３人 静岡市消防局 １隊

計 ９人

◎　警察
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

交通部隊
（第１次）

石川県内 １月20日から１
月25日

24人 交通流入規制・警戒活動

広域警察航空隊
第１陣 石川県内 １月２日から１

月３日
４人 上空からの情報収集活動

第２陣 石川県内 １月26日から２４人 上空からの情報収集活動



月１日
特別機動捜査隊

第１陣 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

第２陣 石川県内 １月25日から１
月31日

８人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊
第１陣 石川県内 １月12日から１

月24日
７人 防犯活動・警戒活動

第２陣 石川県内 １月23日から２
月３日

６人 防犯・警戒活動、広報活動

特別生活安全部隊
第１陣 石川県内 １月19日から１

月28日
３人 相談対応等

第２陣 石川県内 １月30日から２
月8日

３人 相談対応等

緊急災害警備隊
（第１陣）

石川県内 １月24日から２
月２日

81人 安否不明者の確認等

防犯カメラ設置隊
第１陣 石川県内 １月25日から１

月31日
４人 犯罪捜査

第２陣 石川県内 ２月６日から２
月12日

４人 犯罪捜査

計 218人

◎　災害派遣医療チーム（DMAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１次隊 能登医療
圏活動拠
点本部ほ
か

１月２日か
ら１月６日

36人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療
圏活動拠
点本部ほ
か

１月４日か
ら１月10日

40人 ・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療
圏活動拠
点本部ほ
か

１月８日か
ら１月14日

32人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療
圏活動拠
点本部ほ
か

１月11日か
ら１月15日

８人 ・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター

第５次隊 　 輪島市保
健医療福
祉調整本
部、輪島
市・金沢
市内の避
難施設ほ
か

１月17日か
ら１月22日

23人 ・三島総合病院
・富士市立中央病院
・静岡市立清水病院
・中東遠総合医療センター
・総合病院聖隷三方原病院

第６次隊 　 輪島市・
金沢市内
の避難施
設ほか

１月20日か
ら１月26日

14人 ・静岡市立静岡病院
・総合病院聖隷浜松病院
・沼津市立病院

第７次隊 　 輪島市・
金沢市内
の避難施
設ほか

１月22日か
ら１月31日

18人 ・静岡医療センター
・静岡済生会総合病院
・浜松赤十字病院
・総合病院聖隷三方原病院

第８次隊 　 輪島市・
金沢市内
の避難施
設ほか

1月26日か
ら1月30日

９人 ・静岡赤十字病院
・浜松医科大学医学部附属病院

第９次隊 　 輪島市内
の病院等

1月29日か
ら2月2日

10人 ・伊東市民病院
・島田市立総合医療センター

第10次隊 　 輪島市内
の病院等

2月1日か
ら
2月5日

10人 ・藤枝市立総合病院
・浜松医療センター

計 200人

◎　日本赤十字社静岡県支部
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１班 能登医療 １月８日か ７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院



圏活動拠
点本部ほ
か

ら１月10日

第２班 珠洲市保
健医療福
祉調整本
部ほか

１月15日か
ら１月17日

７人 日本赤十字社　浜松赤十字病院

第３班 珠洲市保
健医療福
祉調整本
部ほか

１月24日か
ら１月26日

６人 日本赤十字社　伊豆赤十字病院、
裾野赤十字病院



 第 ４ 班  珠洲市保
 健医療福
 祉調整本
 部 ほか

 ２ 月 １ 日 か
 ら ２ 月 ３ 日

 ７ 人  日本赤十字社 　 浜松赤十字病院
 引佐赤十字病院

計 27人

◎　日赤災害医療コーディネートチーム
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１班 珠洲市健
康増進セ
ンター

１月12日か
ら１月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名で
構成

◎　日本医師会災害医療チーム（JMAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 能登総合
病院・穴
水町

１月10日か
ら１月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師２名

第２陣 能登町及
び穴水町
内避難所

1月19日か
ら１月21日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師1名、事務１名

第３陣 能登総合
病院を拠
点として、
穴水町内
にて活動

1月27日か
ら１月29日

６人 静岡県医師会
医師２名、看護師２名、事務２名

第４陣 穴水町内
避難所な
ど

1月31日か
ら2月3日

１人 静岡県医師会
事務１名

第５陣 1月31日か
ら2月3日

３人 静岡県医師会
医師１名、薬剤師１名、事務１名

第６陣 2月22日か
ら２月25日

５人 静岡県医師会
医師２名、看護師１名、理学療法士１
名、
事務１名

第７陣

能登町及
び穴水町
内避難所

２月27日か
ら２月29日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、社会福祉士１名

計 24人

◎　災害派遣精神医療チーム（DPAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月３日か
ら１月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月７日か
ら１月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月12日か
ら１月17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月18日か
ら１月22日

３人 静岡県立こころの医療センター

計 12人

◎　ドクターヘリ
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

１月４日か
ら１月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ
ドクターヘリ 石川県内

１月17日 １機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

計 ２機

◎　災害支援ナース
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 珠洲市ほ
か

1月12日か
ら1月15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第２陣 珠洲市ほ
か

1月15日か
ら1月18日

４人 静岡県看護協会
看護師　４人

第３陣 珠洲市ほ
か

1月18日か
ら1月21日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第４陣 珠洲市ほ
か

1月21日か
ら1月24日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第５陣 珠洲市ほ
か

1月24日か
ら1月27日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第６陣 珠洲市ほ １月27日か ６人 静岡県看護協会



か ら1月30日 看護師　６人
第７陣 珠洲市ほ

か
１月30日か
ら２月２日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

計 28人

◎　薬剤師・モバイルファーマシー派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月13日か
ら１月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第２陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月16日か
ら１月20日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第３陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月19日か
ら１月23日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第４陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月22日か
ら１月26日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

計 12人

◎　災害歯科支援チーム(ＪＤＡＴ）派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 調整中 ２月４日か
ら２月８日

４人 静岡県歯科医師会

第２陣 調整中 ２月９日か
ら２月12日

５人 静岡県歯科医師会

計 ９人

◎　臨床検査技師の派遣
 区分  支援先  活動期間  人数  内訳

 臨床検査技師  珠洲市  ２ 月 ３ 日 10 人  静岡県臨床衛生検査技師会
 災害派遣臨床衛生検査技師 　10 人



◎　保健師
　 ・ Ａ チーム （ 穴水町 へ 派遣 ： １ 月 ６ 日 から ２ 月29 日 ）

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 穴水町 １月６日か

ら１月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日か
ら１月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 穴水町 １月16日か
ら１月21日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第４陣 穴水町 １月21日か
ら１月26日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第５陣 穴水町 １月26日か
ら１月31日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第６陣 穴水町 １月31日か
ら２月５日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

第７陣 穴水町 ２月５日か
ら２月10日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

第８陣 穴水町 ２月10日か
ら２月15日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

第９陣 穴水町 ２月15日か
ら２月20日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

第10陣 穴水町 ２月20日か
ら２月25日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

第11陣 穴水町 ２月25日か
ら２月29日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

計 53人

 ・ Ｂ チーム （ 白山市 へ 派遣 ： １ 月31 日 から ３ 月31 日 ）
 区分  支援先  活動期間  人数  内訳

 第 １ 陣  白山市  １ 月31 日 か
 ら ２ 月 ５ 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ４ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 事務 　 １ 人

 第 ２ 陣  白山市  ２ 月 ５ 日 か
 ら ２ 月10 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ４ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 事務 　 １ 人

 第 ３ 陣  白山市  ２ 月10 日 か
 ら ２ 月15 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ４ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 事務 　 １ 人

 第 ４ 陣  白山市  ２ 月15 日 か
 ら ２ 月20 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ４ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 事務 　 １ 人

 第 ５ 陣  白山市  ２ 月20 日 か
 ら ２ 月25 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ４ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 事務 　 １ 人

 第 ６ 陣  白山市  ２ 月25 日 か
 ら ３ 月 １ 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ４ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 事務 　 １ 人

 第 ７ 陣  白山市  ３ 月 １ 日 か
 ら ３ 月 ６ 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 管理栄養士 　 １ 人
 事務 　 １ 人

 第 ８ 陣  白山市  ３ 月 ６ 日 か
 ら ３ 月11 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 管理栄養士 　 １ 人
 事務 　 １ 人

 第 ９ 陣  白山市  ３ 月11 日 か
 ら ３ 月16 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 管理栄養士 　 １ 人
 事務 　 １ 人

 第10 陣  白山市  ３ 月16 日 か
 ら ３ 月21 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 管理栄養士 　 １ 人
 事務 　 １ 人

 第11 陣  白山市  ３ 月21 日 か
 ら ３ 月26 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 管理栄養士 　 １ 人
 事務 　 １ 人



 第12 陣  白山市  ３ 月26 日 か
 ら ３ 月31 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 （ うち ２ 名 は 市町 ）
 管理栄養士 　 １ 人
 事務 　 １ 人

 計 60 人

◎　日本栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 七尾市、
金沢市

１月13日か
ら１月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人
（うち県職員１名）

第２陣 石川県内 １月24日か
ら１月28日

１人 静岡県栄養士会
栄養士　１人

第３陣 石川県内 ２月７日か
ら２月11日

３人

計 ７人

◎　日本災害リハビリテーション支援チーム（JRAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 石川県内 １月12日か
ら１月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

第２陣 石川県内 １月25日か
ら１月28日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

第３陣 石川県内 １月30日か
ら２月２日

２人 医師　１人
言語聴覚士　１人

第４陣 石川県内 ２月１日か
ら２月４日

３人 医師　１人
作業療法士　２人　

第５陣 石川県内 ２月12日か
ら２月15日

４人 理学療法士　２人
言語聴覚士　２人

計 13人

◎　静岡県災害派遣福祉チーム（DWAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

先遣隊 金沢市 １月８日か
ら１月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・
七尾市

１月10日か
ら１月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、作業療法
士、相談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日か
ら１月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日か
ら１月17日

３人 同上

第４陣 金沢市・
七尾市

１月16日か
ら１月19日

３人 同上

第５陣 金沢市・
七尾市

１月18日か
ら１月21日

３人 同上

第６陣 金沢市・
七尾市

１月20日か
ら１月23日

３人 同上

第７陣 金沢市・
七尾市

１月22日か
ら１月25日

３人 同上

第８陣 金沢市・
七尾市

１月24日か
ら１月27日

３人 同上

第９陣 金沢市・
七尾市

１月26日か
ら１月29日

３人 同上

第10陣 金沢市・
七尾市

１月28日か
ら１月31日

３人 同上

第11陣 七尾市・
志賀町

１月30日か
ら２月２日

２人 ２名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、相談支援
専門員等から構成

第12陣 七尾市・
志賀町

２月１日か
ら２月４日

２人 同上

第13陣 七尾市・
志賀町

２月３日か
ら２月６日

２人 同上

第14陣 七尾市・
志賀町

２月５日か
ら２月８日

２人 同上

第15陣 七尾市・
志賀町

２月７日か
ら２月10日

２人 同上

第16陣 七尾市・
志賀町

２月９日か
ら２月12日

１人
（１人調
整中）

同上

第17陣 七尾市・
志賀町

２月11日か
ら２月14日

２人 同上

第18陣 七尾市・
志賀町

２月13日か
ら２月16日

１人
（１人調
整中）

同上



第19陣 七尾市・
志賀町

２月15日か
ら２月18日

２人 同上

第20陣 七尾市・
志賀町

２月17日か
ら２月20日

２人 同上

第21陣 七尾市・
志賀町

２月19日か
ら２月22日

２人 同上

第22陣 七尾市・
志賀町

２月21日か
ら２月24日

２人 同上

第23陣 七尾市・
志賀町

２月23日か
ら２月26日

２人 同上

第24陣 七尾市・
志賀町

２月25日か
ら２月28日

２人 同上

第25陣 七尾市・
志賀町

２月17日か
ら３月１日

調整中 同上

計 57人

◎　全国老施協災害派遣福祉チーム（老施協DWAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

老施協DWAT 特別養護
老人ホー
ム長寿園
（珠洲市）

１月17日か
ら１月21日

２人 静岡県老人福祉施設協議会
介護職員　２人（（福）慈恵会西島寮）

◎　生活福祉資金貸付事務対応職員
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 二次避難
所、市町
社協（内
灘町、羽
咋市、志
賀町）

１月30日か
ら２月３日

２人 静岡県社協　１人
静岡市社協　１人

◎　災害マネジメント支援チーム
　　　被災市町村の災害対応を支援

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 穴水町 1月３日か

ら１月10日
４人 県職員４人

総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第２陣 穴水町 １月６日か
ら１月11日

２人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第３陣 穴水町 1月10日か
ら１月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木宏晃、相良健太、鈴木光真

第４陣 穴水町 １月16日
から１月
22日

５人 県職員５人
総括支援員
・松浦隆典
支援員
・杉山徹、佐野豪人、東原洋規、
武士俣 海斗

第５陣 穴水町 １月21日か
ら１月29日

５人 県職員４人
総括支援員
・神村典浩
支援員
・鈴木基寛、中井敬義、袴田充哉
市町職員１人
・鈴木将士（焼津市派遣）

第６陣 穴水町 １月28日か
ら２月５日

５人 県職員４人
総括支援員
・鈴木要
支援員
・伊藤大祐、進士裕介、谷澤俊光
市町職員１人
・名切孝介（富士市派遣）

第７陣 穴水町 ２月４日か
ら２月12日

５人 県職員４人
総括支援員
・田邊秀介
支援員
・大石佳孝、柴田吉昭、福原健太
市町職員１人
・小島輝久（熱海市派遣）

計 30人

◎　被災建築物の応急危険度判定支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣（県） 穴水町 １月６日か
ら１月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）



第２陣（県） 穴水町 １月10日か
ら１月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県） 穴水町 １月14日か
ら１月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣（県） 穴水町 １月17日か
ら１月18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、
富士市）

計
20人

◎　応急仮設住宅の建設支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣（県） 石川県内 １月29日か
ら２月４日

３人 県職員３人
（建築、電気、機械の各１人）

第２陣（県） 石川県内 ２月５日か
ら２月11日

３人 県職員３人
（建築、電気、機械の各１人）

計 ６人

◎　下水道管路被害の調査

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 中能登町 １月８日か

ら１月11日
８人 県職員３人

市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、
袋井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

第２陣 かほく市 １月21日か
ら１月28日

２人 県職員２人

第３陣 津幡町 １月21日か
ら１月24日

４人 県職員４人

第４陣 かほく市 ２月５日か
ら２月10日

10人 グループ１：市町職員６人
（三島市、函南町、沼津市、島田市）
グループ２：県職員２人（※）、
市職員２人（磐田市）
※全期間１月29日～２月17日のうち２月

５～２月10日を担当

計 24人

◎　漁港関係施設被害の調査
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

漁港関係施設
被害の調査

石川県内
漁港

１月16日か
ら１月22日

２人 県職員２人

◎　住家被害認定調査等の支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 穴水町 １月７日か
ら１月15日
　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、
西伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日か
ら１月22日

12人
県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、
小山町　各２人）

第３陣 穴水町 １月21日か
ら１月29日

10人 市町職員10人
（三島市、菊川市、牧之原市、長泉町、
川根本町　各２名）

第４陣 穴水町 １月28日か
ら２月５日

10人 市町職員10人
（御前崎市２人、沼津市、島田市、富士
市、
磐田市、袋井市、裾野市、東伊豆町、河
津町
各１人）

 第 ５ 陣  穴水町  ２ 月 ４ 日 か
 ら ２ 月12 日

10 人  市町職員10 人
 （ 静岡市 ５ 人 、 伊東市 、 磐田市 、
 湖西市 、 菊川市 、 牧之原市 　 各 １ 人 ）

計 54人
◎　り災証明の交付

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 穴水町 １月21日か

ら１月29日
３人 市町職員３人（掛川市、伊豆市、吉田

町）
第２陣 穴水町 １月28日か

ら２月５日
３人 市町職員３人（富士宮市、袋井市、東伊

豆町）
 第 ３ 陣  穴水町  ２ 月 ４ 日 か

 ら ２ 月12 日
 ３ 人  町職員 ３ 人 （ 東伊豆町 、 函南町 、 長泉

 町 ）
 第 ４ 陣  穴水町  ２ 月11 日 か  ３ 人  市職員 ３ 人 （ 伊東市 、 湖西市 、 伊豆 の 国



 ら ２ 月19 日  市 ）

計 12 人

◎　避難所運営業務（危機管理部）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 穴水町 １月19日か
ら１月26日

17人 県職員２人(1月19日～21日）
市町職員15人
（焼津市３名、沼津市2名、富士宮市、
御殿場市、下田市、裾野市、湖西市、
伊豆市、御前崎市、東伊豆町、清水町、
吉田町　各１名）
３名/班の５班体制
・日中：８時３０分～２０時３０分

夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

第２陣 穴水町 1月25日か
ら２月１日

14人 県職員２人（１月25日～27日）
市町職員12人
（磐田市、掛川市　各２名、三島市、富
士市、
藤枝市、菊川市、伊豆の国市、牧之原
市、長泉町、川根本町　各１名）
・日中：８時３０分～２０時３０分

夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

第３陣 穴水町 １月31日か
ら２月７日

14人 県職員２人（１月31日～２月２日）
市町職員12人（熱海市、富士宮市、伊
東市、富士市、焼津市、掛川市、下田
市、伊豆の国市、牧之原市、函南町、小
山町、川根本町　各１名）

 第 ４ 陣  穴水町  ２ 月 ６ 日 か
 ら ２ 月13 日

14 人  県職員 ２ 人
 市町職員12 人 （ 熱海市 、 三島市 、 御殿
 場市 、 袋井市 、 下田市 、 湖西市 、 伊豆
 市 、 菊川市 、
 牧之原市 、 東伊豆町 、 南伊豆町 、 小山
 町 　 各 １ 名 ）

計 59人



◎　トイレトラック等派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

穴水町 １月９日か
ら当分の
間

６台 トイレトラック（※）
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
・吉田町　１台（１月20日から）
トイレトレーラー
・西伊豆町　１台（１月30日から）
多目的支援車（シャワートラック）（※）
・藤枝市　１台（１月10日から）
※各市町職員が常駐

トイレトラック等
派遣　

珠洲市 １月25日か
ら当分の
間

1台 トイレトレーラー
・富士市　１台（１月25日から）

計 ７台

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

１月30日 陸輸 穴水町

○県提供
・水　360L　
○静岡県防災用品普及促進協議会提供
・水　120L
・湯わかしBOX　100個
・手羽先リゾット　2,950食
・除菌等スプレー　100本
・車載用USB給電装置　300台
○県及び促進協議会提供
・携帯トイレ　5,250枚

（※　県トラック協会が輸送協力）



（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

ア　提供可能戸数

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸
菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、
磐田市内１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

イ　入居戸数
１戸（島田市内１戸）

（４）被災者への相談対応
　　避難者からの相談受付け体制　　

ア　県内に避難している被災者の相談窓口
相談窓口 場　　　所 連絡先（電話番号）

賀茂広域消費生活センター 下田市中531－1
下田総合庁舎６階

0558－24-2199

東部県民生活センター
沼津市大手町1－1－3
沼津産業ビル２階 055－951-8205

中部県民生活センター 静岡市駿河区南町14－1
水の森ビル３階

054－202-6008

西部県民生活センター
浜松市中央区中央1-12-1
浜松総合庁舎３階 053－453-2199

　イ　本県への避難を希望する被災者の相談窓口
名　　称 場　　　所 電　話　番　号

静岡県県民生活課
静岡市葵区追手町9－6
県民生活課内 054－221-2175

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用し

ている。



提 供 日 2024/02/01

タイトル Jアラートの全国一斉情報伝達試験（第４回）を実施し
ます

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 053-221-3512

Jアラートの全国一斉情報伝達試験を実施します

１　要旨
本試験は、有事情報や気象情報を住民に伝達する体制を万全なものとするため、 全国瞬時警報 システム （J アラート ） の 全国

 一斉情報伝達試験 を ２ 月 ９ 日 （ 水 ） に 行 います 。
県及び県内全35市町は、試験情報の受信確認を行い、 市町 はJ アラートで 受信 した 試験情報 を 防災行政無線等 で 住民 へ 情報伝

 達 する 試験 を 実施 します 。

２　実施日時
令和６年２月９日（金）午前11時00分

３　試験内容
(1)　試験情報の受信確認（県及び県内全35市町が実施）
　　 内閣官房からJアラート端末へ配信された試験情報の受信状況を確認
(2)　住民への情報伝達（県内全35市町が実施）
 　　受信した試験情報を下表の情報伝達手段を用いて住民へ伝達

情報伝達手段 実施機関
同報系防災行政無線又は

そのほかの無線
(屋外スピーカー、戸別受信機等)

県内全35市町

FM放送を活用した同報系システム
（屋内受信機）

静岡市、熱海市、伊東市

ケーブルテレビ網を活用した情報伝達システム
（屋内受信機） 伊東市

登録制メール配信

沼津市、三島市、伊東市、富士市、磐田市、
焼津市、掛川市、御殿場市、袋井市、
下田市、湖西市、伊豆の国市、東伊豆町、
南伊豆町、西伊豆町、函南町、清水町、
小山町

SNS（LINE)
三島市、伊東市、富士市、磐田市、焼津市、
袋井市、湖西市、伊豆の国市、東伊豆町、
西伊豆町、函南町、清水町

SNS（Facebook、X（旧Twitter)） 伊東市、湖西市

テレビ・プッシュシステムによる
情報伝達

伊東市

防災アプリの活用 富士市、清水町

館内放送 三島市、牧之原市、南伊豆町、函南町

ホームページ
伊東市、掛川市、下田市、湖西市、
南伊豆町

～防災行政無線の放送内容例～

 「 チャイム 」＋「 これは 、J アラートのテストです 。」× ３ 回
 ＋「 こちらは ○○ です 。」＋「 チャイム 」

※市町によって放送内容が異なります。なお、○○には市町名等が入ります。

４　注意事項等
　(1)　携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信は行われません。
　(2)　登録制メールでは、各市町が事前に用意した試験情報を配信します。
　(3)　当日の気象状況等により、試験が中止される場合があります。



提 供 日 2024/02/01

タイトル 初開催！福祉のための「やさしい日本語」講座 ～外国
人・高齢者・障害者など誰にとってもわかりやすい情
報発信の方法とは？～

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班　萩原

TEL 054-221-2178

初開催！福祉のための「 やさ し い日本語」 講座

～外国人・ 高齢者・ 障害者など誰にと っ ても わかり やすい情報発信の方法と は？～

１  概要
静岡県は、言葉の壁のない静岡県をめざし、外国人県民の日本語教育との両輪で、日本人県民への「やさしい日本語」普及に取り組んでいます。
「やさしい日本語」とは、難しい言葉を簡単な言葉に言い換えるなど、相手に配慮した分かりやすい日本語のことです。外国人だけでなく、障害者、

高齢者、子どもを含む多様な人々にやさしいコミュニケーションツールであり、福祉分野においても有効なコミュニケーションと言われています。
福祉分野で「やさしい日本語」の普及に取り組んでいる東京都職員の村田陽次氏を講師に迎え、初めて、福祉のための「やさしい日本語」講座を実施

します。

２  内容

名称 外国人にも！高齢者にも！障害者にも！福祉のための「やさしい日本語」講座

日時 令和６年２月９日（金）　午後１時半から３時半まで

開催方法 オンライン
※配信会場：静岡県総合社会福祉会館602会議室（静岡市葵区駿府町1-70）

対象者 県・市町社会福祉協議会担当者、行政関係者、認知症サポーター、
成年後見制度担当者、包括支援センター職員、ボランティア団体担当者、
民生委員、外国人支援団体、やさしい日本語に興味のある一般県民

内　容 ＜導入＞　静岡県の「やさしい日本語の取組」
＜講義＞
・やさしい日本語の基礎
・福祉分野を含む東京都の取組
講師：東京都 生活文化スポーツ局 都民生活部 地域活動推進課
統括課長代理（活動支援国際担当）　村田 陽次　氏
＜静岡県×東京都　インタビュー・トーク＞
・やさしい日本語と福祉

３  その他

・県の「やさしい日本語」の取組はこちらをご覧ください。

・「やさしい日本語」を分かりやすく説明した動画です。『 話そう、やさしい日本語。』

※取材を希望する場合は、お手数ですが事前に当課まで連絡をお願いします。



提 供 日 2024/02/02

タイトル 令和５年度第２回静岡県企業局経営評価委員会の開催

担　　当 企業局 経営課

連 絡 先 局付

TEL 054-221-2153

令和５年度第２回静岡県企業局経営評価委員会の開催
　
　１　趣旨
　
　静岡県企業局の経営の健全性を確保し、効率的な運営や事業の透明性の一層の向上を図るため、外部の有識者による「静岡県企
業局経営評価委員会」を開催します。

２　概要

　開催日時 　令和６年２月８日（木）午後２時から

　会　場 　静岡県庁別館９階特別第二会議室

　議　題

（報告事項）　
　１　榛南水道の大井川広域水道との事業統合
　２　ふじさん工水への官民連携導入に向けた取組の進捗状況
　３　企業局におけるアクティブ広報の取組
　４　浄水発生土を園芸用土に加工し有効活用する業者の決定
　５　管路更新における新工法を取入れた施工
　６　地域振興整備事業（工業用地造成事業）の状況

３　委員構成　（五十音順・敬称略）

　　氏　名 　　　　　　　役　職　等
　石巻　幹子 　石巻幹子会計事務所　公認会計士
　鎌田　素之 　関東学院大学　理工学部　准教授
　小泉　祐一郎 　静岡産業大学　教授
　上坂　美乃 　株式会社上坂　代表取締役社長
　内藤　伸二朗 　浜松市水道事業及び下水道事業管理者
　樋口　徹 　東京成徳大学　経営学部　教授
　古郡　英治 　富士商工会議所　専務理事
　山田　慎也 　一般財団法人静岡経済研究所　理事
　山本　麻美 　株式会社富永事業　代表取締役



提 供 日 2024/02/02

タイトル 【開催延期】ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協
議会の開催（令和５年度第２回）

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催
（令和５年度第２回）

富士山を巡るサイクリングルートである“フジイチ”を活用した、地域の魅力づくりを進めるため、山梨・静岡両県の関係
者からなる協議会を開催します。

今回の協議会では、サイクルツーリズム推進に向け、ルートを象徴するロゴマークの決定、ルートの設定について協議しま
す。

※雪の影響により中止となりました。詳細はＰＤＦファイルを御確認ください（２月６日９時35分）。

○ 概要

１　日　時　 令和 ６ 年 ２ 月 ６ 日 （ 火 ）　14 時00 分 ～15 時30 分 （ 予定 ）　→延期後の日程は後日連絡

２　場　所　富士河口湖町役場１階 コンベンションホール（WEB併用）
　　　　　　（山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700）

３　内　容　・ロゴマークの決定
　　　　　　・ルートの設定
　　　　　　・アクションプランの検討

４　出席者　山梨・静岡両県の関係者　53名
　　　　　　（国、県、市町村、サイクリング関係団体等）

５　問合せ　静岡県交通基盤部道路局　道路企画課
　　　　　　電　話：054-221-3013
　　　　　　メール：douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

○取材

・取材を希望される場合は、直接会場までお越しください。

・会場入口で受付を行います。

mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/02

タイトル ふじのくにＳＤＧｓ認証制度の第２回認証を行いまし
た。

担　　当 経済産業部 産業革新局　マーケティング課、農業局　

食と農の振興課

連 絡 先 食の魅力創造班、地域農業班

TEL 054-221-3713(ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ課)､054-221-2689(食と農

の振興課)

～全国初！「食と農」が連携したＳＤＧｓ達成に向けた取組～
　ふじのくにＳＤＧｓ認証制度の第２回認証を行いました。

１　要旨
　県では、食と農の付加価値の向上及び県内関連産業の持続的発展と消費者の目に見える安全・安心を提供することを目的に、
「ふじのくにＳＤＧｓ認証制度」を運用しています。
　本制度では、生産者、飲食店ともに、５つの審査項目に従いＳＤＧｓに関する取組を評価し、認証基準に適合したものを総合的
に応じてゴールド、シルバー、ブロンズの３区分で認証します。１月に第２回目の認証を行った結果、これまでに認証した生産者
は24人、飲食店は11店舗となり、改めて認証者を県ＨＰで公表しました。
　生産者・飲食店のＳＤＧｓの取組を推進し、消費者の皆様にも、当該生産者の農林水産物や飲食店を積極的に利用していただく
ことにより、社会全体のＳＤＧｓの意識醸成と持続可能な社会の実現を目指します。

２　ふじのくにＳＤＧｓ認証制度　第２回目に認証された飲食店、生産者
店舗名、生産者名 市町名 区分

飲食店 おりじなる・すまいる 静岡市 ゴールド
里山てるてるファーム 富士宮市 ゴールド
望月農園 富士市 シルバー
田中製茶 富士市 ゴールド

生産者

静岡県立小笠高等学校 菊川市 ゴールド

３　認証制度に関するサイト
　ふじのくに食の都ポータルサイト内に、認証者のリスト、本制度の概要及び申請時に利用するふじのくにＳＤＧｓ認証システム
のリンク等を掲載しています。

（https://fujinokuni.shokunomiyako-shizuoka.pref.shizuoka.jp/topics/1577）
※ 現在、ふじのくにSDGs認証システム上で、認証者の取組内容を御覧いただけるようシステムの改修を行っています。改修後
に公開します。

　　ふじのくにSDGs認証制度は、内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム
※
（SIP）で開発したスマートフードチェーンシ

ステム「ukabis（ウカビス）」を利用
　※　内閣府が科学技術イノベーション実現のために創設した国家プロジェクト。

同プロジェクトの「スマートバイオ産業・農業基盤技術」において、食の生産・流通・消費を最適化するデータ連携プラットフォームの社会実装を目指した
研究開発を実施

４　お問い合わせ
　（飲食店）静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課
　　　　　　ふじのくにSDGs飲食店認証制度担当者　宛て
　　　　　　電話　054-221-3713　電子メール：marke@pref.shizuoka.lg.jp

　（生産者）静岡県経済産業部農業局食と農の振興課
ふじのくにSDGs生産者認証制度担当者　宛て

　　　　　　電話　054-221-2689　電子メール：chiikinou@pref.shizuoka.lg.jp

list.pdf

https://fujinokuni.shokunomiyako-shizuoka.pref.shizuoka.jp/topics/1577
mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:chiikinou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/02

タイトル 県立島田商業高校の生徒作成の大井川土地改良区ＰＲ
動画贈呈式

担　　当 経済産業部 志太榛原農林事務所農村整備課

連 絡 先 農村整備課、大井川土地改良区

TEL 054-644-9123､0547-37-7151

　　　　　　　　大井川土地改良区ＰＲ動画贈呈式を開催します！
　　　　　　～県立島田商業高校の生徒によるＡＩを活用した動画作成～

　大井川土地改良区は、志太榛原地域の水田に農業用水を安定供給するための施設を操
作、管理しています。
　今回、県立島田商業高校の生徒が授業の一環として、多くの人に農業用水の大切さを
知っていただく事を目的に、ＡＩを使った大井川土地改良区の業務を紹介するＰＲ動画
を作成しました。
　つきましては、以下のとおりＰＲ動画の贈呈式を開催します。

■贈呈式の概要

日時 2024年２月９日（金）14時30分～15時00分（予定）

会場 大井川土地改良区１階 会議室（島田市中央町30番2号）

参加者 大井川土地改良区　内田理事長
県立島田商業高校　鈴木教諭及び生徒３名

式次第 （１）開会
（２）出席者紹介
（３）趣旨説明
（４）目録贈呈
（５）あいさつ
（６）ＰＲ動画上映（全体約７分のうち３分程度）
（７）写真撮影
（８）閉会

■問合せ先
　大井川土地改良区　事業課担当（山下）
　電話：0547-37-7151　Fax：0547-37-1220

■取材について
　駐車場は、大井川土地改良区駐車場をご利用ください。

　



提 供 日 2024/02/02

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/26～2/1）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第526報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/26～2/1）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の93頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、11番目（589例目）です。

平成30年９月以降、14,256頭（死亡382頭、捕獲13,874頭）の検査を実施し、589頭の陽性（死亡170頭、捕獲419頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/02/02

タイトル 県内産畜産物が２月18日に大集合！「おいしい肉の
日」in菊川　畜産フェア開催

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 和久田

TEL 054-221-3648

県内産畜産物が２月18日に大集合！
「おいしい肉の日」in菊川　畜産フェア開催

１　概要
　　県内産畜産物の消費の拡大を目的に、今年度、"「おいしい肉の日」in菊川"と題した、畜産振興イベントを菊川市内で開催し
ています。
　　第３弾として、２月１８日（日）、菊川市内で県内産畜産物や菊川市特産物の販売、抽選会やＢＢＱ肉の試食などのイベント
を行う畜産フェアを開催します。

２　「畜産フェア」の内容
　　日時：令和６年２月１８日（日）午前１０時から午後３時
　　場所：おがさセントラルパーク（菊川市下平川６２２７）
　　内容：県内産畜産物及び菊川市特産物などの販売
　　　　　購入者を対象とした抽選会やＢＢＱ肉の試食会など
　　詳細：静岡県ホームページ参照
　　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1054888/1058144.html

【参考】
　　第１弾　食べて美味しい！当てて嬉しいグルメフェア
　　令和５年８月２９日から９月２９日に掛けて、菊川市内の16店で県内産食肉又は小笠食肉センター産食肉を利用したメニュー
を注文された方を対象に静岡県産和牛などが抽選で当たるイベントを実施し、１，０３８名の方から応募がありました。
　　第２弾　畜産フェア
　　令和５年１０月２９日、おがさセントラルパークにて、畜産フェアを開催し、約５，０００名の来場者を集めました。

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1054888/1058144.html


提 供 日 2024/02/02

タイトル フーズ・ヘルスケアオープンイノベーションプロジェ
クト戦略検討委員会を開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

フーズ・ヘルスケア オープンイノベーショ ンプロジェクト
 　　　　　　　　戦略検討委員会を開催します

　県では、食を中心とする健康増進社会の実現を目指す「フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクト」を推進しています。
　本プロジェクトの第１次戦略計画（令和２年度～６年度）の進捗評価を行う戦略検討委員会を２月９日（金）に開催します。

１　日　時
　　令和６年２月９日（金）15時00分～17時00分

２　場　所
　　クーポール会館７－Ａ（住所：静岡市葵区紺屋町２－２）

３　出席者
　　フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクト戦略検討委員、
　　経済産業部 部長　等

４　内　容
　　・第１次戦略計画の進捗評価
　　・今後の方向性
　　・意見交換

５　取材・傍聴
　　・傍聴を希望される方は、事前に事務局に御連絡の上、開始時刻までに
　　　会場にお越しください。

６　事務局(問合せ先）
　　新産業集積課　新産業集積班
　　電話番号：054-221-2985
　　Mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

７　参　考
〇 フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクト戦略検討委員会の概要
　区　分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　容
　目　的 　フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクトを推進するため、

　プロジェクトに関する重要事項を審議
　設　立 　令和２年４月１日
　構　成 　委員長１名、委員22名（県内外の食品・ヘルスケア分野の研究者、産業界、

　金融機関、産業支援機関、地元自治体等で構成）
　委員長 　若林敬二　静岡県立大学　特任教授

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


発 表 日 2024/02/02

タイトル 新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報の発令

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の感染拡大警報を発令します

１　概要
　直近の第４週（１月22日～28日）における定点医療機関当たりの新型コロナウイルス感染症の患者数が県独自の感染拡大警報の
発令基準（16人/週）を超えたため、本日「感染拡大警報」を発令します。
　※令和５年９月29日の警報解除以来の発令

２　定点医療機関当たり患者数（単位：人/週）

３　５類移行後の感染拡大警報等の発令状況
　令和５年７月14日～８月３日　感染拡大注意報
　　　　　８月４日～８月17日　感染拡大警報
　　　　　８月18日～８月24日　感染拡大注意報
　　　　　８月25日～９月28日　感染拡大警報
　　　　　９月29日～10月12日　感染拡大注意報
　令和６年１月19日～２月１日　感染拡大注意報

４　県民の皆様へ
　改めて、以下の点に御協力をお願いします。
　○体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスクを着用
　○急に症状（咳・熱・のどの痛み）が出た時は、学校や仕事を休んで療養を
　○人が集まる所では、換気と咳エチケットを忘れずに
　○咳・熱・のどの痛みなどの症状が軽く持病のない若い方は、休日夜間の救急外来受診は控えて平日昼間に受診するか、市販薬
で自宅療養を
　○医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用
　○高齢者や持病のある方は、ワクチン接種の検討を

　なお、近くに人がいないときや屋外では、マスクは不要です。
　また、インフルエンザや感染性胃腸炎など他の感染症も流行中です。
　帰宅時、食事前、トイレの後など、こまめな手洗いもお願いします。

５　事業者・学校の皆様へ
　症状が軽く持病もないため市販薬等で対応可能な方が、事業者等から検査結果や診断書を求められたとの理由で医療機関を受診
することが外来医療のひっ迫の一因となっています。
　外来医療のひっ迫を避けるため、感染まん延時は手続上必要な場合などを除いて、検査や診断書取得を目的とした受診を従事者
等に求めないようお願いします。



提 供 日 2024/02/02

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第95報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月２日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第95報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第95報（２月１日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 熱海市 169 8 1 20 5 5 2月1日 ～ 2月
2 中学校 裾野市 481 17 1 29 7 6 2月2日
3 小学校 三島市 326 14 1 23 11 11 2月2日

1 41 12 11 1月31日 ～ 2月
4 高等学校 富士宮市 602 15

1 39 10 10 2月1日 ～ 2月
5 中学校 富士宮市 544 20 1 31 6 6 2月1日
6 中学校 富士市 99 4 1 18 5 5 2月2日
7 小学校 富士市 836 29 1 33 8 8 1月31日 ～ 2月
8 幼稚園 富士市 58 3 1 18 10 8 1月31日 ～ 2月

1 38 2 0 1月31日 ～ 2月
1 39 7 5 1月31日 ～ 2月
1 39 5 2 1月31日 ～ 2月
1 39 6 6 1月31日 ～ 2月

9 高等学校 静岡市駿河区 573 19

1 39 9 4 1月31日 ～ 2月
10 中学校 静岡市駿河区 506 19 1 31 7 7 2月1日 ～ 2月
11 中学校 静岡市清水区 356 13 1 35 10 10 2月1日 ～ 2月
12 中学校 静岡市清水区 191 7 1 26 6 6 1月31日 ～ 2月
13 小学校 静岡市葵区 693 26 1 34 7 3 2月1日 ～ 2月

1 42 12 12 1月22日 ～ 1月2
1 41 8 7 1月22日 ～ 1月2
1 41 8 8 1月24日 ～ 1月2

14 高等学校 磐田市 929 23

1 42 10 9 1月25日 ～ 1月2
15 中学校 掛川市 559 20 1 31 9 9 1月30日 ～ 1月3
16 小学校 磐田市 279 15 1 19 4 4 2月1日 ～ 2月
17 小学校 磐田市 590 23 1 30 3 3 1月31日 ～ 2月
18 中学校 浜松市中央区 671 24 1 31 9 5 2月2日
19 中学校 浜松市中央区 653 22 1 35 14 9 2月2日
20 小学校 浜松市中央区 848 29 1 36 7 7 2月2日
21 小学校 浜松市中央区 454 20 1 28 11 11 2月2日 ～ 2月
22 小学校 浜松市浜名区 431 18 1 27 13 13 2月2日
23 小学校 浜松市浜名区 42 5 1 8 4 3 2月2日
24 小学校 浜松市浜名区 650 26 1 26 8 8 2月2日

4 122 34 33 1月30日 ～ 1月3
25 こども園 浜松市中央区 469 17

1 30 9 8 1月30日 ～ 1月3
本日合計 ３高等学校、９中学校、11小学校、１幼稚園、１こども園 37 1,161 296 262

８１３施設
本日までの累

計（実数） （ ９４高等学校、　２０４中学校、　４１２小学校、　６６幼稚園、
９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

4,066 116,768 37,110 34,404

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/02

タイトル 地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

令和５年度第３回地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会を
開催します。

１　日　時
　　令和６年２月９日（金）午後１時30分から午後３時まで

２　場　所
　　ホテルアソシア静岡　３階　駿府
    (静岡市葵区黒金町56番地）

３　内　容
　　議題１　令和５年度業務実績に関する暫定評価について
　　議題２　第４期中期計画最終案について

４　委　員（敬称略）
　　塩田　浩平　京都大学　名誉教授、滋賀医科大学　名誉教授
　　　　　　　　（公財）ひと・健康・未来研究財団　理事長
　　田中　啓　　静岡文化芸術大学文化政策学部　教授
　　齋藤　昌一　一般社団法人静岡県医師会　副会長
　　松岡　慶子　株式会社松岡カッター製作所　代表取締役社長
　　上杉　昌代　公認会計士

５　その他
　　傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。
　　なお、議題２については、非公開の事項が含まれるため、
　　取材及び傍聴ができませんので、御留意ください。

＜傍聴申込先＞
　医療政策課メール iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp　
  ※取材の場合は申込不要

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/02

タイトル 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研
修」の修了式を行います

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の修了式を行います

　県では、介護人材の確保と障害のある人の就労を支援するため、障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」を県内５地区
（伊豆、東部、中部、中東遠、西部）で実施し、計14名の受講生が無事修了しました。
　この度、４地区(伊豆、東部、中部、西部)合同の修了式を以下のとおり行います。

１　日時
　　令和６年２月７日(水)　午後１時30分から午後２時まで

２　会場
　　障害者働く幸せ創出センター会議室(静岡市葵区呉服町２-１-５ ５風来館４階)

３　次第
　　・開会

　　・挨拶
　　　　静岡県健康福祉部障害者支援局　局長　石田　雄一
　　　　一般社団法人静岡県社会就労センター協議会　理事長　山内　剛

　　・来賓紹介

　　・お祝いの言葉
　　　　社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 常務理事　髙橋　邦典

　　・修了証明書授与
　　　　静岡県健康福祉部障害者支援局　局長　石田　雄一

　　・修了生代表挨拶

　　・閉会

※中東遠地区については同日10時から袋井学園(袋井市広岡４２９６)にて修了証明書の授与を行います。(修了者１名)

※取材時の映像・写真撮影について、受講生のプライバシーに十分御配慮願います。

〈問い合わせ先〉
　 静岡県健康福祉部障害者政策課就労・施設班　石野
　 TEL：054-221-3619
　一般社団法人静岡県社会就労センター協議会(本事業委託先)
　TEL　054-204-5088  FAX　054-204-5089



提 供 日 2024/02/02

タイトル 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第
21報】（２月２日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第20報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～1/27 輪島市、金沢市内の避難施設等

1/28～ 輪島市内の病院等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）



総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22

静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動終了）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/25～1/28

静岡赤十字病院 4人 1/26～1/30第８次隊　９人
（活動終了）

浜松医科大学医学部附属病院 5人 1/26～1/30

伊東市民病院 5人 1/29～2/2第９次隊　10人
（活動中）

島田市立総合医療センター 5人 1/29～2/2

藤枝市立総合病院 5人 2/1～2/5第10次隊　10人
（活動中）

浜松医療センター 5人 2/1～2/5

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動した

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２～４班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤)

1/24(水)～1/26(金) ６人 医師・看護師・

事務員で構成

第４班(浜松、引佐
日赤) 2/1(木)～2/3(土) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

第１班(浜松日赤)
1/12(金)～
1/14(日) ３人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

 第 ２ 班( 静岡日赤)
2/2( 金) ～
2/4( 日)  ５ 人

 珠洲市健康増進

 センター

 医師 ・ 看護師 ・

 薬剤師 ・ 事務員

 で 構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中４
　  チーム）。また、1月30日より、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要
　　員（静岡県医師会職員）を派遣
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人（医師1人、看護師2人）
能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

穴水町にて避難所アセスメン
ト、高齢者施設への往診、高
齢者施設の情報収集
能登町にて診療所の診療支援

1/30(火)～2/2(金) １人（静岡県医師会職員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援

1/31(水)～2/3(土)
３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

 能登町 の 福祉避難所 、 介護施
 設 にて 診療支援

 2/6(火)～2/8(木)
５人（医師1人、看護師1人、薬剤師１
人、救急救命士1人、事務員１人）
［病院］

2/22(木)～2/25(日) 5人（医師2人、看護師1人、理学療法
士１人、事務員１人）

ＪＭＡＴ能登北部調整支部を
拠点として、穴水町及び能登
町にて活動予定



2/27(火)～2/29(木) 3人（医師1人、看護師1人、社会福祉
士１人）

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動
　　　・２月以降、全国のＤＰＡＴ派遣から徐々に石川県ＤＰＡＴに移行（石川県
　　　　で対応できない事案が発生した場合は、再度、他県に派遣要請）

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

第６組 1/27～30 ６人

第７組 1/30～2/2 ２人

第８組 2/2～５ ４人

第９組 2/5～８ ４人

第10組 2/8～11 ２人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

　　ク　ＪＤＡＴ（災害歯科支援チーム）派遣
　　　・日本歯科医師会の派遣要請を受け、静岡県歯科医師会がＪＤＡＴを派遣

区分 日程 派遣人数 備考
第１陣 ２/４～２/８ ４人
第２陣 ２/９～２/12 ５人

 派遣地域 は 、 珠洲市

　　ケ　臨床検査技師の派遣
　　　・日本臨床衛生検査技師会の派遣要請を受け、静岡県臨床衛生検査技師会



　　　　が災害派遣臨床衛生検査技師を派遣予定

日程 派遣人数 概要

２/３ 10人

日本医師会が派遣するＪＭＡＴ
に帯同し、珠洲市内の避難所で
ＤＶＴ（超音波検査、血液検査
等）検診予定

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣を派遣
　　　・第６陣から管理栄養士（県又は市町）１名を派遣
　　　・第７陣から保健師２名のうち１名は県内市町保健師を派遣
　　　・追加応援要請を受け、もう１チーム白山市へ派遣（1/31～3/31)
Ａチーム（穴水町へ派遣：1/6～2/29）

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣から
保健師２名、管理栄養士１
名、事務１名、運転手１名で
構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

Ｂチーム（白山市へ派遣：1/31～3/31)

活動日 活動場所等

2/1 石川県中央保健福祉センター　集合

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

第２陣 2/ 5(月)～2/10(土) ５人

第３陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第４陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第５陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第６陣 2/25(日)～3/ 1(金) ５人

第７陣 3/ 1(金)～3/ 6(水) ５人

第８陣 3/ 6(水)～3/11(月) ５人

第９陣 3/11(月)～3/16(土) ５人

第10陣 3/16(土)～3/21(木) ５人

第11陣 3/21(木)～3/26(火) ５人

第12陣 3/26(火)～3/31(日) ５人

５名/班の１班体制
保健師４名（うち２名は市
町）、事務１名、
で構成

第７陣から保健師３名（うち
２名は市町）、管理栄養士
（県または市町）１名、事務
１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

1/13～1/17 七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食
品の分配、出入管理

1/13～1/17
1/24～1/28

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

区分 派遣期間 派遣人数 備考



第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

第３陣 2/ 7(水)～2/11(日) ３人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣以降は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ
　　　　移動する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

第２陣 1/25(木)～1/28(日) ２人 医師、理学療法士

第３陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人 医師、言語聴覚士

第４陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ３人 医師、作業療法士２人

第５陣 2/12(月)～2/15(木) ４人 理学療法士２人、言語聴覚士
２人

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　隊及び1月10日～２月29日までの派遣要請を受け、災害時における福祉人
　材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネッ
　トワーク（事務局：静岡県社会福祉協議会）に派遣を依頼し、ＤＷＡＴが
　活動中
・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避
　難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣～第10陣は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。
　１月20日以降は志賀町においても活動
・第11陣以降は七尾市又は志賀町避難所にて活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

第11陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人

第12陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ２人

第13陣 2/ 3(土)～2/ 6(火) ２人

第14陣 2/ 5(月)～2/ 8(木) ２人

第15陣 2/ 7(水)～2/10(土) ２人

第16陣 2/ 9(金)～2/12(月)  ２人

第17陣 2/11(日)～2/14(水) ２人

第18陣 2/13(火)～2/16(金)  ２人

第19陣 2/15(木)～2/18(日) ２人

第20陣 2/17(土)～2/20(火)  １ 人
(1 人調整中)

第21陣 2/19(月)～2/22(木) ２人

第22陣 2/21(水)～2/24(土) ２人

第23陣 2/23(金)～2/26(月) ２人

第24陣 2/25(日)～2/28(水) ２人

第25陣 2/27(火)～3/ 1(金)  １ 人
(1 人調整中)

２名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、相談支援専門員等
から構成

活動内容は、活動チームの管
理、本部との調整等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　



　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日)
特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28
石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町

　　・石川県社協からの要請を受けた全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は
　　　生活福祉資金貸付事務対応職員を派遣

区分 派遣期間 派遣人数 派遣先



第１陣 1/30(火)～2/2(金) ２人
（静岡県社協１人、
静岡市社協１人）

市町社協（七尾市、羽
咋市、志賀町、宝達志
水町）

　　 オ 　 災 害 ボランティアセンターの 状況
　　 ・ 全社協 からの 要請 に 基 づき 、 静岡県社協等 は 中能登町災害 ボランティアセン
　　　 ターに 対 する 職員 を 派遣予定

 派遣期間  派遣人数  備考

2/1( 木) ～2/5( 月)  ２ 人  静岡市社協 ２

2/13( 火) ～2/17( 土)  ６ 人

2/25( 日) ～2/29( 木)  ６ 人

 県社協 １ 、 静岡市社協 １ 、 浜松市社
 協 １ 、 市町社協 ３ で 構成



提 供 日 2024/02/02

タイトル 静岡県立美術館企画展「天地耕作　初源への道行き」
いよいよ開幕します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

～知られざる野外美術の全貌～
　　　　　　　　　あまつちこうさく　　　　　

静岡県立美術館　企画展「天地耕作　初源への道行き」
いよいよ開幕します！

 主催  静岡県立美術館、静岡新聞社・静岡放送   助成  芸術文化振興基金

本企画展では、旧引佐郡（現浜松市）出身の村上誠、渡の兄弟と山本裕司の３名が、旧引佐郡を拠点に１９８８年から２００３年にかけて
協働で行った美術制作プロジェクト「天地耕作」の軌跡を、写真作品や映像、貴重な資料で明らかにする。また、2003年の未完となって
いた野外作品のプランを、20年の時を経て美術館の裏山にて実現させることとなり、本展の見どころの一つとなっている。

●展覧会について

場所 静岡県立美術館　静岡市駿河区谷田53-2

会期 令和６年２月10日(土)から３月27日(水)まで

開館時間 10:00から17:30まで（入場は17:00まで）

休館日 毎週月曜日　※ただし２月12日(月・祝)は開館し、翌日休館

観覧料
　　　 一　般 　　　|　1,000円 (前売800円)
　　  70歳以上　  　|　　500円 (前売400円)
　 　大学生以下　 　|　   無料

●関連イベントについて

館長美術講座 特別講演会１ 特別講演会2

あとに残さないことと残すことについて、
美術篇

　　　 かいたい
天地耕作を開袋／解体する

円環が産まれ、壊れるとき

○講師 当館館長 木下直之
○日程 3/3(日)
○時間 14:00～15:30
○場所 当館講堂

○講師 山本浩貴氏
○日程 2/18(日)
○時間 14:00～15:30
○場所 当館講堂

○講師 赤坂憲雄氏
○日程 2/24(土) 
○時間 14:00～15:30
○場所 当館講堂

トークセッション 学芸員が見どころを紹介！ パフォーマンス（要申込）

天地耕作、から フロアレクチャー 遊芸

○講師 村上誠氏、村上渡氏
　　山本裕司氏、川田都樹子氏
○日程 3/17(日)
○時間 14:00～15:30
○場所 当館講堂

○日程 2/10(土)
○時間 14:00～　40分程度
○場所 第1展示室集合

○出演 村上誠氏、村上渡氏
　　　山本裕司氏、森口紋太郎氏
○日程 3/24(日) 
○時間 17:00～　60分程度
○場所 当館裏山遊歩道そば

●お問合せ
　静岡県立美術館　企画総務課
　住所：静岡市駿河区谷田53－2　電話：054－263－5755



提 供 日 2024/02/02

タイトル 静岡県障害者スポーツ応援隊が学校を訪問します！
（東京2020パラリンピック陸上走幅跳山本篤選手）

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

パラリンピアンの山本篤選手（静岡県障害者スポーツ応援隊）が静岡市の小学校を訪
問します！

　東京2020パラリンピック陸上走幅跳で日本記録を更新し４位入賞を果たした山本篤選手が静岡市立井宮小学校を訪問し、講演会
と実技指導を行います。

＜スケジュール＞

氏名 山本　篤　選手
令和６年２月８日（木）　　

日時
１３:５０～１５:３０

場所 静岡市立井宮小学校（静岡市葵区平和一丁目7-1）
参加者 6年生約67名（特別支援学級2名含む）
内容 講演会、実技指導

主催者 静岡県、(公財)静岡県障害者スポーツ協会
※一部氏名公開不可の児童生徒がいるため、取材に当たっては、学校側の指示に従ってください。

◎山本　篤（やまもと　あつし）選手
　・掛川市出身
　・新日本住設株式会社所属
　・東京2020パラリンピック陸上走幅跳４位入賞

障害者スポーツ応援隊とは？
　障害者スポーツの魅力を発信し、普及・振興を図り、スポーツを通じて障害のある方に対する理解を深め、共生社会の実現を目
指すため、パラリンピックに出場した本県関係選手を「静岡県障害者スポーツ応援隊」に任命し、障害者スポーツの普及啓発に係
る講演や実技指導に携わっていただいています。

○問い合わせ先
　（公財）静岡県障害者スポーツ協会　中野
　電話番号　054-221-0062
　メール　　s-spokyo@za.tnc.ne.jp

※取材に当たってのお願い
・悪天候等の影響により、事業が中止となる可能性があります。予め御了承下さい。

***************************************************************************
公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会では、会員を募集しています。皆様の会費は、障害者スポーツの普及・振興のため、様々
な活動に使われます。
会員の申込については、協会（054-221-0062）まで御連絡ください。

会員 賛助会員
区分

個人 団体 個人 団体
寄附金 大会協賛金

年会費等 １口
2,000円

１口
10,000円

１口
1,000円

１口
5,000円

1円以上 １口
100,000円

mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp


提 供 日 2024/02/02

タイトル 東海四県のスポーツ推進委員が一堂に会する研究大会
を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯･パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

　　　　東海四県のスポーツ推進委員が一堂に会する研究大会を開催します！
１　行事名　第71回東海四県スポーツ推進委員研究大会
２  主　 催　東海四県スポーツ推進委員連絡協議会
３　共　 催　公益社団法人全国スポーツ推進連合、静岡県、静岡市
４　主　 管　東海四県スポーツ推進委員研究大会実行委員会
５　後　 援　スポーツ庁、三重県、岐阜県、愛知県
６　日　 時　令和６年２月９日（金）13:30～16:00　令和６年２月10日（土）10:00～12:00
７　会　 場　９日（金）全体会　グランシップ　大ホール
　　　　　　　 10日（土）第１分科会　グランシップ　中ホール
　　　　　　　　　　　　　 第２分科会　グランシップ　会議ホール
　　　　　　　　　　　　　 第３分科会　静岡市清水文化会館マリナート　大ホール
８　参加者　静岡県、三重県、愛知県、岐阜県のスポーツ推進委員及び
　　　　　　　 生涯スポーツ担当者　（約2,000名）
９　内   容　 ９ 日 〔 全体会 〕 開会式 ・ 表彰式他
　　　　　　　 13:30～13:45　開会式
　　　　　　　　　　　　　　　　　・来賓
                                    　 （公社）全国スポーツ推進委員連合会長　阿達雅志　氏
　　　　　　　　                   　静岡県スポーツ・文化観光部理事兼スポーツ局長 鈴木学　氏
　　　　　　　　                   　静岡市副市長　大長義之　氏
　　　　　　　 13:45～14:20　表彰式
　　　　　　　　　　　　　　　   　・東海四県功労者表彰（95名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・東海四県功労者20年表彰（７名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・感謝状表彰（４団体）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・中ブロック功労者表彰（24名）
　　　　　　　　（休憩）
　　　　　　　 14:30～14:50　アトラクション（静岡城内一輪車クラブ）
　　　　　　　 15:00～16:00　講演「挑戦」（新日本住設所属・プロアスリート　山本篤氏）　　　　
　　　　　　　　10 日 〔 分科会 〕 スポーツ 推進委員 による 研究協議
　　　　　○第１分科会：グランシップ　中ホール（静岡市駿河区）
　　　　　  浜松市「新たなスポーツスタイル確立に向けた取り組み」
　　　　　  藤枝市「スポーツを楽しみ、ふじえだの未来を創る」
　　　　　○第２分科会：グランシップ　会議ホール（静岡市駿河区）
　　　　　  伊豆の国市「〇〇だけじゃないモルック」
　　　　　  袋井市　　「だれもが、いつでも、どこでも、いつまでも親しみ、
　　　　　　　　　　　楽しむことのできるスポーツ文化の推進」
　　　　　○第３分科会：清水文化会館マリナート　大ホール（静岡市清水区）
　　　　　  御前崎市「LIFE LONG SPORTS SUPPORT Oh!My ZAKI御前崎」
　　　　　  女性部　「いつでもどこでも気軽に体操」
10　問合せ　東海四県スポーツ推進委員連絡協議会事務局
　　　　　　　　（静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツ振興課内）
　　　　　　　　電話　054-221-3284
　　　　　　　　当日　090-8183-4615



提 供 日 2024/02/02

タイトル オリンピアン高瀬慧氏による陸上クリニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　県では、子供たちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　今回は、2012年ロンドンオリンピック、2016年リオデジャネイロオリンピックに陸上競技日本代表として出場した高瀬慧氏が、湖西市内中学生
陸上競技部員等を対象に指導します。

１　開催日　　令和６年２月10日（土)　

２　会　 場　　湖西市立岡崎中学校運動場（湖西市岡崎587-2）
　　　　　　　　 【雨天時：同校体育館】

３　日 　程　　開講式　                   10時00分～10時10分
　　　　　 　　　クリニック　                 10時10分～11時45分
　　　　　　　 　閉講式・写真撮影等　 11時45分～12時00分

４　参加者　　湖西市内中学校陸上競技部員等及び指導者 79名

５　講　師　　高瀬　慧（たかせ　けい）氏
　　　　　　　　【経歴】
　　　　　　　　　　・1988年11月25日生まれの35歳
　　　　　　　　　　・静岡市立長田東小学校→静岡市立長田南中学校　→　
　　　　　　　　　　　静岡県立静岡西高等学校　→　順天堂大学→富士通陸上競技部
　　　　　　　　　　・令和３年９月２６日の全日本実業団選手権を最後に、現役を引退
　　　　　　　　　　・自己記録は100ｍが10秒09、200ｍは20秒14（日本歴代5位）
　　　　　　　　　　・世界陸上（2011テグ、2013モスクワ、2015北京）出場
　　　　　　　　　　・オリンピック２大会連続出場（2012ロンドン、2016リオデジャネイロ）
　　　　　　　　　　・日本陸上競技選手権２00m（2012）優勝

６　その他
　  　　・取材希望の方は、２月８日(木)１６時までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　    　　　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/02/02

タイトル 不用品回収拠点（ヤード）のパトロール実施結果

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

使用済家電や廃棄物等の不用品の回収拠点(ヤード)において、適正に保管や処分がされているかを確認するため、県と市町が連携して
県下一斉にパトロールを実施しました。

１　実施日
　　　令和６年２月１日(木)

２  実施者
　　　静岡県不用品回収拠点対策協議会
　　　（県、政令市、市町、警察）

３　実施箇所及び参加人数
　　・県内７コース（30箇所）　
　　・35人参加

４　実施概要
　　・ヤードに立ち入り、有害使用済機器等の保管基準や処分基準の適合を確認
　　・設定した行程を車で移動しながら、新規ヤードの有無を確認

５  実施結果
　　・注意喚起 　　 　　　　９件
　　　（有害使用済機器の保管基準を遵守するようチラシ等で注意喚起）
　　・口頭指導  　　　　　　11件
　　　（有害使用済機器を取り扱う場合は法令に基づく届出を提出するよう指導。
　　　 帳簿に必要事項を記載し、保管するよう指導。
　　　 周囲に流出等しないよう対応するよう指導。　等）
　　・文書指                   ０件
　　・新規発見ヤード　   　０件



提 供 日 2024/02/02

タイトル リニア中央新幹線静岡工区に係る国土交通省鉄道局長
との面談

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2545

リニア中央新幹線静岡工区について、
静岡県知事が国土交通省鉄道局長と面談します

　リニア中央新幹線静岡工区有識者会議において取りまとめられました「リニア中央新幹線静岡工区に関する報告書（令和５年報
告）～環境保全に関する検討～」について、鉄道局長が静岡県知事に説明されます。

１　日　時
・令和６年２月７日(水）　14時から14時30分
　※先方の公務の都合により、変更の可能性があります。

２　場　所
・知事室（静岡県庁東館５階）

３　面談者
・国土交通省　村田茂樹 鉄道局長
・静岡県　川勝平太 知事

４　内　容
・「リニア中央新幹線静岡工区に関する報告書（令和５年報告）～環境保全に関する検討～」について

５　取材対応
・開始時間までに「２.場所」にお越しください。
・面談は、冒頭の挨拶までを公開します。
・面談終了後、静岡県庁東館５階にて、鉄道局長、静岡県知事が取材対応します。

６　問合せ先
○全般
　国土交通省鉄道局施設課環境対策室　中谷・井野
　ＴＥＬ　０３－５２５３－８１１１（内線４０８７１、４０８６３）　直通０３－５２５３－８５５６
○会場や取材対応等
　静岡県くらし・環境部環境局自然保護課　今井
　ＴＥＬ　０５４－２２１－２５４５（直通）



提 供 日 2024/02/02

タイトル 県内初の特定地域づくり事業協同組合の認定

担　　当 経営管理部 地域振興局地域振興課

連 絡 先 地域づくり班　間瀬

TEL 054-221-2056

静岡県初！特定地域づくり事業協同組合を認定しました

１　要旨
　・県は、静岡県過疎地域等政策支援員を希望する市町に派遣し、県内の人口急減地域における「特定地域づくり事業協同組合」

の設立を推進してきました。
　・令和６年１月31日に、 静岡県内 で 初 となる 「 特定地域 づくり 事業協同組合 」 として 、「 茶 のまち 川根事業協同組合 」 を 認定し

ました。
　・当該組合は、同年２月１日に労働者派遣業の届出を行い、 今後 、 島田市川根地区 でマルチワーカーとして 活躍 する 移住者 を 募

 集 、 同年 ４ 月 １ 日 から 特定地域 づくり 事業 を 開始する予定です。
　　※特定地域づくり事業協同組合制度については、「３制度概要」を参照

２　茶のまち川根事業協同組合の概要
　　島田市川根地区の茶業や農業、林業、製造業、電気工事業など様々な業種の事業者10者が集まって、地域の活性化や地場産業

を未来へ継承していくために設立した特定地域づくり事業協同組合です。
項目 内容
名称 茶のまち川根事業協同組合

所在地 静岡県島田市川根町家山4153番地の6
組合員数 10事業者（茶製造、農業、林業、製造業　ほか）

派遣労働者 ２人（予定）
事業区域 島田市川根町の区域
事業内容 特定地域づくり事業としての労働者派遣事業

３　制度概要
　(1) 根拠法令

地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事業の推進に関する法律
（令和２年６月４日施行）

　(2) 制度概要
・担い手が安心して活躍できる環境を整え、人材の確保、その活躍によって地域の活性化に繋げるための制度です。
・組合員の短期の仕事を複数組み合わせて通年の仕事を創出し、組合で雇用した担い手を組合員である事業者に派遣するこ

とで、安定的な雇用の確保と担い手の確保を同時に図ります。
項目 内容

対象地域 過疎地域等の地域人口の急減に直面している地域

特例措置
労働者派遣法に基づく労働者派遣事業（無期雇用職員に限る）
を許可ではなく、届出で実施することが可能

財政支援 特定地域づくり事業推進交付金による財政支援(国1/2)他

認定
中小企業等協同組合法に基づく事業協同組合の申請に基づき、
都道府県知事が認定（10年更新制）
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※下線部は前回からの主な変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援
　ア　消防　

◎　緊急消防援助隊…捜索及び救助活動
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月１日から１月５日 239人 第１陣静岡県大隊　68隊
第２陣 １月５日から１月８日 229人 第２陣静岡県大隊　66隊
第３陣 １月８日から１月

11日
226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 １月11日から１月
14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 １月14日から１月
17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 １月17日から１月
21日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

第７陣

珠洲市

１月20日から１月
21日

112人 第７陣静岡県大隊　33隊

計 1,455人

◎　緊急消防援助隊　航空小隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月５日から１月６日 ６人
第２陣 １月11日から１月

14日
６人

第３陣

石川県
内

１月17日から１月
19日

６人
浜松市消防局 １隊

計 18人

◎　緊急消防援助隊　航空指揮支援隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月10日から１月
14日

３人

第２陣 １月14日から１月
17日

３人

第３陣

富山空
港

１月21日から１月
26日

３人

静岡県消防防災航空隊　１隊

計 ９人



◎　緊急消防援助隊　航空後方支援小隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月19日から１月
22日

３人

第２陣 １月22日から１月
25日

３人

第３陣

小松空
港

１月25日から１月
28日

３人

静岡市消防局 １隊

計 ９人

イ　警察
　◎　広域緊急援助隊

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
警備部
隊

珠洲市 １月１日から１月４日 66人 救出救助

交通部
隊
（第１陣）

１月20日から１月
25日 24人

 交通部
 隊
 （ 第 ２ 陣 ）

石川県
内

 ２ 月10 日 から ２ 月
14 日 22 人

交通流入規制・警戒活動

計 112人
　

◎　広域警察航空隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月２日から１月３日 ４人
第２陣

石川県
内 １月26日から２月１

日
４人 上空からの情報収集活動

計 ８人

　◎　特別機動捜査隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月５日から１月
11日

４人

第２陣 １月25日から１月
31日

８人

 第 ３ 陣

石川県
内

 ２ 月 ９ 日 から ２ 月
15 日

 ８ 人

防犯活動・警戒活動

計 20人

　◎　特別自動車警ら隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月12日から１月
24日

７人 防犯・警戒活動

第２陣 １月23日から２月３
日

６人

 第 ３ 陣

石川県
内

 ２ 月3 日 から ２ 月
14 日

13 人
防犯・警戒活動、広報活動

計 26人



　
◎　特別生活安全部隊

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 １月19日から１月

28日
３人

第２陣
石川県
内 １月30日から２月

8日
３人

相談対応等

計 ６人
　

◎　緊急災害警備隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 石川県
内

１月24日から２月２
日

81人 安否不明者の確認等

　◎　防犯カメラ設置隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月25日から１月
31日

４人

第２陣
石川県
内 ２月６日から２月

12日
４人

犯罪捜査

計 ８人
　

ウ　健康福祉
◎　災害派遣医療チーム（DMAT）

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１次隊 １月２日から１月６日 36人 順天堂大学医学部附属静岡病院、静岡

県立総合病院、静岡赤十字病院、中東
遠総合医療センター、磐田市立総合病
院、浜松医科大学医学部附属病院、聖
隷浜松病院

第２次隊 １月４日から１月
10日

40人 伊東市民病院、静岡県立総合病院、静
岡市立静岡病院、静岡済生会総合病
院、焼津市立総合病院、藤枝市立総合
病院、浜松赤十字病院、聖隷三方原病
院

第３次隊 １月８日から１月
14日

32人 順天堂大学医学部附属静岡病院、富士
宮市立病院、静岡市立清水病院、島田
市立総合医療センター、中東遠総合医
療センター、磐田市立総合病院、聖隷
浜松病院

第４次隊

能登医
療圏活
動拠点
本部ほか

１月11日から１月
15日

８人 国際医療福祉大学熱海病院、国立病院
機構静岡医療センター

第５次隊 
　

輪島市
保健医
療福祉
調整本
部、輪島
市・金沢
市内の
避難施
設ほか

１月17日から１月
22日

23人

三島総合病院、富士市立中央病院、静
岡市立清水病院、中東遠総合医療セン
ター、総合病院聖隷三方原病院

第６次隊 
　

１月20日から１月
26日

14人 静岡市立静岡病院、総合病院聖隷浜松
病院、沼津市立病院

第７次隊 
　

１月22日から１月
31日

18人 静岡医療センター、静岡済生会総合病
院、浜松赤十字病院、総合病院聖隷三
方原病院

第８次隊 
　

輪島市・
金沢市
内の避
難施設
ほか

1月26日から1月
30日

９人 静岡赤十字病院、浜松医科大学医学部
附属病院

第９次隊 
　

1月29日から2月2日 10人 伊東市民病院、島田市立総合医療セン
ター

第10次
隊 　

輪島市
内の病
院等 2月1日から2月5日 10人 藤枝市立総合病院、浜松医療センター

計 200人

◎　日本赤十字社静岡県支部
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１班 能登医
療圏活
動拠点
本部ほか

１月８日から１月
10日

７人 静岡赤十字病院

第２班 １月15日から１月
17日

７人 浜松赤十字病院

第３班 １月24日から１月
26日

６人 伊豆赤十字病院、裾野赤十字病院

第４班

珠洲市
保健医
療福祉
調整本
部ほか ２月１日から２月３日 ７人 浜松赤十字病院、引佐赤十字病院

計 27人

◎　日赤災害医療コーディネートチーム
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１班 １月12日から１月
14日

３人 浜松赤十字病院
医師１名、看護師１名、事務員１名

 第 ２ 班

珠洲市
健康増
進セン  ２ 月 ２ 日 から ２ 月 ４ 日  ５ 人  静岡赤十字病院



ター  医師 、 看護師 、 薬剤師 、 事務員
 計  ８ 人

◎　日本医師会災害医療チーム（JMAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 能登総
合病院・
穴水町

１月10日から１月
12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師２名

第２陣 能登町
及び穴
水町内
避難所

1月19日から１月
21日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師1名、事務１名

第３陣 能登総
合病院を
拠点とし
て、穴水
町内にて
活動

1月27日から１月
29日

６人 静岡県医師会
医師２名、看護師２名、事務２名

第４陣 穴水町
内避難
所など

1月31日から2月3日 １人 静岡県医師会
事務１名

第５陣  能登町
 内福祉
 避難所 な
 ど

1月31日から2月3日 ３人 静岡県医師会
医師１名、薬剤師１名、事務１名

第６陣 2月22日から２月
25日

５人 静岡県医師会
医師２名、看護師１名、理学療法士１
名、事務１名

第７陣

能登町
及び穴
水町内
避難所 ２月27日から２月

29日
３人 静岡県医師会

医師１名、看護師１名、社会福祉士１名
計 24人

◎　災害派遣精神医療チーム（DPAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１次隊 １月３日から１月８日 ３人 静岡県立こころの医療センター
第２次隊 １月７日から１月

13日
３人 沼津中央病院

第３次隊 １月12日から１月
17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊

能登医
療圏
DPAT活
動拠点
本部ほか １月18日から１月

22日
３人 静岡県立こころの医療センター

計 12人

◎　ドクターヘリ
支援先 活動期間 機数 内訳

１月４日から１月５日 １機
石川県内

１月17日 １機
聖隷三方原病院ドクターヘリ

計 ２機

◎　災害支援ナース
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１組 1月12日から1月
15日

２人 静岡県看護協会　看護師　２人

第２組 1月15日から1月
18日

４人 静岡県看護協会　看護師　４人

第３組 1月18日から1月
21日

６人 静岡県看護協会　看護師　６人

第４組 1月21日から1月
24日

６人 静岡県看護協会　看護師　６人

第５組 1月24日から1月
27日

２人 静岡県看護協会　看護師　２人

第６組 １月27日から1月
30日

６人 静岡県看護協会　看護師　６人

第７組 １月30日から２月２
日

２人 静岡県看護協会　看護師　２人

 第 ８ 組  ２ 月 ２ 日 から ２ 月 ５ 日  ４ 人  静岡県看護協会 　 看護師 　 ４ 人
 第 ９ 組  ２ 月 ５ 日 から ２ 月 ８ 日  ４ 人  静岡県看護協会 　 看護師 　 ４ 人
 第10 組

珠洲市
ほか

 ２ 月 ８ 日 から ２ 月
11 日

 ２ 人  静岡県看護協会 　 看護師 　 ２ 人

計 38人



◎　薬剤師・モバイルファーマシー派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月13日から１月
17日

３人

第２陣 １月16日から１月
20日

３人

第３陣 １月19日から１月
23日

３人

第４陣

穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月22日から１月
26日

３人

静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

計 12人
　

◎　ＪＤＡＴ（災害歯科支援チーム）派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 ２月４日から２月８日 ４人 静岡県歯科医師会
第２陣  珠洲市 ２月９日から２月

12日
５人 静岡県歯科医師会

計 ９人

◎　臨床検査技師の派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

臨床検
査技師

珠洲市 ２月３日 10人 静岡県臨床衛生検査技師会
災害派遣臨床衛生検査技師　10人

◎　保健師
・Ａチーム（穴水町へ派遣：１月６日から２月29日）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月６日から１月
11日

４人

第２陣 １月11日から１月
16日

４人

４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 １月16日から１月
21日

５人

第４陣 １月21日から１月
26日

５人

第５陣 １月26日から１月
31日

５人

５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第６陣 １月31日から２月５
日

５人

第７陣 ２月５日から２月
10日

５人

第８陣 ２月10日から２月
15日

５人

第９陣 ２月15日から２月
20日

５人

第10陣 ２月20日から２月
25日

５人

第11陣

穴水町

２月25日から２月
29日

５人

５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

計 53人
　　・Ｂチーム（白山市へ派遣：１月31日から３月31日）

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 １月31日から２月５

日
５人

第２陣 ２月５日から２月
10日

５人

第３陣 ２月10日から２月
15日

５人

第４陣 ２月15日から２月
20日

５人

第５陣 ２月20日から２月
25日

５人

第６陣 ２月25日から３月１
日

５人

５名/班の１班体制
保健師　４人（うち２名は市町職員）
事務　１人

第７陣 ３月１日から３月６日 ５人
第８陣 ３月６日から３月

11日
５人

第９陣 ３月11日から３月
16日

５人

第10陣 ３月16日から３月
21日

５人

第11陣 ３月21日から３月
26日

５人

第12陣

白山市

３月26日から３月
31日

５人

５名/班の１班体制
保健師　３人（うち２名は市町職員）
管理栄養士　１人
事務　１人

計 60人

◎　日本栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 七尾市、
金沢市

１月13日から１月
17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人（うち県職員１名）



第２陣 １月24日から１月
28日

１人 静岡県栄養士会　栄養士　１人

第３陣
石川県
内 ２月７日から２月

11日
３人 静岡県栄養士会　栄養士　３人

計 ７人

◎　日本災害リハビリテーション支援チーム（JRAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月12日から１月
15日

２人

第２陣 １月25日から１月
28日

２人
医師　１人、理学療法士　１人

第３陣 １月30日から２月２
日

２人 医師　１人、言語聴覚士　１人

第４陣 ２月１日から２月４日 ３人 医師　１人、作業療法士　２人　
第５陣

石川県
内

２月12日から２月
15日

４人 理学療法士　２人、言語聴覚士　２人

計 13人

◎　静岡県災害派遣福祉チーム（DWAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

先遣隊 金沢市 １月８日から１月
14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 １月10日から１月
13日

３人

第２陣 １月12日から１月
15日

３人

第３陣 １月14日から１月
17日

３人

第４陣 １月16日から１月
19日

３人

第５陣 １月18日から１月
21日

３人

第６陣 １月20日から１月
23日

３人

第７陣 １月22日から１月
25日

３人

第８陣 １月24日から１月
27日

３人

第９陣 １月26日から１月
29日

３人

第10陣

金沢市・
七尾市

１月28日から１月
31日

３人

３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、作業療法
士、相談支援専門員等から構成

第11陣 １月30日から２月２
日

２人

第12陣 ２月１日から２月４日 ２人
第13陣 ２月３日から２月６日 ２人
第14陣 ２月５日から２月８日 ２人
第15陣 ２月７日から２月

10日
２人

第16陣 ２月９日から２月
12日

 ２人

第17陣 ２月11日から２月
14日

２人

第18陣 ２月13日から２月
16日

 ２人

第19陣 ２月15日から２月
18日

２人

第20陣 ２月17日から２月
20日

 １人
 （ １ 人
 調整
 中 ）

第21陣 ２月19日から２月
22日

２人

第22陣 ２月21日から２月
24日

２人

第23陣 ２月23日から２月
26日

２人

第24陣 ２月25日から２月
28日

２人

第25陣

七尾市・
志賀町

２月17日から３月１
日

 １ 人
 （ １ 人
 調整
 中 ）

２名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、相談支援
専門員等から構成

計 59人

◎　全国老施協災害派遣福祉チーム（老施協DWAT）
支援先 活動期間 人数 内訳

特別養護老人ホーム
長寿園（珠洲市）

１月17日から１月
21日

２人 静岡県老人福祉施設協議会
介護職員　２人（（福）慈恵会西島寮）

◎　生活福祉資金貸付事務対応職員



区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 二次避

難所、市
町社協
（内灘
町、羽咋
市、志賀
町）

１月30日から２月２
日

２人 静岡県社協　１人
静岡市社協　１人

　 ◎ 　 能登町災害 ボランティアセンターへの 職員派遣
 区分  活動期間  人数  内訳

 第 １ 陣  ２ 月 １ 日 から ２ 月 ５ 日  ２ 人  静岡市社協 　 ２ 人

 第 ２ 陣
 ２ 月13 日 から ２ 月
17 日

 ６ 人

 第 ３ 陣  ２ 月25 日 から ２ 月
29 日

 ６ 人
 県社協 １ 人 、 静岡市社協 １ 人 、 浜松市社
 協 １ 人 、 市町社協 ３ 人

 計 14 人

　エ　行政
◎　災害マネジメント支援チーム…被災市町村の災害対応を支援

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 1月３日から１月

10日
４人 県職員４人（総括支援員１人、支援員３

人）
第２陣 １月６日から１月

11日
２人 県職員２人

第３陣 1月10日から１月
17日

４人 県職員４人（総括支援員１人、支援員３
人）

第４陣 １月16日から１月
22日

５人 県職員５人（総括支援員１人、支援員４
人）

第５陣 １月21日から１月
29日

５人 県職員４人、市職員１人（焼津市派遣）
（総括支援員１人、支援員４人）

第６陣 １月28日から２月５
日

５人 県職員４人、市職員１人（富士市派遣）
（総括支援員１人、支援員４人）

第７陣

穴水町

２月４日から２月
12日

５人 県職員４人、市職員１人（熱海市派遣）
（総括支援員１人、支援員４人）

計 30人

◎　被災建築物の応急危険度判定支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣
（県）

１月６日から１月９日 ６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣
（県）

１月10日から１月
13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣
（県）

１月14日から１月
16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣
（県）

穴水町

１月17日から１月
18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、
富士市）

計 20人

◎　応急仮設住宅の建設支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣
（県）

１月29日から２月４
日

３人

第２陣
（県）

石川県
内 ２月５日から２月

11日
３人

県職員３人（建築、電気、機械の各１人）

計 ６人



◎　下水道管路被害の調査
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 中能登
町

１月８日から１月
11日

８人 県職員３人
市職員５人（沼津市、富士市、富士宮
市、焼津市、袋井市）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

第２陣 かほく市 １月21日から１月
28日

２人 県職員２人

第３陣 津幡町 １月21日から１月
24日

４人 県職員４人

第４陣 かほく市 ２月５日から２月
10日

10人 グループ１：市町職員６人（三島市、函
南町、沼津市、島田市）
グループ２：県職員２人（※）、市職員２
人（磐田市）
※全期間１月29日～２月17日のうち２月

５～２月10日を担当

計 24人

◎　漁港関係施設被害の調査
支援先 活動期間 人数 内訳

石川県内漁港 １月16日から１月
22日

２人 県職員２人

◎　住家被害認定調査等の支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月７日から１月
15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、
西伊豆町　各２人）

第２陣 １月12日から１月
22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小
山町　各２人）

第３陣 １月21日から１月
29日

10人 市町職員10人
（三島市、菊川市、牧之原市、長泉町、
川根本町　各２名）

第４陣 １月28日から２月５
日

10人 市町職員10人
（御前崎市２人、沼津市、島田市、富士
市、磐田市、袋井市、裾野市、東伊豆
町、河津町各１人）

第５陣

穴水町

２月４日から２月
12日

10人 市町職員10人
（静岡市５人、伊東市、磐田市、湖西
市、菊川市、牧之原市　各１人）

計 54人

◎　り災証明の交付
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月21日から１月
29日

３人 市町職員３人（掛川市、伊豆市、吉田
町）

第２陣 １月28日から２月５
日

３人 市町職員３人（富士宮市、袋井市、東伊
豆町）

第３陣 ２月４日から２月
12日

３人 町職員３人（東伊豆町、函南町、長泉
町）

第４陣

穴水町

２月11日から２月
19日

３人 市職員３人（伊東市、湖西市、伊豆の国
市）

計 12人

◎　避難所運営業務（危機管理部）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月19日から１月
26日

17人 県職員２人(1月19日～21日）
市町職員15人（焼津市３名、沼津市
2名、富士宮市、御殿場市、下田市、裾
野市、湖西市、伊豆市、御前崎市、東伊
豆町、清水町、吉田町　各１名）

第２陣 1月25日から２月１
日

14人 県職員２人（１月25日～27日）
市町職員12人（磐田市、掛川市　各２
名、三島市、富士市、藤枝市、菊川市、
伊豆の国市、
牧之原市、長泉町、川根本町　各１名）

第３陣 １月31日から２月７
日

14人 県職員２人（１月31日～２月２日）
市町職員12人（熱海市、富士宮市、伊
東市、富士市、焼津市、掛川市、下田
市、伊豆の国市、牧之原市、函南町、小
山町、川根本町　各１名）

第４陣

穴水町

２月６日から２月
13日

14人 県職員２人
市町職員12人（熱海市、三島市、御殿
場市、袋井市、下田市、湖西市、伊豆
市、菊川市、
牧之原市、東伊豆町、南伊豆町、小山
町　各１名）

計 59人



◎　トイレトラック等派遣
支援先 活動期間 台数 内訳

穴水町 １月９日から当分の
間

６台 トイレトラック（※）
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
・吉田町　１台（１月20日から）
トイレトレーラー
・西伊豆町　１台（１月30日から）
多目的支援車（シャワートラック）（※）
・藤枝市　１台（１月10日から）
※各市町職員が常駐

珠洲市 １月25日から当分
の間

1台 トイレトレーラー
・富士市　１台（１月25日から）

計 ７台
　　



 オ 　 教育
 ◎ 　 集団避難対応派遣 … 集団避難 している 生徒 への 支援 ・ 指導

 支援先  活動期間  人数  内訳
 白山 ろく 少年自然 の
 家

2 月19 日 から2 月
23 日

 ２ 人  県職員 （ 教員籍 ） ２ 人

 医王山 スポーツセン
 ター

2 月23 日 から2 月
27 日

 １ 人  県職員 （ 教員籍 ） １ 人

 計  ３ 人

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

１月30日 陸輸 穴水町

○県提供
・水　360L　
○静岡県防災用品普及促進協議会提供
・水　120L
・湯わかしBOX　100個
・手羽先リゾット　2,950食
・除菌等スプレー　100本
・車載用USB給電装置　300台
○県及び促進協議会提供
・携帯トイレ　5,250枚

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

ア　提供可能戸数

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸
菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、
磐田市内１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

　
イ　入居戸数

１戸（島田市内１戸）
（４）被災者への相談対応
　　避難者からの相談受付け体制　　

ア　県内に避難している被災者の相談窓口
相談窓口 場　　　所 連絡先

賀茂広域消費生活セン
ター 下田市中531－1　下田総合庁舎６階 0558-24-2199

東部県民生活センター 沼津市大手町1－1－3　沼津産業ビル２階 055-951-8205
中部県民生活センター 静岡市駿河区南町14－1　水の森ビル３階 054-202-6008
西部県民生活センター 浜松市中央区中央1-12-1　浜松総合庁舎３階 053-453-2199

イ　本県への避難を希望する被災者の相談窓口
名　　称 場　　　所 連絡先

静岡県県民生活課 静岡市葵区追手町9－6　県民生活課内 054-221-2175

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用し

ている。



提 供 日 2024/02/05

タイトル 令和５年度　静岡県教職員コンプライアンス委員会の
開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3144

３　出席者について訂正しました（２月８日14時訂正）

今後の不祥事根絶に向けた有効な対策・取組について有識者から意見を伺うため、静岡県教職員コンプライアンス委員会を開催し
ます。
１　日時
　　令和６年２月８日（木）　午前10時から12時まで

２　場所
　　県庁西館８階　教育委員会議室

３　出席者
　　静岡県教職員コンプライアンス委員会委員（敬称略）
　　
　　

氏名 役職等 摘要
　　 　すがの　ふみひこ 　 　

菅野　文彦 静岡大学教育学部教授 委員長
　　　　あしな 　 　

葦名　ゆき 弁護士 　
　　　かまだ　 　 　

鎌田　あゆ美 静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会 　
　　　さいとう　じゅんこ 　

齊藤　純子 臨床心理士 　
　　　まつむら　ひろき 株式会社大丸松坂屋百貨店　松坂屋静岡店　 　

松村　浩樹 業務推進部　兼　人財開発部　部長 　
　　　みぞぐち　れいこ 　 　

溝口　玲子 静岡県ＰＴＡ連絡協議会 　



提 供 日 2024/02/05

タイトル 工事等請負契約に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

競売入札妨害又は談合の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係
る入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行いました。（１件１者）

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第６号（競売入札
　　　　　妨害又は談合）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　号 株式会社麦島建設
代表者氏名 代表取締役　麦島　悦司
本店所在地 愛知県名古屋市昭和区鶴舞２-19-10
停止期間 ６か月

　　　
　３　入札参加停止の理由
　　　株式会社麦島建設の長野営業所長は、長野県木曽郡南木曽町教育委員会発注の入
　　札において、公正な入札を妨害したとして、令和５年11月９日に公契約関係競売入札妨
　　害の罪で略式起訴され、令和５年11月21日までに木曽福島簡易裁判所から罰金刑の
　　略式命令を受けた。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和６年２月６日から令和６年８月５日まで

　　（参考）
　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第６号

措置要件 措置期間
有資格業者の役員又は使用人が競売入札妨害又は談合の容
疑により逮捕され、又は逮捕を経ないで公訴を提起されたとき
（次号に掲げる場合を除く。）。

６か月以上24か月以内

　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第７号
措置要件 措置期間

県工事等又は県内公共工事等に関し、有資格業者の役員又
は使用人が競売入札妨害又は談合の容疑により逮捕され、又
は逮捕を経ないで公訴を提起されたとき。

18か月以上36か月以内



提 供 日 2024/02/05

タイトル 令和５年度 美しい“ふじのくに”インフラビジョン推
進会議の開催

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3533

令和５年度　美しい“ふじのくに”インフラビジョン推進会議の開催
～　施策ごとに今年度の成果を検証します　～

　静岡県では、富国有徳の美しい“ふじのくに”の実現に向けた本県のインフラ整備の羅針盤として、令和４年３月に策定した「美しい“ふ
じのくに”インフラビジョン」に基づき、道路・河川・港湾などの整備を進めています。
　計画期間の２年目となる今年度の取組について評価を行い、今後の事業・施策の進め方に反映するため、「美しい“ふじのくに”インフラ
ビジョン推進会議」を以下のとおり開催します。

１　日時　　令和６年２月９日（金）　午前１０時～午前１１時３０分

２　会場　　静岡県庁西館４階第１会議室ＡＢ

３　内容　　・令和５年度の取組評価
　　　　　　・インフラビジョンの広報について

４　会議の一般傍聴について

　傍聴を希望される方は、当日会場にて午前９時45分から受付します。
　　　【傍聴定員　５名程度（先着順）】

５　取材について

　本会議は公開で行います。取材を希望する場合は、当日受付までお越しください。

６　その他

　・会議結果については、会議終了後にホームページで公表します。
　・推進会議は、民間委員（下表）と行政委員（関係課の課長）で構成されています。

（民間委員）五十音順　敬称略

所　属 役　職 氏　名

静岡県公立大学法人静岡県立大学経営情報学部 教授 内海　佐和子

しずおか流域ネットワーク 副会長 五味　響子

日本大学理工学部交通システム工学科 教授 下川　澄雄

国立大学法人静岡大学防災総合センター 准教授 原田　賢治

国立大学法人静岡大学 学長 日詰　一幸

一般社団法人静岡県環境資源協会 会長 平井　一之

 特定非営利活動法人地域づくりサポートネット  代表理事  山内　秀彦

一般財団法人静岡経済研究所 理事 山田　慎也



提 供 日 2024/02/05

タイトル 新たに３人を認定！静岡県技能マイスター認定式を開
催します

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 職業能力開発課　三宅

TEL 054-221-2954

新たに３⼈を認定︕
静岡県技能マイスター認定式を開催します

　「令和５年度　静岡県技能マイスター認定式」を開催します。

１　日時・会場
　（１）⽇時︓令和６年２⽉９⽇（⾦）午前11時から11時50分まで
　（２）会場︓県庁東館５階特別会議室　

２　主な内容
　（１）新規認定者への認定証等授与
　（２）マイスター挨拶
　（３）知事祝辞

３　新規認定者
（敬称略）    

職　種 氏　名 所　属 住所

成形プレス工
かつまた　かずみ

勝間田　和美 株式会社デンソー湖⻄製作所 浜松市中央区

⾦属⼿仕上工
おだまき　まさあき

小田巻　正明 株式会社静岡鐵工所 静岡市葵区

潜水作業員
たけうち　あきひと
武内　昭人 株式会社鉄組潜水工業所 静岡市清水区

４　出席予定者
　　 知事、静岡県技能マイスター認定審査会⻑（⼤坪檀氏︓(学)新静岡学園学園⻑）、
　　 経済産業部⻑ほか

（参考）静岡県技能マイスター制度
　　「現代の名工」受賞者や全国レベルの技能競技⼤会優勝者など優秀な技能を有し、その技能を伝えるために後進の指導・育成に尽⼒されている
⽅を「技能マイスター」として認定する制度。今回の３人を含め、技能マイスターは86人（うち現役50人）となる。
　小・中学校、⾼校の児童・⽣徒に対し、仕事の魅⼒などを語ってもらう「出前講座」の活動を通して、技能者の社会的評価の向上を図っている。



提 供 日 2024/02/05

タイトル 県内初開催！しごと体験「輝きウィーク」63社120人以
上が参加予定(障害者雇用促進関係)

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 就業支援班　隆(タカシ)

TEL 054-221-2811

県内初開催！しごと体験「輝きウィーク」
63社、120人以上が参加予定
（障害者雇用促進関係）

　障害のある人の一般就労を促進し、また、職場定着を進めるためには、それぞれ
の障害特性に合った業務内容と職場環境が整った企業での就労を支援することが大
切です。
　このような観点から障害のある人の企業での就労を支援するため、「障害者就業
・生活支援センターぼらんち」（担当圏域：志太榛原圏域）が、障害のある人を対
象とした企業体験会「しごと体験「輝きウィーク」」を開催します(後援 静岡県)。
　「輝きウィーク」には、志太榛原圏域の企業63社と、障害のある人120人以上が参
加する予定です。
　このような規模で、短期間集中的に、障害のある人を対象とした企業体験会を開
催するのは、県内初となります。

　　 以下 の 日程 にて 、 開催 いたしますので 、 取材 をお 願 いします。

【しごと体験「輝きウィーク」】
概要 障害者施設を利用している人、障害者手帳を持っている学生を対象とした

企業体験会を開催
目的 企業の仕事内容を見て、体験することで、一般就労を目指す際の選択肢を

広げ、働く意欲を高める。
日程 令和６年２月19日(月)～２月23日(金)

　場所 志太榛原圏域内の協力企業
　主催 障害者就業・生活支援センターぼらんち(後援　静岡県)
　対象 志太榛原圏域内で、福祉施設を利用している障害のある人、障害者手帳を

持つ学生(高校１、２年生)
　内容 体験者１人につき、希望した１企業の体験を２時間程度行う。
協力企業 添付資料の企業を予定

(取材について)
実際の職業体験風景を取材していただくことを想定しております。
取材場所は、協力企業のうち取材受入可能な企業となり、事前の調整が必要なた
め、取材の際は、あらかじめ下記の問合せ先あて御連絡ください。

取材問合せ先：障害者就業・生活支援センターぼらんち　担当：夏目
電　　　　話：0547-36-8985



提 供 日 2024/02/05

タイトル 【取材依頼】伊豆急行線にてドローンを活用した鳥獣
害対策の実証実験を実施します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先

TEL 054-221-2985

県内フィールドを活用した次世代エアモビリティの実証実験！

～伊豆急行線にてドローンを活用した鳥獣害対策～

　県では、無人航空機や空飛ぶクルマ等の次世代エアモビリティ産業を創出し、新たな企業参入や関連産業の集積に取り組んでい
ます。
　この度、次世代エアモビリティを活用した新しいビジネスモデルの確立や社会実装を目指し、「ドローンを活用した鳥獣害対
策」をテーマとした実証実験を下記のとおり実施します。
　全国的に課題となっている野生動物の被害への対策に向け、伊豆地域をモデルに実証実験に取り組みます。この実験を通じて、
より効果的な鳥獣害対策を検討し、鳥獣害に悩まない社会の実現を目指します。

１　実施日時等
（１）実施日時

令和６年２月14日（水）17時00分～22時10分
（予備日：令和６年２月21日（水）17時00分～22時10分）
※悪天候等の場合は予備日に順延します。

（２）当日スケジュール（予定）
16時00分　　取材受付開始
17時00分　　事業の概要説明、質疑応答
18時00分　　実証実験場所へ移動開始
19時00分　　実証実験実施（２回～４回程度の実施予定）
22時10分　　実証実験終了

（３）受付会場
伊豆急行株式会社　第２会議室
（静岡県伊東市八幡野1151番地）
※お車でお越しの方は、伊豆急行時間貸駐車場（ニッポンレンタカー伊豆高原駅前営業所隣接）を御利用ください。

２　実施内容等
（１）実施内容

伊東市内の伊豆急行線において、ナイトビジョンカメラを搭載したドローンを飛行させ、シカやイノシシの生息数や行動範囲
を観測する。

＜調査イメージ＞

（２）飛行ルート
伊豆急行線川奈～富戸間（静岡県伊東市川奈）

３　実施事業者
伊豆急行株式会社
株式会社ウインディーネットワーク
伊東市

４　取材について



当日の取材を希望される報道機関の方は、事前に参加者を把握する必要があることから、２月13日（火）正午までに、別紙の
取材申込書に記入の上、お申込みください。

５　お問い合わせ先
静岡県　経済産業部　新産業集積課　田中（たなか）
電話番号　054-221-2985
メールアドレス　trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/05

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第96報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月５日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第96報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第96報（２月２日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 三島市 462 16 1 29 10 10 2月5日
2 高等学校 静岡市葵区 847 22 1 40 10 7 1月29日 ～ 1月3

1 35 9 9 2月2日
3 中学校 静岡市清水区 191 7

1 35 6 6 2月2日
4 小学校 静岡市葵区 413 16 1 29 12 7 2月2日
5 小学校 静岡市駿河区 497 21 1 26 6 6 2月2日
6 小学校 静岡市清水区 654 22 1 33 9 9 2月2日
7 小学校 静岡市清水区 570 20 1 33 13 9 2月2日
8 高等学校 島田市 741 24 1 23 7 7 2月2日
9 小学校 焼津市 300 12 1 29 8 8 2月1日 ～ 2月

1 29 6 6 2月2日
10 小学校 焼津市 708 23

1 28 7 7 2月2日
11 小学校 藤枝市 453 18 1 35 6 6 1月31日 ～ 2月
12 小学校 藤枝市 443 16 1 29 5 5 1月31日 ～ 2月

1 28 6 6 2月2日 ～ 2月
13 小学校 磐田市 569 22

1 27 7 7 2月2日 ～ 2月
14 小学校 袋井市 979 41 1 29 9 9 1月30日 ～ 1月3
15 小学校 袋井市 950 40 1 34 17 17 2月2日

1 38 13 10 2月1日 ～ 2月
1 37 11 10 2月1日 ～ 2月16 高等学校 浜松市中央区 741 21
1 38 12 9 2月1日 ～ 2月

17 小学校 浜松市中央区 336 16 2 55 21 21 2月5日 ～ 2月
1 25 8 8 2月2日 ～ 2月
1 31 7 7 2月2日 ～ 2月
1 29 10 10 2月5日 ～ 2月

18 小学校 浜松市中央区 362 14

1 25 6 6 2月5日 ～ 2月
19 小学校 浜松市中央区 589 24 1 32 10 10 2月5日
20 小学校 浜松市浜名区 431 18 1 28 14 14 2月5日

本日合計 ３高等学校、１中学校、16小学校 29 889 265 246
８１３施設

本日までの累
計（実数） （ ９４高等学校、　２０４中学校、　４１２小学校、　６６幼稚園、

９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,095 117,657 37,375 34,650

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/05

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第22報】（２月５日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第21報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～1/27 輪島市、金沢市内の避難施設等

1/28 ～2/3 輪島市内の病院等

2/4 ～2/5  輪島市内 の 病院等 、 金沢市内 の 避難施設

2/6 ～  金沢市内 の 避難施設

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）



静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22

静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動終了）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/25～1/28

静岡赤十字病院 4人 1/26～1/30第８次隊　９人
（活動終了）

浜松医科大学医学部附属病院 5人 1/26～1/30

伊東市民病院 5人 1/29～2/2第９次隊　10人
 （ 活動終了 ）

島田市立総合医療センター 5人 1/29～2/2

藤枝市立総合病院 5人 2/1～2/5第10次隊　10人
（活動中）

浜松医療センター 5人 2/1～2/5

 国際医療福祉大学熱海病院 2 人

 沼津市立病院 1 人

 第11 次隊 　 ４ 人
 （ 活動中 ）
 （3 病院 による 混成 チー
 ム ）  総合病院聖隷浜松病院 1 人

2/4 ～2/7

 第12 次隊 　 ５ 人
 （ 派遣決定 ）  焼津市立総合病院 5 人 2/7 ～2/11

 静岡県立総合病院 2 人

 静岡済生会総合病院 1 人

 第13 次隊 　 ４ 人
 （ 派遣決定 ）
 （3 病院 による 混成 チー
 ム ）  中東遠総合医療 センター 1 人

2/11 ～2/13

 第14 次隊 　 ４ 人
 （ 派遣決定 ）  藤枝市立総合病院 4 人 2/13 ～2/16

 第15 次隊 　 ５ 人
 （ 派遣決定 ）  静岡市立静岡病院 5 人 2/16 ～2/19

※上記の他、 １ 月２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動し
　ており、11日からは、 石川県庁 や 輪島市役所等 に 設置 された 保健医療福祉調整本
　 部でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分析、医療チームの調整
　など、本部活動を支援）が活動 している

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２～４班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤)

1/24(水)～1/26(金) ６人 医師・看護師・

事務員で構成

第４班(浜松、引佐
日赤) 2/1(木)～2/3(土) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

第１班(浜松日赤) 1/12(金)～
1/14(日) ３人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

第２班(静岡日赤)
2/2(金)～
2/4(日) ５人

珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

薬剤師・事務員

で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定。また、1月30
　　日より ２ 月 ２ 日 までの 間、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（静
　　　岡県医師会職員）を派遣
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画

派遣期間 派遣人数 活動概要

能登総合病院、穴水町内の避



1/10(水)～1/12(金) ３人（医師1人、看護師2人） 難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

穴水町にて避難所アセスメン
ト、高齢者施設への往診、高
齢者施設の情報収集
能登町にて診療所の診療支援

1/30(火)～2/2(金) １人（静岡県医師会職員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登町の福祉避難所、介護施設
 等 および 診療所 の 発熱外来 ・ 訪
 問診療 を支援

2/6(火)～2/8(木)

5人
（医師1人、看護師1人、薬剤師１人、
救急救命士1人、事務員１人）［病
院］

2/22(木)～2/25(日)
5人（医師2人、看護師1人、理学療法
士１人、事務員１人）

2/23( 金) ～2/25( 日)
7 人 （ 医師1 人 、 看護師2 人 、 作業療法
 士 １ 人 、 事務員3 人 ）

2/27(火)～2/29(木)
3人（医師1人、看護師1人、社会福祉
士１人）

3/1( 金) ～3/4( 月) 3 人 （ 医師1 人 、 看護師1 人 、 事務員 １
 人 ）

3/1( 金) ～3/4( 月) 3 人 （ 医師1 人 、 看護師1 人 、 介護福祉
 士 １ 人 ）

ＪＭＡＴ能登北部調整支部を
拠点として、穴水町および能
登町にて 、 診療所 （ 発熱外
 来 ・ 訪問診療等 ）、 福祉避難
 所 、 介護施設等 で活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動
　　　・２月以降、全国のＤＰＡＴ派遣から徐々に石川県ＤＰＡＴに移行（石川県
　　　　で対応できない事案が発生した場合は、再度、他県に派遣要請）

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人 派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、



第６組 1/27～30 ６人

第７組 1/30～2/2 ２人

第８組 2/2～５ ４人

第９組 2/5～８ ４人

第10組 2/8～11 ２人

避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

　　ク　ＪＤＡＴ（災害歯科支援チーム）派遣
　　　・日本歯科医師会の派遣要請を受け、静岡県歯科医師会がＪＤＡＴを派遣

区分 日程 派遣人数 備考
第１陣 ２/４～２/８ ４人
第２陣 ２/９～２/12 ５人

派遣地域は、珠洲市

　　ケ　臨床検査技師の派遣
　　　・日本臨床衛生検査技師会の派遣要請を受け、静岡県臨床衛生検査技師会
　　　　が 臨床検査技師を 派遣

日程 派遣人数 概要

２/３ 10人

日本医師会が派遣するＪＭＡＴ
に帯同し、 輪島市内の避難所で
ＤＶＴ 検診（超音波検査、血液
検査等）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣を派遣
　　　・第６陣から管理栄養士（県又は市町）１名を派遣
　　　・第７陣から保健師２名のうち１名は県内市町保健師を派遣
　　　・追加応援要請を受け、もう１チーム白山市へ派遣（1/31～3/31)
Ａチーム（穴水町へ派遣：1/6～2/29）

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣から
保健師２名、管理栄養士１
名、事務１名、運転手１名で
構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

Ｂチーム（白山市へ派遣：1/31～3/31)

活動日 活動場所等

2/1 石川県中央保健福祉センター　集合

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/31(水)～2/ 5(月) ５人

第２陣 2/ 5(月)～2/10(土) ５人



第３陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第４陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第５陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第６陣 2/25(日)～3/ 1(金) ５人

第７陣 3/ 1(金)～3/ 6(水) ５人

第８陣 3/ 6(水)～3/11(月) ５人

第９陣 3/11(月)～3/16(土) ５人

第10陣 3/16(土)～3/21(木) ５人

第11陣 3/21(木)～3/26(火) ５人

第12陣 3/26(火)～3/31(日) ５人

５名/班の１班体制
保健師４名（うち２名は市
町）、事務１名、
で構成

第７陣から保健師３名（うち
２名は市町）、管理栄養士
（県または市町）１名、事務
１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

1/13～1/17 七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食
品の分配、出入管理

1/13～1/17
1/24～1/28

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

第３陣 2/ 7(水)～2/11(日) ３人

 第 ４ 陣 2/22( 木) ～2/26( 月)  ３ 人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣以降は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ
　　　　移動する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

第２陣 1/25(木)～1/28(日) ２人 医師、理学療法士

第３陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人 医師、言語聴覚士

第４陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ３人 医師、作業療法士２人

第５陣 2/12(月)～2/15(木) ４人 理学療法士２人、言語聴覚士２人

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　隊及び1月10日～２月29日までの派遣要請を受け、災害時における福祉人
　材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネッ
　トワーク（事務局：静岡県社会福祉協議会）に派遣を依頼し、ＤＷＡＴが
　活動中
・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避
　難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣～第10陣は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。
　１月20日以降は志賀町においても活動
・第11陣以降は七尾市又は志賀町避難所にて活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

第11陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人



第12陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ２人

第13陣 2/ 3(土)～2/ 6(火) ２人

第14陣 2/ 5(月)～2/ 8(木) ２人

第15陣 2/ 7(水)～2/10(土) ２人

第16陣 2/ 9(金)～2/12(月) ２人

第17陣 2/11(日)～2/14(水) ２人

第18陣 2/13(火)～2/16(金) ２人

第19陣 2/15(木)～2/18(日) ２人

第20陣 2/17(土)～2/20(火) １人
(1人調整中)

第21陣 2/19(月)～2/22(木) ２人

第22陣 2/21(水)～2/24(土) ２人

第23陣 2/23(金)～2/26(月) ２人

第24陣 2/25(日)～2/28(水) ２人

第25陣 2/27(火)～3/ 1(金) １人
(1人調整中)

２名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、相談支援専門員等
から構成

活動内容は、活動チームの管
理、本部との調整等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日)
特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28 石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替



　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町

　　・石川県社協からの要請を受けた全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は
　　　生活福祉資金貸付事務対応職員を派遣

区分 派遣期間 派遣人数 派遣先

第１陣
 （ 活動終了 ） 1/30(火)～2/2(金)

２人
（静岡県社協１人、
静岡市社協１人）

 七尾市社協

　　オ　災害ボランティアセンターの状況
　　・全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は中能登町災害ボランティアセン
　　　ターに対する職員を派遣予定

派遣期間 派遣人数 備考

2/1(木)～2/5(月) ２人 静岡市社協２

2/13(火)～2/17(土) ６人

2/25(日)～2/29(木) ６人

県社協１、静岡市社協１、浜松市社
協１、市町社協３で構成



提 供 日 2024/02/05

タイトル 米国連邦政府職員（ＦＤＡ）
マンスフィールド研修生を本県で受け入れます

担　　当 健康福祉部 政策管理局総務課

連 絡 先 健康福祉部総務課

TEL 054-221-2962

マンスフィールド・フェローシップ・プログラム研修生を

本県で受け入れます

　日米両国政府間研修プログラムである 「 マンスフィールド・フェローシップ・プログラム 」 の 研

 修生を静岡県で受け入れ、本県の健康福祉施策について約３週間の研修プログラムを実

施します。

　また、研修生の知見の深い分野の本県施策については意見交換等も行いながら、相互

交流を深めます。

１　研修生概要

　　　マーサ・Ｃ・エングストローム 氏

　　・米国食品医薬品局（ＦＤＡ） たばこ製品センター科学部評価支部長

　　　（タバコの使用による死亡と疾病の関連を研究）

　　・米国連邦政府職員（ＦＤＡ）の身分として研修に参加

２　本県での研修期間

　　　令和６年２月５日（月）から２月22日（木）まで

　　　（参考）

　　　令和５年９月から７週間の語学研修後、厚生労働省、外務省、東京都、 静岡県、国立

　　　がん研究センター等にて合計１年間の研修予定

３　研修内容

　　会議へのオブザーバー出席や視察への参加を通し、本県健康福祉施策への知見

　を深める。

＜主な研修先＞
日　時 研修内容 場　　所

２月20日（火）県立静岡がんセンター視察 がんセンター（長泉町）

２月22日（木）静岡社会健康医学大学院大学視察 静岡社会健康医学大学院大学（静岡市）

４　問合せ先

　　静岡県健康福祉部総務課　木野　（電話）054-221-2962

  ※取材を希望される場合は、事前に担当まで御連絡ください。



提 供 日 2024/02/05

タイトル 森町を交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基準
達成）として表彰！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

～　交通死亡事故ゼロ連続２，０００日達成　～

静岡県交通安全対策協議会が
森町を交通安全優良市町として表彰！

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　この度、令和５年１２月１５日（金）をもって、森町が交通死亡事故ゼロ連続
２，０００日を達成したことから、交通安全優良市町として下記のとおり表彰状の伝達式を行います。
※森町の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から２回目となります。
　森町の人口１６，８６９人（令和５年１月１日現在）

１　表彰式の概要
（１）日時
　　　令和６年２月１６日（金）午後１時３０分開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　森町町民生活センター　講義室Ｂ（周智郡森町森２１０１－１）
（３）出席者
　　　森町長　　　　　　　　太田　康雄（おおた　やすお）　　　
　　　袋井警察署長　　　　　杉山　大輔（すぎやま　だいすけ）
　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）　外

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数
【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】

　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　 人口 ２ 万人未満 　   １ ， ０００ 日　
　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。



提 供 日 2024/02/05

タイトル 【第14報】令和６年能登半島地震への本県の支援（２
月５日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

※下線部は前回からの主な変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　派遣予定等は今後変わることがあります。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援
　ア　消防　

◎　緊急消防援助隊…捜索及び救助活動
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月１日から１月５日 239人 第１陣静岡県大隊　68隊
第２陣 １月５日から１月８日 229人 第２陣静岡県大隊　66隊
第３陣 １月８日から１月

11日
226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 １月11日から１月
14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 １月14日から１月
17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 １月17日から１月
21日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

第７陣

珠洲市

１月20日から１月
21日

112人 第７陣静岡県大隊　33隊

計 1,455人

◎　緊急消防援助隊　航空小隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月５日から１月６日 ６人
第２陣 １月11日から１月

14日
６人

第３陣

石川県
内

１月17日から１月
19日

６人
浜松市消防局 １隊

計 18人

◎　緊急消防援助隊　航空指揮支援隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月10日から１月
14日

３人

第２陣 １月14日から１月
17日

３人

第３陣

富山空
港

１月21日から１月
26日

３人

静岡県消防防災航空隊　１隊

計 ９人



◎　緊急消防援助隊　航空後方支援小隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月19日から１月
22日

３人

第２陣 １月22日から１月
25日

３人

第３陣

小松空
港

１月25日から１月
28日

３人

静岡市消防局 １隊

計 ９人

イ　警察
　◎　広域緊急援助隊

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
警備部
隊

珠洲市 １月１日から１月４日 66人 救出救助

交通部
隊
（第１陣）

１月20日から１月
25日 24人

交通部
隊
（第２陣）

石川県
内

２月10日から２月
14日 22人

交通流入規制・警戒活動

計 112人
　

◎　広域警察航空隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月２日から１月３日 ４人
第２陣

石川県
内 １月26日から２月１

日
４人 上空からの情報収集活動

計 ８人

　◎　特別機動捜査隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月５日から１月
11日

４人

第２陣 １月25日から１月
31日

８人

第３陣

石川県
内

２月９日から２月
15日

８人

防犯活動・警戒活動

計 20人

　◎　特別自動車警ら隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月12日から１月
24日

７人 防犯・警戒活動

第２陣 １月23日から２月３
日

６人

第３陣

石川県
内

２月3日から２月
14日

13人
防犯・警戒活動、広報活動

計 26人



　
◎　特別生活安全部隊

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 １月19日から１月

28日
３人

第２陣
石川県
内 １月30日から２月

8日
３人

相談対応等

計 ６人
　

◎　緊急災害警備隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 石川県
内

１月24日から２月２
日

81人 安否不明者の確認等

　◎　防犯カメラ設置隊
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月25日から１月
31日

４人

第２陣
石川県
内 ２月６日から２月

12日
４人

犯罪捜査

計 ８人
　

ウ　健康福祉
◎　災害派遣医療チーム（DMAT）

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１次隊 １月２日から１月６日 36人 順天堂大学医学部附属静岡病院、静岡

県立総合病院、静岡赤十字病院、中東
遠総合医療センター、磐田市立総合病
院、浜松医科大学医学部附属病院、聖
隷浜松病院

第２次隊 １月４日から１月
10日

40人 伊東市民病院、静岡県立総合病院、静
岡市立静岡病院、静岡済生会総合病
院、焼津市立総合病院、藤枝市立総合
病院、浜松赤十字病院、聖隷三方原病
院

第３次隊 １月８日から１月
14日

32人 順天堂大学医学部附属静岡病院、富士
宮市立病院、静岡市立清水病院、島田
市立総合医療センター、中東遠総合医
療センター、磐田市立総合病院、聖隷
浜松病院

第４次隊

能登医
療圏活
動拠点
本部ほか

１月11日から１月
15日

８人 国際医療福祉大学熱海病院、国立病院
機構静岡医療センター

第５次隊 
　

輪島市
保健医
療福祉
調整本
部、輪島
市・金沢
市内の
避難施
設ほか

１月17日から１月
22日

23人

三島総合病院、富士市立中央病院、静
岡市立清水病院、中東遠総合医療セン
ター、総合病院聖隷三方原病院

第６次隊 
　

１月20日から１月
26日

14人 静岡市立静岡病院、総合病院聖隷浜松
病院、沼津市立病院

第７次隊 
　

１月22日から１月
31日

18人 静岡医療センター、静岡済生会総合病
院、浜松赤十字病院、総合病院聖隷三
方原病院

第８次隊 
　

輪島市・
金沢市
内の避
難施設
ほか

1月26日から1月
30日

９人 静岡赤十字病院、浜松医科大学医学部
附属病院

第９次隊 
　

1月29日から2月2日 10人 伊東市民病院、島田市立総合医療セン
ター

第10次
隊 　

輪島市
内の病
院等 2月1日から2月5日 10人 藤枝市立総合病院、浜松医療センター

 第11 次
 隊

 輪島市
 内 の 病
 院等 、 金
 沢市内
 の 避難
 施設

 ２ 月 ４ 日 から ２ 月 ７ 日  ４ 人  国際医療福祉大学熱海病院 、 沼津市立
 病院 、 総合病院聖隷浜松病院

 第12 次
 隊

 ２ 月 ７ 日 から ２ 月
11 日

 ５ 人  焼津市立総合病院

 第13 次
 隊

 ２ 月11 日 から ２ 月
13 日

 ４ 人  静岡県立総合病院 、 静岡済生会総合病
 院 、 中東遠総合医療 センター

 第14 次
 隊

 ２ 月13 日 から ２ 月
16 日

 ４ 人  藤枝市立総合病院

 第15 次
 隊

 金沢市
 内  の 避
 難施設

 ２ 月16 日 から ２ 月
19 日

 ５ 人  静岡市立静岡病院

計 222人

◎　日本赤十字社静岡県支部
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１班 能登医
療圏活

１月８日から１月
10日

７人 静岡赤十字病院



動拠点
本部ほか

第２班 １月15日から１月
17日

７人 浜松赤十字病院

第３班 １月24日から１月
26日

６人 伊豆赤十字病院、裾野赤十字病院

第４班

珠洲市
保健医
療福祉
調整本
部ほか ２月１日から２月３日 ７人 浜松赤十字病院、引佐赤十字病院

計 27人

◎　日赤災害医療コーディネートチーム
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１班 １月12日から１月
14日

３人 浜松赤十字病院
医師１名、看護師１名、事務員１名

第２班

珠洲市
健康増
進セン
ター

２月２日から２月４日 ５人 静岡赤十字病院
医師、看護師、薬剤師、事務員２名

計 ８人



◎　日本医師会災害医療チーム（JMAT）
活動期間 支援先 人数 内訳

１月10日から１月
12日

能登総合病院・穴水
町

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師２名

1月19日から１月
21日

能登町及び穴水町内
避難所

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師1名、事務１名

1月27日から１月
29日

能登総合病院を拠点
として、穴水町内にて
活動

６人 静岡県医師会
医師２名、看護師２名、事務２名

1月30日から2月2日 穴水町内避難所など １人 静岡県医師会
事務１名

1月31日から2月3日 能登町内福祉避難所
など

３人 静岡県医師会
医師１名、薬剤師１名、事務１名

２月６日から２月８日 ５人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、薬剤師１名、救
急救命士１名、事務１名

2月22日から２月
25日

５人 静岡県医師会
医師２名、看護師１名、理学療法士１
名、事務１名

 ２ 月23 日 から ２ 月
25 日

 ７ 人  静岡県医師会
 医師 １ 人 、 看護師 ２ 人 、 作業療法士 １
 人 、
 事務員 ３ 人

２月27日から２月
29日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、社会福祉士１名

 ３ 月 １ 日 から ３ 月 ４ 日  ３ 人  静岡県医師会
 医師 １ 人 、 看護師 １ 人 、 事務員 １ 人

 ３ 月 １ 日 から ３ 月 ４ 日

能登町及び穴水町内
の 診療所 、 福祉避難
 所等 で 活動

 ３ 人  静岡県医師会
 医師 １ 人 、 看護師 １ 人 、 介護福祉士 １ 人

計 42人

◎　災害派遣精神医療チーム（DPAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１次隊 １月３日から１月８日 ３人 静岡県立こころの医療センター
第２次隊 １月７日から１月

13日
３人 沼津中央病院

第３次隊 １月12日から１月
17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊

能登医
療圏
DPAT活
動拠点
本部ほか １月18日から１月

22日
３人 静岡県立こころの医療センター

計 12人

◎　ドクターヘリ
支援先 活動期間 機数 内訳

１月４日から１月５日 １機
石川県内

１月17日 １機
聖隷三方原病院ドクターヘリ

計 ２機
　
　◎　災害支援ナース

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１組 1月12日から1月

15日
２人 静岡県看護協会　看護師　２人

第２組 1月15日から1月
18日

４人 静岡県看護協会　看護師　４人

第３組 1月18日から1月
21日

６人 静岡県看護協会　看護師　６人

第４組 1月21日から1月
24日

６人 静岡県看護協会　看護師　６人

第５組 1月24日から1月
27日

２人 静岡県看護協会　看護師　２人

第６組 １月27日から1月
30日

６人 静岡県看護協会　看護師　６人

第７組 １月30日から２月２
日

２人 静岡県看護協会　看護師　２人

第８組 ２月２日から２月５日 ４人 静岡県看護協会　看護師　４人
第９組 ２月５日から２月８日 ４人 静岡県看護協会　看護師　４人
第10組

珠洲市
ほか

２月８日から２月
11日

２人 静岡県看護協会　看護師　２人

計 38人

　◎　薬剤師・モバイルファーマシー派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月13日から１月
17日

３人

第２陣 １月16日から１月
20日

３人

第３陣 １月19日から１月
23日

３人

第４陣

穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月22日から１月
26日

３人

静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

計 12人



　
◎　災害歯科支援チーム（ＪＤＡＴ）派遣

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 ２月４日から２月８日 ４人 静岡県歯科医師会
第２陣 珠洲市 ２月９日から２月

12日
５人 静岡県歯科医師会

計 ９人

◎　臨床検査技師の派遣
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

臨床検
査技師

 輪島市 ２月３日 10人 静岡県臨床衛生検査技師会
災害派遣臨床衛生検査技師　10人

　
　◎　保健師

・Ａチーム（穴水町へ派遣：１月６日から２月29日）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月６日から１月
11日

４人

第２陣 １月11日から１月
16日

４人

４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 １月16日から１月
21日

５人

第４陣 １月21日から１月
26日

５人

第５陣 １月26日から１月
31日

５人

５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第６陣 １月31日から２月５
日

５人

第７陣 ２月５日から２月
10日

５人

第８陣 ２月10日から２月
15日

５人

第９陣 ２月15日から２月
20日

５人

第10陣 ２月20日から２月
25日

５人

第11陣

穴水町

２月25日から２月
29日

５人

５名/班の１班体制
保健師　２人　管理栄養士　１人
事務　１人　　運転手　１人

計 53人
　　・Ｂチーム（白山市へ派遣：１月31日から３月31日）

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 １月31日から２月５

日
５人

第２陣 ２月５日から２月
10日

５人

第３陣 ２月10日から２月
15日

５人

第４陣 ２月15日から２月
20日

５人

第５陣 ２月20日から２月
25日

５人

第６陣 ２月25日から３月１
日

５人

５名/班の１班体制
保健師　４人（うち２名は市町職員）
事務　１人

第７陣 ３月１日から３月６日 ５人
第８陣 ３月６日から３月

11日
５人

第９陣 ３月11日から３月
16日

５人

第10陣 ３月16日から３月
21日

５人

第11陣 ３月21日から３月
26日

５人

第12陣

白山市

３月26日から３月
31日

５人

５名/班の１班体制
保健師　３人（うち２名は市町職員）
管理栄養士　１人
事務　１人

計 60人

◎　日本栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 七尾市、
金沢市

１月13日から１月
17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人（うち県職員１名）

第２陣 １月24日から１月
28日

１人 静岡県栄養士会　栄養士　１人

第３陣 ２月７日から２月
11日

３人 静岡県栄養士会　栄養士　３人

 第 ４ 陣

石川県
内

2 月22 日 から ２ 月
26 日

 ３ 人  静岡県栄養士会 　 栄養士 　 ３ 人

計 10人

◎　日本災害リハビリテーション支援チーム（JRAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月12日から１月
15日

２人

医師　１人、理学療法士　１人



第２陣 １月25日から１月
28日

２人

第３陣 １月30日から２月２
日

２人 医師　１人、言語聴覚士　１人

第４陣 ２月１日から２月４日 ３人 医師　１人、作業療法士　２人　
第５陣

石川県
内

２月12日から２月
15日

４人 理学療法士　２人、言語聴覚士　２人

計 13人

◎　静岡県災害派遣福祉チーム（DWAT）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

先遣隊 金沢市 １月８日から１月
14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 １月10日から１月
13日

３人

第２陣 １月12日から１月
15日

３人

第３陣 １月14日から１月
17日

３人

第４陣 １月16日から１月
19日

３人

第５陣 １月18日から１月
21日

３人

第６陣 １月20日から１月
23日

３人

第７陣 １月22日から１月
25日

３人

第８陣 １月24日から１月
27日

３人

第９陣 １月26日から１月
29日

３人

第10陣

金沢市・
七尾市

１月28日から１月
31日

３人

３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、作業療法
士、相談支援専門員等から構成

第11陣 １月30日から２月２
日

２人

第12陣 ２月１日から２月４日 ２人
第13陣 ２月３日から２月６日 ２人
第14陣 ２月５日から２月８日 ２人
第15陣 ２月７日から２月

10日
２人

第16陣 ２月９日から２月
12日

２人

第17陣 ２月11日から２月
14日

２人

第18陣 ２月13日から２月
16日

２人

第19陣 ２月15日から２月
18日

２人

第20陣 ２月17日から２月
20日

１人
（１人
調整
中）

第21陣 ２月19日から２月
22日

２人

第22陣 ２月21日から２月
24日

２人

第23陣 ２月23日から２月
26日

２人

第24陣 ２月25日から２月
28日

２人

第25陣

七尾市・
志賀町

２月17日から３月１
日

１人
（１人
調整
中）

２名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福
祉士、保育士、児童指導員、相談支援
専門員等から構成

計 59人

　◎　全国老施協災害派遣福祉チーム（老施協DWAT）
支援先 活動期間 人数 内訳

特別養護老人ホーム
長寿園（珠洲市）

１月17日から１月
21日

２人 静岡県老人福祉施設協議会
介護職員　２人（（福）慈恵会西島寮）

◎　生活福祉資金貸付事務対応職員
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣  七尾市
 社協

１月30日から２月２
日

２人 静岡県社協　１人
静岡市社協　１人

　◎　能登町災害ボランティアセンターへの職員派遣
区分 活動期間 人数 内訳

第１陣 ２月１日から２月５日 ２人 静岡市社協　２人

第２陣
２月13日から２月
17日

６人

第３陣 ２月25日から２月 ６人
県社協１人、静岡市社協１人、浜松市社
協１人、市町社協３人



29日
計 14人

　エ　行政
◎　災害マネジメント支援チーム…被災市町村の災害対応を支援

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 1月３日から１月

10日
４人 県職員４人（総括支援員１人、支援員３

人）
第２陣 １月６日から１月

11日
２人 県職員２人

第３陣 1月10日から１月
17日

４人 県職員４人（総括支援員１人、支援員３
人）

第４陣 １月16日から１月
22日

５人 県職員５人（総括支援員１人、支援員４
人）

第５陣 １月21日から１月
29日

５人 県職員４人、市職員１人（焼津市派遣）
（総括支援員１人、支援員４人）

第６陣 １月28日から２月５
日

５人 県職員４人、市職員１人（富士市派遣）
（総括支援員１人、支援員４人）

第７陣

穴水町

２月４日から２月
12日

５人 県職員４人、市職員１人（熱海市派遣）
（総括支援員１人、支援員４人）

計 30人

　◎　被災建築物の応急危険度判定支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣
（県）

１月６日から１月９日 ６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣
（県）

１月10日から１月
13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣
（県）

１月14日から１月
16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣
（県）

穴水町

１月17日から１月
18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、
富士市）

計 20人

◎　応急仮設住宅の建設支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣
（県）

１月29日から２月４
日

３人

第２陣
（県）

石川県
内 ２月５日から２月

11日
３人

県職員３人（建築、電気、機械の各１人）

計 ６人

　◎　下水道管路被害の調査

区分 支援先 活動期間 人数 内訳
第１陣 中能登

町
１月８日から１月
11日

８人 県職員３人
市職員５人（沼津市、富士市、富士宮
市、焼津市、袋井市）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

第２陣 かほく市 １月21日から１月
28日

２人 県職員２人

第３陣 津幡町 １月21日から１月
24日

４人 県職員４人

第４陣 かほく市 ２月５日から２月
10日

10人 グループ１：市町職員６人（三島市、函
南町、沼津市、島田市）
グループ２：県職員２人（※）、市職員２
人（磐田市）
※全期間１月29日～２月17日のうち２月

５～２月10日を担当

計 24人

◎　漁港関係施設被害の調査
支援先 活動期間 人数 内訳

石川県内漁港 １月16日から１月
22日

２人 県職員２人

◎　住家被害認定調査等の支援
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月７日から１月
15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、
西伊豆町　各２人）

第２陣 １月12日から１月
22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）



（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小
山町　各２人）

第３陣 １月21日から１月
29日

10人 市町職員10人
（三島市、菊川市、牧之原市、長泉町、
川根本町　各２名）

第４陣 １月28日から２月５
日

10人 市町職員10人
（御前崎市２人、沼津市、島田市、富士
市、磐田市、袋井市、裾野市、東伊豆
町、河津町各１人）

第５陣 ２月４日から２月
12日

10人 市町職員10人
（静岡市５人、伊東市、磐田市、湖西
市、菊川市、牧之原市　各１人）

 第 ６ 陣

穴水町

 ２ 月11 日 から ２ 月
19 日

10 人  市町職員10 人
 （ 静岡市 １ 人 、 焼津市 、 伊豆市各 ２ 人 、
 富士市 、 藤枝市 、 袋井市 、 御前崎市 、 南
 伊豆町 　 各 １ 人 ）

計 64人

◎　り災証明の交付
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月21日から１月
29日

３人 市町職員３人（掛川市、伊豆市、吉田
町）

第２陣 １月28日から２月５
日

３人 市町職員３人（富士宮市、袋井市、東伊
豆町）

第３陣 ２月４日から２月
12日

３人 町職員３人（東伊豆町、函南町、長泉
町）

第４陣

穴水町

２月11日から２月
19日

３人 市職員３人（伊東市、湖西市、伊豆の国
市）

計 12人

◎　避難所運営業務（危機管理部）
区分 支援先 活動期間 人数 内訳

第１陣 １月19日から１月
26日

17人 県職員２人(1月19日～21日）
市町職員15人（焼津市３名、沼津市
2名、富士宮市、御殿場市、下田市、裾
野市、湖西市、伊豆市、御前崎市、東伊
豆町、清水町、吉田町　各１名）

第２陣 1月25日から２月１
日

14人 県職員２人（１月25日～27日）
市町職員12人（磐田市、掛川市　各２
名、三島市、富士市、藤枝市、菊川市、
伊豆の国市、
牧之原市、長泉町、川根本町　各１名）

第３陣 １月31日から２月７
日

14人 県職員２人（１月31日～２月２日）
市町職員12人（熱海市、富士宮市、伊
東市、富士市、焼津市、掛川市、下田
市、伊豆の国市、牧之原市、函南町、小
山町、川根本町　各１名）

第４陣 ２月６日から２月
13日

14人 県職員２人 （ ２ 月 ６ 日 ～ ８ 日 ）
市町職員12人（熱海市、三島市、御殿
場市、袋井市、下田市、湖西市、伊豆
市、菊川市、
牧之原市、東伊豆町、南伊豆町、小山
町　各１名）

 第 ５ 陣

穴水町

 ２ 月12 日 から ２ 月
19 日

14 人  県職員 ２ 人 （ ２ 月12 日 ～14 日 ）
 市町職員12 人 （ 沼津市 、 富士宮市 、 伊
 東市 、 磐田市 、 掛川市 、 藤枝市 、 下田
 市 、 御前崎市 、 南伊豆町 、 清水町 、 長泉
 町 、 川根本町 　 各 １ 人 ）

計 73人

◎　トイレトラック等派遣
支援先 活動期間 台数 内訳

穴水町 １月９日から当分の
間

６台 トイレトラック（※）
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
・吉田町　１台（１月20日から）
トイレトレーラー
・西伊豆町　１台（１月30日から）
多目的支援車（シャワートラック）（※）
・藤枝市　１台（１月10日から）
※各市町職員が常駐

珠洲市 １月25日から当分
の間

1台 トイレトレーラー
・富士市　１台（１月25日から）

計 ７台
　　

オ　教育
◎　集団避難対応派遣…集団避難している生徒への支援・指導

支援先 活動期間 人数 内訳
白山ろく少年自然の
家

2月19日から2月
23日

２人 県職員（教員籍）２人

医王山スポーツセン
ター

2月23日から2月
27日

１人 県職員（教員籍）１人

計 ３人



（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市
サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

１月30日 陸輸 穴水町

○県提供
・水　360L　
○静岡県防災用品普及促進協議会提供
・水　120L
・湯わかしBOX　100個
・手羽先リゾット　2,950食
・除菌等スプレー　100本
・車載用USB給電装置　300台
○県及び促進協議会提供
・携帯トイレ　5,250枚

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

ア　提供可能戸数

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸
菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、
磐田市内１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

　
イ　入居戸数

１戸（島田市内１戸）



（４）被災者への相談対応
　　避難者からの相談受付け体制　　

ア　県内に避難している被災者の相談窓口
相談窓口 場　　　所 連絡先

賀茂広域消費生活セン
ター 下田市中531－1　下田総合庁舎６階 0558-24-2199

東部県民生活センター 沼津市大手町1－1－3　沼津産業ビル２階 055-951-8205
中部県民生活センター 静岡市駿河区南町14－1　水の森ビル３階 054-202-6008

西部県民生活センター 浜松市中央区中央1-12-1　浜松総合庁舎３
階 053-453-2199

イ　本県への避難を希望する被災者の相談窓口
名　　称 場　　　所 連絡先

静岡県県民生活課 静岡市葵区追手町9－6　県民生活課内 054-221-2175

 （ ５ ） 静岡県税 の 申告 ・ 納付等 の 期限 の 延長
 　　 静岡県税賦課徴収条例 に 基 づき 、 富山県及 び 石川県 を 、 静岡県税 に 関 する 申告 ・ 納付等 の 期限 を 延長 する 地域 に 指定 した 。（ 令和 ６ 年 １

 月30 日告示 ）
 延長後 の 期限 は 未定 。
 対象 ： 令和 ６ 年 １ 月 １ 日以降 に 期限 が 到来 するもの

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活

用している。



提 供 日 2024/02/05

タイトル ｢令和5年度静岡県広報コンクール｣入賞作品を展示しま
す！

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班　鶴田・竹川

TEL 054-221-2976

「令和５年度静岡県広報コンクール」入賞作品を展示します！
「Metaverse SHIZUOKA」にも特設ルームを開設

１　概要

　 「令和５年度静岡県広報コンクール審査会」の入賞作品をしずおか情報ステージにて展示します。
　
 県内の市町・団体から応募があった広報紙などから、最優秀賞作品をはじめとした計36点の作品をご覧いただけます。

 また、静岡県のメタバース空間「Metaverse SHIZUOKA」内にも特設ルームを開設し、展示します。

２　内容

　日時　令和６年２月８日（木）～ 令和６年２月16日（金）　８時30分～17時00分
　　　　※８日は14時から展示します。

　場所　しずおか情報ステージ（県庁東館２階県民サービスセンター内）

●県ホームページ
　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1060449.html
　
●「Metaverse SHIZUOKA」
・特設ルーム（※２月８日オープン予定）

（URL）https://lipronext.sakura.ne.jp/shizuoka-metaverse/contest/

・特設サイト
（URL）https://shizuoka-metaverse.com/
　

○広報紙市部門最優秀賞
　広報しまだ　令和５年11月号

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1060449.html
https://lipronext.sakura.ne.jp/shizuoka-metaverse/contest/
https://shizuoka-metaverse.com/


提 供 日 2024/02/06

タイトル 静岡県SDGｓスクールアワード2023表彰式を開催しま
す！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 教育政策課人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

　県内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の児童生徒によるSDGｓの取組を募集し、147チームの応募がありました。優秀
な取組に、県教育長賞、優秀賞を授与するとともに、協賛企業23社からの企業賞を授与する表彰式を開催します!

１　概要
　　子どもたちが、持続可能な社会の創り手となり、県内にＳＤＧｓの理念を広く
　根付かせることができるよう、学校における児童・生徒のＳＤＧｓ達成に向けた
　取組動画（90秒）を募集し、県教育長賞、優秀賞等を決定、表彰式を開催する。

２　日時
　　令和６年２月９日（金）　午後１時から３時まで
　　　　　　　　　　　　　（午後０時30分受付開始、３時から受賞校児童生徒、
　　　　　　　　　　　　　　審査委員、企業関係者等の集合写真を撮影予定）
３　会場
　　札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町１丁目30　札の辻クロス６階）

４　参加者
　　受賞校児童生徒、審査委員、協賛企業23社、県教育委員会関係者ほか　約150人

５　内容　

　(1)　教育長挨拶

　(2)　審査委員・協賛企業紹介、副賞紹介

　　　（副賞の木製盾は、県内の間伐材や端材を使用し、障害福祉事業所の方々が作成）

　(3)　表彰１「県教育長賞・優秀賞」

　　　・小学校の部

　　　・中学校の部

　　　・高等学校の部

　　　・特別支援学校の部

(4)　表彰２「企業賞」（23社）

(5)　前年度企業賞受賞校による企業連携紹介

(6)　企業連携教育プログラム紹介

(7)　総評

　※終了後、写真撮影予定

６　お問い合せ先
　　教育政策課人権・教員育成班（中村、望月）　電話：054-221-3133

　　　 「有徳の人づくり」を進めています。
　　静　岡　県　教　育　委　員　会　

jyushoko.pdfjyushoko.pdf



提 供 日 2024/02/06

タイトル ふじのくにグローバル人材育成事業成果報告会を開催
します！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

総合教育局　大学課　大学・学術班

TEL 054-221-3674

TEL 054-221-3749

ふじのくにグローバル人材育成事業成果報告会を開催します！

　静岡県・静岡県教育委員会では、今年度、コロナ禍で中断していたリアルな海外交流事業を本格的に再開しました。
　参加をした大学生・高校生が、現地に滞在することでしか得られない貴重な体験の成果を報告します。
　　

１　日　時　　令和６年２月８日（木）　午後１時～４時
２　場　所　　静岡県庁西館４階　第一会議室Ａ・Ｂ・Ｃ(オンライン(Zoom)併用)
３　次　第
　(1)　主催者挨拶(池上教育長、ふじのくに地域・大学コンソーシアム日詰理事長(静岡大学学長)ほか)
　(2)　来賓挨拶(出野副知事)
　(3)　成果報告

時間 項目 報告者（敬称略）
大学生の海外留学
(ふじのくに留学応援奨学金
利用者)

静岡文化芸術大学
常葉大学

河田さん
杉山さん

教職員の海外研修 菊川市立小笠東小学校　教諭 竹内 友里子

13:14～
　13:52

小学校英語対応海外研修 島田市立島田第三小学校　教諭 阿南 千華
短期留学 静岡雙葉高等学校

静岡県立浜松湖南高等学校
静岡県立静岡城北高等学校
静岡県立磐田南高等学校

阿井さん
荒井さん
中村さん
米倉さん

14:00～
　14:45

静岡県関連事業留学 静岡県立吉原高等学校 前田さん
グローバルハイスクール 静岡県立下田高等学校

静岡県立相良高等学校
日本大学三島高等学校

14:55～
　15:47

海外インターンシップ 静岡県立富士高等学校
静岡県立科学技術高等学校
静岡県立浜松商業高等学校

河村さん
鳥沢さん
市川さん

15:47～
　15:57

トビタテ！留学JAPAN
拠点形成支援事業（令和６年
度派遣高校生募集）

日本学生支援機構
教育政策課

15:57～
　15:59

ふじのくに留学応援奨学金
(令和６年度派遣大学生募集)

ふじのくに地域・大学コンソーシア
ム

４　出席者
　　御寄附をいただいた企業・団体　約20人

５　参考：翌年度事業の募集（２月６日現在で確定しているもの）
事業名 応募受付

トビタテ！留学JAPAN(教育委員会) 令和６年３月19日～４月22日
(新高校１年生は４月1日～30日)

ふじのくに留学応援奨学金(大学コンソーシアム) 令和６年２月８日～４月24日

６　問合せ先
　　・教育委員会　教育政策課　政策推進班(054-221-3674)
　　・(公社)ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局　飯田(054-249-1818)

　　　　　　　



提 供 日 2024/02/06

タイトル 天竜職員住宅の不動産鑑定に係る支出に関する住民監
査請求の監査結果

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2927

（要旨）
令和５年12月８日に受け付けた「天竜職員住宅の不動産鑑定に係る支出」に関する住民監査請求について、監査を実施した結果、棄却すること

を決定し、令和６年２月５日に請求人に通知した。

（概要）
１　件名　　

天竜職員住宅の不動産鑑定に係る支出に関する住民監査請求

２　請求人　
浜松市中央区雄踏町宇布見5211-1　星野　光央（ほしの　みつお）

３　監査対象機関
静岡県経営管理部財務局資産経営課

４　請求の要旨
令和４年度に売却を行った
「【対象不動産】
所在：浜松市天竜区二俣町二俣字和田2019 番
地積：宅地５０１．１８平方メートル
名称：天竜職員住宅
建物：鉄筋コンクリート造アスファルトシングル葺２階建
延床面積：２７７．５６平方メートル
付属建物：２棟」
の価格判定の元とした静岡県が所有している鑑定評価書（発行業者：一般財団法人日本不動産研究所浜松支所）が、

・　不当な鑑定評価手法等に基づき、市場価格と著しく乖離した不適切な成果品であること。
・　静岡県の資産経営課職員が職責を果たしていないこと
・　不動産鑑定士等と不適切な関係及び彼らが負っている責任を果たさせていないこと
・　上記の問題が起きることを未然に防止するための対策も講じていないこと（職員による不作為又は故意の可能性）

以上４点全て重なっており、支出が不適切なため。

資産経営課は少なくとも５年間、きちんと調べればもっと長いかもしれないが、ほとんどが「一般財団法人日本不動産研究所浜松支所」に不動産鑑
定を依頼し、作成した不動産鑑定士も同一人物である。これほどの指摘を受け続ける業者に対して、依頼を続けるにはよほどの理由があると考えるの
が通常であろう。「鑑定評価の依頼先との不適切な関係」との疑念も合わせて考慮されるべきものである。　

要求１　不動産の鑑定評価を依頼する場合には、必ず職員が現地で不動産鑑定士と立ち合いを行うことを決まりとせよ。

要求２　違反はない、とするなら、その理由を説明せよ。
鑑定評価書への記載事項が欠けているにもかかわらず、不動産鑑定業者は提出し、静岡県が受領しているのは、違反があるのではないか。
故意による不作為なのか。

要求３　静岡県　資産経営課は不動産鑑定評価書の問題点につき、客観的かつ論理的な回答をせよ。
できないのであれば、不当な支出であると認めることになると自覚せよ。

・だれが。（県の執行機関又は職員）：
静岡県経営管理部財務局資産経営課

・いつ、どのような財務会計行為を行ったのか。：
（鑑定評価書）支払予定日　令和４年１２月8日　支出額１９５，８００円

・その行為は、どのような理由で違法又は不当なのか。：
国土交通省及び静岡県知事から不当鑑定として懲戒及び監督処分を受ける可能性がある成果品に対する支出であり、静岡県職員は鑑定評価

書をろくに読んでおらず、評価書を理解するための勉強も怠り、読んで理解したふりをして、理解した事実をでっち上げ、当該鑑定評価書の価格
を妥当であると採用した行為は職務怠慢、職務放棄に該当する。加えて、不動産鑑定士及び不動産鑑定業者に対して問題点を明確にした質問
をせず、十分な説明責任を果たさせておらず、職員及び不動産鑑定士及び不動産鑑定業者が不正な行為や不当な支出が行われないための対
策を十分に講じておらず、このような指摘自体が資産経営課の多数いる静岡県職員の不作為の賜物であり、当該支出が不当である。

不当ではないというのなら、これらの指摘に全て回答できなければ、業務責任を果たしたことにならないと考えている。
また、仮に国土交通省等の処分庁による懲戒及び監督処分があったとしても、法的に鑑定評価書そのものへ「不当な鑑定評価書」であるという

お墨付きを与えるものでない。処分とは関係がなく、採用している個々において、鑑定評価書の妥当性は判断されるものである。つまり、不動産の
鑑定評価に関する法律に基づく処分と、静岡県が採用した鑑定評価書の当・不当とは別の次元である。「処分が公告されていないから、当該鑑定
評価書は妥当である」との論理は成立しない。よって本件は、不動産の鑑定評価に関する法律第４２条の措置要求の処分とは関係がない。

・その行為により、どのような損害が県に生じているのか。：
不良な成果品の受領、静岡県一般競争入札参加予定者への混乱、県職員による鑑定評価書を読んでいないにも関わらず、読んだふり・理解し

たふりをして職務を行っているとみせかけて静岡県民を欺き、職員として給与を受け取り、不動産鑑定士及び不動産鑑定業者に対して正当な成
果品を納入、説明責任を果たさせる義務の不履行、特定の不動産鑑定業者との疑わしき関係、不動産鑑定業者に対して不当な成果品でも報酬
が得られるのだと思わせていること、不当な成果品への不必要な支出

・どのような措置を請求するのか。：
要求１・要求2・要求3に応えた上で、今回提起した成果品への全ての指摘・疑問・質問に対して納得のいく説明をさせた上で、業者に対して成

果品の訂正、減額・返納請求又は依頼破棄させると同時に、静岡県が二度と不当鑑定への支出が発生しないよう静岡県が鑑定評価書について
厳格な精読・精査体制を構築し、相手方に対してきちんとした契約書を用意し、同意した業者にのみ評価依頼を行い、必ず鑑定評価書の説明す
る場を設けさせ、不動産の鑑定理論・鑑定評価について学び理解しようとしている職員も複数名同席し、全て議事録として記録させることを前提に
納得のいくまで何度でも質疑応答を繰り返させることを約束・実行し、鑑定評価書に不備があれば訂正・再提出させ、不当鑑定として処分を受けた
場合には直ちに報酬全額の返金を請求できるものとすること。

それに伴い、鑑定評価に関する報酬額が高くなることを妨げないように、対策を講ずること。
「第三者に開示させないことを条件に不動産鑑定士からの説明を聞く」という、起こってはならないことが、資産経営課において一度起きたことを

確認した。どのような経緯で起きたのか、その原因を取り除き、不適切であるとの認識の下、二度とそのようなことが起きないよう対策を講じること。



５　監査結果
(1) 結論

県には「違法若しくは不当な公金の支出」は存在しないので、請求人の主張に理由があると認めることはできず、本件措置請求を棄却する。
(2) 意見（要旨）

本件措置請求は棄却したが、今回の監査結果に基づき不動産鑑定評価書に係る支出についてより一層の適正化に資するため、次のとおり意見
を述べる。

監査対象機関は一般財団法人日本不動産研究所浜松支所と単独随意契約しているが、今後の鑑定業者の選定方法について見直しを検討
されたい。



監査結果のポイント

１「請求人の主張に理由があると認めることはできない」とした主な判断根拠

(1) 不動産鑑定評価書について不当な鑑定であるとする理由はない。
・　職員が現地立会いを行っていないという点に関しては、不動産鑑定評価基準等に立会いを義務付ける規定はなく、基準にないこと、事前に現地
を確認していることから立会いを行わなかったことが違法・不当だとは言えない。

・　不動産鑑定評価書に記載すべき事項は、不動産鑑定評価基準の「総論第９章第２節　記載事項」に定められており、試算価格の調整におけ
る記載項目については「試算価格又は試算賃料の再吟味及び説得力に係る判断の結果を記載しなければならない。」と規定されている。また、
同基準の「総論第８章第８節　試算価格又は試算賃料の調整」においては「試算価格又は試算賃料の調整に当たっては、対象不動産の価格
形成を論理的かつ実証的に説明できるようにすることが重要である。このため、鑑定評価の手順の各段階について、客観的、批判的に再吟味
し、その結果を踏まえた各試算価格又は各試算賃料が有する説得力の違いを適切に反映することによりこれを行うものとする。この場合において、
特に次の事項に留意すべきである。」と記載されており、留意する項目として「１各試算価格又は試算賃料の再吟味」の６項目、「２各試算価格
又は試算賃料が有する説得力に係る判断」の２項目の事項が列記されている。いずれについても項目立てて記載しなければならないとは規定さ
れていない。また、公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会がホームページで一般向けに公開している不動産鑑定評価書記載例でも当
該項目について項目立てての記載はされておらず、依頼者及び利用者向けの鑑定評価書チェックリストにおいても「試算価格の調整」において項
目立てて記載されているかという点はチェック項目とはなっていない。以上のことを踏まえれば、今回の不動産鑑定評価書においては「（Ｂ）価格の
調整と更地としての価格の査定」として必要な事項が記載されており、試算価格の調整に関し項目立てての記載がないことをもって、県が不動産
鑑定評価書を適正なものだと判断し受領したことが違法・不当であるとは言えない。

・　建物解体更地という最有効使用の判定に大変な疑義があるという点に関しては、対象建物は物理的、機能的にはまだ使える状態かもしれない
が、周辺の利用状況及び建物継続利用のための費用とリスクを考慮すると、築35年を経過した共同住宅の需要は極めて低く、対象建物におけ
る経済的な価値は乏しく、対象建物の利用を前提とした土地利用の市場性は認められないとの判断は合理性が認められる。また、不動産鑑定
評価基準では、建物及びその敷地の最有効使用の判定に関し、解体費用と修繕費用を算定し比較した上で判定しなければならないとは規定さ
れておらず、修繕に関する費用等の記載がないことをもって違法・不当であるとは言えない。

・　建物解体費用が更地価格の７５％で高額という点に関しては、建物解体費用はその建物の構造、用途のほか、建物が存する土地の形状、道
路の接面状況によって異なってくる。また、同程度の解体費用を要する建物であっても物件により更地価格は異なることから、建物解体費用が更
地価格に占める割合は異なり、当該割合をもって他の案件と比較し問題視する主張は妥当性を欠く。なお、解体費用については、不動産鑑定
士が解体業者から見積書を徴しており、解体工事遅延等のリスクも考慮して「解体撤去費相当額等を考慮した修正率」を査定していることから
合理性が認められる。
以上のことから、当該不動産鑑定評価書について不当な鑑定であるとする理由はない。

(2) 「違法若しくは不当な公金の支出」はしていない。
不動産鑑定評価書については不当な鑑定と言うことはできず、また、不動産鑑定の発注に係る報酬額及び契約手続きについても静岡県財務規

則等に反した支出をしているとは認められないことから、「違法若しくは不当な公金の支出」は存在しない。
２　結論

　　以上のことから、請求人の主張に理由があると認めることはできない。 



提 供 日 2024/02/06

タイトル 静岡県議会令和６年２月定例会に係る議会運営委員会
の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

下記のとおり議会運営委員会を開催する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　
■日　　時　令和６年２月13日(火)　午前10時30分から

■場　　所　議会運営委員会室（静岡県庁本館３階）

■協議事項　令和６年２月定例会について
    
－参考－
　
【議会運営委員会の概要】

・議会を円滑かつ効率的に運営することを目的として設置

・構成員：13人

議　　　長 　中　沢　公　彦（自民改革会議）

副　議　長 　鈴　木　澄　美（自民改革会議）

委　員　長 　和　田　篤　夫（自民改革会議）

副 委 員 長
　佐　地　茂　人（自民改革会議）

  曳　田　　　卓（ふじのくに県民クラブ）

委　　　員

　坪　内　秀　樹（自民改革会議）

　勝  俣　　  昇（自民改革会議）

　望　月　香世子（自民改革会議）

　小　沼　秀　朗（自民改革会議）

　鈴　木　利　幸（自民改革会議）

　小長井　由　雄（ふじのくに県民クラブ）

　伊　藤　和　子（ふじのくに県民クラブ）

　盛　月　寿　美（公明党静岡県議団）



提 供 日 2024/02/06

タイトル 【開催延期】ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協
議会の開催（令和５年度第２回）

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3013

ぐるり富士山サイクルツーリズム推進協議会の開催
（令和５年度第２回）

富士山を巡るサイクリングルートである“フジイチ”を活用した、地域の魅力づくりを進めるため、山梨・静岡両県の関係
者からなる協議会を開催します。

今回の協議会では、サイクルツーリズム推進に向け、ルートを象徴するロゴマークの決定、ルートの設定について協議しま
す。

※雪の影響により中止となりました。詳細はＰＤＦファイルを御確認ください（２月６日９時35分）。

○ 概要

１　日　時　 令和 ６ 年 ２ 月 ６ 日 （ 火 ）　14 時00 分 ～15 時30 分 （ 予定 ）　→延期後の日程は後日連絡

２　場　所　富士河口湖町役場１階 コンベンションホール（WEB併用）
　　　　　　（山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700）

３　内　容　・ロゴマークの決定
　　　　　　・ルートの設定
　　　　　　・アクションプランの検討

４　出席者　山梨・静岡両県の関係者　53名
　　　　　　（国、県、市町村、サイクリング関係団体等）

５　問合せ　静岡県交通基盤部道路局　道路企画課
　　　　　　電　話：054-221-3013
　　　　　　メール：douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

○取材

・取材を希望される場合は、直接会場までお越しください。

・会場入口で受付を行います。

mailto:douro_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/06

タイトル WAZAチャレンジ教室の実施

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ももののづづくくりり体体験験「「WWAAZZAAチチャャレレンンジジ教教室室」」
２２月月はは３３校校でで3333人人のの児児童童・・生生徒徒がが体体験験ししまますす。。

　「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事

業です。

　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

　２月は３校で33人が「ものづくり」を体験します。

実施日時 学校名・電話番号 担当者 体験メニュー 人
数

 ２月７日
（水）

９:45～11:45

静岡県立沼津特別支援学校
0559-66-0980

佐藤 銅板へら出し 18

 ２月15日
（木）

９:00～12:00

富士宮市立稲子小学校
0544-66-0103

磯野 篆刻 ７

 ２月16日
（金）

13:25～15:00

静岡県立西部特別支援学校中学部
053-436-1370

鈴木 アートモザイク ８

　　

　　　 　　　　　
　　　　　　　　　篆刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アートモザイク

○技能士とは

　働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評

価されています。

○報道機関の方へのお願い

　取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2024/02/06

タイトル ＣＮＦ等のセルロース系素材を活用した製品開発の実
践的手法を考えるワークショップを開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

セルロース系素材を活用した製品開発の実践的手法を考えるワークショップを開催！

　県では、植物由来で環境に優しいＣＮＦ※等のセルロース系素材を活用した製品開発を促進するため、社会人を対象としたワー
クショップを開催しています（全５回）。

　第４回のテーマは、「セルロース系素材を活用した製品開発の実践的手法」です。
　「自社が開発したセルロース系素材をどのような製品に展開できるのか」、「自社の製品にどのようなセルロース系素材を活用
できるのか」等について先端素材開発の知見を有する西村拓也氏（静岡大学農学部 特任教授、トヨタ車体株式会社 材料技術部 
室長）や参加者と共に考えます。

　※CNF＝Cellulose Nano Fiber

１　概要
日時 令和６年2月13日（火）　14：00～16：45

場所 レイアップ御幸町　７Ｃ会議室
(静岡市葵区御幸町１１－８)

対象
・開発したセルロース系素材を、様々な分野で製品化につなげたい方
・自社製品のプラスチック素材を、セルロース系素材に置き換えるにあた
り、素材の検討でお悩みの方

定員 15名　程度

講師
静岡大学農学部　特任教授　/　トヨタ車体株式会社 材料技術部 室長
　西村　拓也　氏

内容

ワークショップ
・講師開発のセルロース系素材の紹介
・採用事例の紹介
・様々なセルロース系素材の特徴等の発表
・セルロース系素材を活用した製品開発のポイント

２　主催
ふじのくにセルロース循環経済フォーラム
(静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課)
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1052535/index.html

３　お問い合わせ先
静岡県経済産業部産業革新局新産業集積課技術振興班　伊熊
TEL:054-221-2985／E-mail:trc@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1052535/index.html
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/02/06

タイトル 価格転嫁・パートナーシップ構築宣言に係る実態調査
アンケート結果

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班

TEL 054-221-2635

 価格転嫁 ・パートナーシップ 構築宣言 に 係 る 実態調査 アンケート 結果

１.調査概要
　県内企業の価格転嫁及びパートナーシップ（PS）構築宣言の取組に係る現状・課題等を収集し、今後の施策展開に活用するた
め、アンケート調査を実施しました。

調査期間 令和５年11月１日～12月15日
調査対象 県内企業10,000社（業種別企業数の割合に応じて抽出）

回答企業数（回答率） 922社（9.22％）

２.調査結果のポイント
＜現状＞
・エネルギー・原材料価格の高騰は約９割の企業に影響
・価格交渉に係る相談を社外へしていない割合が高い（77.5％)
・７割以上の価格転嫁ができた企業の割合が30.1％あるものの、１割未満の割合は33.1％
　と依然として高い
・他社との価格競争や販売先との交渉が困難等の理由から価格転嫁が十分にできてい
　ない
・県内のＰＳ構築宣言の登録に前向きな企業は77％と高く、気運醸成は一定程度進展し
　ているものの、引き続き宣言の実効性向上に向けた取組が必要

　
＜行政に期待する支援＞

　・価格転嫁に係る行政に期待する支援は「業界ごとの取組の推進（54.4％）」が高い
　・普及に向けた行政に期待する取組は「メリット等の情報提供（66.6%）」「補助金の加点措
　　置等拡充（50.5％）」が高い

３.今後の取組の方向性
　・PS構築宣言共同宣言参画団体と連携して、所属団体や相談窓口への誘導及び各業界
　　の個別事情に沿った支援を実施
　・PS登録宣言のメリット等の情報提供の充実、補助金等の加点措置の拡充　

４.関係資料
　調査結果の関係資料は以下のページを御参照ください。
 https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1060207.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1060207.html


提 供 日 2024/02/06

タイトル 適塩（てきえん）キッズの育成事業～野菜を学ぶ食育
教室を開催します～

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-2433

適塩（てきえん）キッズの育成事業
～野菜を学ぶ食育教室を開催します～

県では今年度、高血圧対策として、適切な塩分量で野菜の味を楽しむ「適塩（てきえん）キッズの育成事業」に取り組んでいま
す。今回、事業の一環として島田市立川根小学校で、児童への食育教室を開催します。

１　実施日時　令和６年２月８日（木）　
　　　　　　　10：15～11：00　１年生を対象とした食育教室
　　　　　　　（野菜と適塩について学びます）

２　会　　場　島田市立川根小学校（島田市川根町家山400-１）

３　対　　象　小学１年生　11名

４　内　　容　給食にはどんな野菜が使われているかな？
　　　　　　　1日にどのくらい野菜を食べたらいいかな？

５　そ の 他　取材を希望される場合は前日までに連絡をお願いします。

【適塩キッズの育成事業とは】
県では健康課題の１つである脳血管疾患の減少を目指し、高血圧対策に取り組んでいます。今年度は摂取量を減らす取組である
「減塩」、野菜摂取量の増加などを通じて、塩を排出する「排塩」、血圧測定の習慣化など健康的な生活習慣を身に付ける「行動
変容」の３つをテーマに事業展開しています。適塩キッズの育成事業では、子どもの頃からの食育推進として、子どもに対しては
主に野菜摂取について、保護者に対しては減塩と野菜摂取の両方について働きかけを行います。

１　絵本の作成（令和６年３月発行予定）
　　子どもが野菜に親しみ、静岡県で生産されている野菜を知るとともに、薄味（適塩）で野菜本来の味を楽しむ内容 
２　絵本を活用した健康教育（令和６年１月～２月：４校で実施）←今回実施
　　食育絵本の内容を踏まえ、野菜摂取の大切さを伝える健康教育を実施
３　学校給食試食会の開催（令和５年12月、令和６年１月：２校で実施）　
　　家庭で取り組むことができる適塩について伝えると共に、適塩に配慮した給食を試食



提 供 日 2024/02/06

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第97報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年２月６日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第97報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第97報（２月５日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 沼津市 490 15 1 39 8 8 1月30日 ～ 2月
1 16 11 6 2月6日 ～ 2月

2 中学校 沼津市 54 3
1 17 9 9 2月5日 ～ 2月

3 小学校 三島市 526 23 1 29 10 10 2月6日 ～ 2月
1 27 9 9 2月6日 ～ 2月

4 小学校 三島市 608 27
1 29 10 10 2月6日 ～ 2月

5 幼稚園 三島市 53 3 1 22 8 8 2月6日 ～ 2月
6 中学校 富士宮市 622 21 1 31 7 6 2月1日 ～ 2月
7 小学校 富士宮市 524 23 1 29 18 11 2月6日 ～ 2月
8 小学校 牧之原市 378 15 1 30 10 9 2月2日 ～ 2月
9 高等学校 湖西市 432 12 1 34 10 10 2月1日 ～ 2月
10 幼稚園 袋井市 26 1 1 26 11 9 1月29日 ～ 1月3

1 29 6 6 2月6日 ～ 2月
11 中学校 浜松市中央区 558 18

1 30 6 6 2月6日 ～ 2月
1 34 8 8 2月6日 ～ 2月

12 中学校 浜松市中央区 415 15
1 33 21 21 2月6日 ～ 2月
1 30 9 9 2月6日
1 35 12 11 2月6日 ～ 2月13 中学校 浜松市中央区 528 19
1 35 10 10 2月6日 ～ 2月
1 32 7 7 2月6日 ～ 2月

14 中学校 浜松市中央区 618 26
1 32 9 9 2月6日 ～ 2月

15 中学校 浜松市中央区 700 24 1 34 9 5 2月6日 ～ 2月
1 36 7 7 2月6日 ～ 2月

16 小学校 浜松市中央区 848 29
1 33 7 7 2月6日 ～ 2月

17 小学校 浜松市中央区 486 23 1 7 4 4 2月6日 ～ 2月
18 小学校 浜松市中央区 656 26 1 35 10 10 2月6日
19 小学校 浜松市中央区 596 21 1 32 10 10 2月6日 ～ 2月

1 28 16 10 2月6日 ～ 2月
2 59 17 16 2月6日 ～ 2月20 小学校 浜松市中央区 362 14
2 56 16 16 2月6日 ～ 2月

21 小学校 浜松市中央区 818 31 1 29 16 7 2月6日 ～ 2月
22 小学校 浜松市中央区 614 24 1 34 8 8 2月6日 ～ 2月
23 小学校 浜松市中央区 589 24 1 27 7 7 2月6日 ～ 2月
24 小学校 浜松市中央区 745 28 1 30 10 10 2月6日 ～ 2月
25 小学校 浜松市浜名区 51 6 1 7 4 4 2月6日 ～ 2月
26 小学校 浜松市浜名区 186 7 1 22 9 9 2月6日 ～ 2月
27 小学校 浜松市浜名区 288 13 1 25 8 8 2月6日 ～ 2月

1 33 10 10 2月6日 ～ 2月
28 小学校 浜松市浜名区 722 30

1 28 10 10 2月6日 ～ 2月
29 小学校 浜松市浜名区 650 26 1 28 8 8 2月6日 ～ 2月

本日合計 ２高等学校、７中学校、18小学校、２幼稚園 42 1,202 395 358
８１６施設

本日までの累
計（実数） （ ９４高等学校、　２０５中学校、　４１３小学校、　６７幼稚園、

９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,137 118,859 37,770 35,008

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/02/06

タイトル 静岡県立美術館企画展「天地耕作　初源への道行き」
開会式を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

                                                         　　　　　
　　　　　あまつちこうさく

静岡県立美術館　企画展「天地耕作　初源への道行き」
開会式を開催します！

１　概　要

　本企画展では、旧引佐郡（現浜松市）出身の村上誠、渡の兄弟と山本裕司の３名が旧引佐郡を拠点に１９８８年から２００３年にかけて協働で
行った美術制作プロジェクト「天地耕作」の軌跡を、写真作品や映像、貴重な資料で明らかにします。
　この企画展の公開に先立ち、上記３名をお招きし、開会式及び内覧会を開催します。
　

２　日　時　　令和６年２月９日(金)　15：00～１7：30

３　場　所　　静岡県立美術館１階エントランスホール（開会式）、２階展示室（内覧）

４　主　催　　静岡県立美術館、静岡新聞社・静岡放送

５　内　容

　(1)　開会式（15時～15時30分）

　　ア　主催者挨拶　　木下直之　静岡県立美術館　館長
　　　　　　　　　　　　　  大須賀紳晃　静岡新聞社・静岡放送　代表取締役社長

　　イ　来賓挨拶　　　 村上誠氏　作家

　　ウ　テープカット

　《ご来賓の皆様》

　　・村上誠氏　作家
　　・村上渡氏　作家
　　・山本裕司氏　作家
　　・鈴木壽美子　静岡県文化協会　 会長　
　　・曽根正弘　静岡県立美術館友の会　会長　

　(２)　内覧会（15時30分～17時30分）　※招待客及び報道関係者向け、一般非公開

６　問い合わせ先
　　静岡県立美術館　企画総務課　
　　住所　静岡市駿河区谷田５３－２　
　　電話番号　０５４－２６３－５７５５
　　ＨＰ　https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/exhibition/detail/97

            

https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/exhibition/detail/97


提 供 日 2024/02/06

タイトル （当日取材依頼）第９回ふじのくに地域・大学フォー
ラムの開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

第９回ふじのくに地域・大学フォーラムの開催！

～大学生や高校生が地域課題に取り組んだ成果を発表します～

　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、県内大学の学生が地域課題
に取り組む事業や大学が行う共同研究に対して助成を行っています。このたび、その成
果を発表する「ふじのくに地域・大学フォーラム」を開催します。
　フォーラムでは、地域と連携する大学の研究成果等のほかに、高校生が「総合的な探
究の時間」として取り組む活動の発表を行います。

１　日　時
　　令和６年２月10日（土）13:00～16:15

２　会　場
静岡文化芸術大学（浜松市中央区中央2-1-1）

３　内　容
（１）大学生によるゼミ・研究室等地域貢献推進事業（25件）
（２）大学が行う共同研究助成事業（２件）
（３）高校生の取組発表（２件）
　※プログラム等の詳細は以下のＨＰに掲載しています。
　　　https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course08/course08_1/

４　お問合せ
公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 増田　
電　話 054-249-1818 
　　　 ※当日の連絡先 090-6205-8457
〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course08/course08_1/


提 供 日 2024/02/06

タイトル 熱海市逢初川源頭部北西側の産業廃棄物の撤去作業開
始

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 不法投棄対策班

TEL 054-221-3810

１　概要

　熱海市逢初川源頭部北西側の産業廃棄物について、県は、廃棄物の不適正な処理に関わった前・現土地所
有者の両者に対して、廃棄物の撤去を指導してきました。
　その結果、１月15日(月)から現土地所有者による撤去作業が開始されました。

２　工程

　現土地所有者から提出された撤去計画書によると、以下の日程で作業が進められる予定です。
　県は、計画どおりに撤去が進むよう指導を継続していきます。

日　付 内　容

１月15日～  廃棄物の掘り出し

３月上旬～  土砂の埋め戻し・転圧

４月中旬～  廃棄物の分別・リサイクル

６月上旬～  搬出・現場整地（～７月下旬頃まで）

３　今後の対応

　前土地所有者に対しては、引き続き廃棄物処理法に基づいて撤去を指導していきます。



提 供 日 2024/02/06

タイトル 「アザレア・セブン」、「静岡SSUボニータ」、「ブレ
ス浜松」の3選手が、ららぽーと磐田で「浜名湖花博
2024」をPRします！

担　　当 経営管理部 西部地域局地域課

連 絡 先 地域班 平野、原田

TEL 0538-37-2209

「浜名湖花博2024」PRバレンタインイベント
「女子スポーツ3チームが花博を応援します！＠ららぽーと磐田」の開催

 

１　要旨
　　静岡県西部地域局は、今春開幕する「浜名湖花博2024」の開催機運を高めよう
　と、西部地域を本拠に置く「アザレア・セブン」、「静岡SSUボニータ」、「ブ
　レス浜松」の女子スポーツ3チームと連携した取組を行っています。
　　開幕が迫る中、先月配信を開始したYouTube動画に出演中の「花博PRリーダー」
  の3選手が、ららぽーと磐田で来場者に直接「浜名湖花博2024」の魅力を紹介しま
  す！

２　イベント概要
 (1) 期日: 2024年2月11日(日・祝)
 (2) 会場: ららぽーと磐田(磐田市高見丘1200) 1階 西広場 
 (3) 時間: 1回目: 13:30～14:15、2回目: 15:00～15:45 (2回に分けて開催)
 (4) 出演者
   ○  花博PRリーダー
　　 ・ アザレア・セブン(ラグビー): 小島 里緒 (こじま りお) 選手
     ・ 静岡SSUボニータ(サッカー):  大間 由樹 (おおま ゆき) 選手
     ・ ブレス浜松(バレーボール):   水上 真悠子 (みずかみ まゆこ) 選手
   ○  その他: 「ふじっぴー」及び「のたね」
 (5) 開催内容
　 ○　各チームの花博PRリーダーがトークショー形式で「浜名湖花博2024」の楽し
　　 みやおすすめポイント等を紹介します。
　 ○　各回とも、ステージ終了後、先着150名様に、選手からガーベラがプレゼン
　　 トされます。

３  イベント当日の連絡先: 090-2610-0140 (西部地域局 平野)

※  花博PRリーダーの3選手は、先月配信を開始したYouTube動画『私たちが浜名湖
  花博2024の魅力を紹介します！』にも出演しています。　　　　　

    　



発 表 日 2024/02/06

タイトル 「第161回ふじのくに防災学講座」を開催します！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

「第161回ふじのくに防災学講座」を開催します！

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。

１　日　時

　令和６年２月17日（土）10時30分から正午まで

２　場　所

　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通5-9-1）

３　内　容

　・テーマ　今こそ行うべき家庭におけるLCP（生活継続計画）作り

　・講　師　静岡文化芸術大学　デザイン学部デザイン学科　教授　中野 民雄 氏

　・講演概要

　LCPとは、Life Continuity Plan（＝生活継続計画）の略称であり、大災害などが発生した際に、家庭における生活継続
や居住環境の復旧を早急かつ円滑に遂行するための計画のことである。今後100年以内に発生が予測される東南海大地震
や、近年頻発に発生する自然災害に備え「家族の命は、家族で守る」の観点から、更には能登半島地震を教訓にして各家庭
においてLCPを作成することの意義と今すぐ行うべき災害対策を学ぶ。

　・対　象　どなたでも

　・受講料　無料

　・開催方法　会場受講およびZoom配信

４　問合せ先

　静岡県地震防災センター

　電話：054-251-7100

　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp

